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ロシアにおける新型コロナ感染症下でのソーシャル・キャピタル 

に関する調査研究 

 

要 旨 

本調査研究は、ロシアにおけるソーシャル・キャピタルのあり方を解明するために、2022 年 

2 月〜3月にかけて実施されたアンケート調査を取りまとめたものである。人びとのネットワー

ク、社会的信頼、市民参加に加え、新型コロナ感染症による影響や政策への評価、また調査実

施時に勃発したロシア・ウクライナ間の軍事紛争に対する考え方についても尋ねている。調査

はロシア側研究者の協力の下、ロシア全土の 1700 名に対して電話インタビューの形で行われた。

ロシアにおいては一般的な信頼が低い一方で、家族・親族間の結びつき、信頼は極めて強く、

コロナ禍においてもそのネットワークを介した助け合いが機能した。また、制度的信頼の中で

大統領への信頼が突出して高いことが、現在のロシア政府の政策への支持にもつながっている。 

 

JEL classification: A13, A14, P52 

キーワード：ソーシャル・キャピタル、ロシア、COVID−19、社会的ネットワーク、信頼、市民

参加 

 

 

Social Capital in Russia during the COVID-19 Pandemic 

Abstract 

This paper summarizes the survey results on social capital in Russia conducted from 

February to March 2022 via computer-assisted telephone interviewing by a Russian 

research agency. The total number of respondents is 1,700 people covering all major 

federal districts of Russia. The survey focuses on people’s social networks, social 

trust, civic participation, the impact of COVID-19, and perceptions of Russian citizens 

towards the Russia-Ukraine military conflict and other social and economic policy issues. 

The survey results demonstrate that while general trust in Russia remains low, 

particularized trust such as trust in family and kinship networks is extremely strong. 

Thus, mutual assistance through family ties and close relatives has functioned 

positively during the pandemic. In addition, trust in the president is particularly 

high among trust in other institutions, leading to a high level of support for the 

current policies of Russia’s government. 

 

JEL classification: A13, A14, P52 

Key words:  social capital, Russia, COVID-19, social network, trust, civic 

participation 
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はじめに 

 

 ロシアの経済システムが特殊なのか否かは、体制転換後のひとつの論争点と言うことができ

る。中所得の普通の国という見方（Shleifer and Treisman, 2005）がひとつの極であるとすれ

ば、もうひとつの極はロシアがドラスチックな体制転換を経験したにもかかわらず変わらない

構造を有し経路依存的進化を遂げたと見る見方（Hedland, 2005）であろう。いずれもがロシア

市場のあり方、結果としての経済水準に光を当てているが、最大の問題は人びとの行動変化に

あると言って過言ではない。確かにロシアは市場経済を形成し、ショッピングモールやネット

ショッピングを例に出すまでもなくそれは西側先進国のそれを想起させるように機能している

のだが、そこでの経済主体の利害、行動は必ずしも世界標準と一致しているわけではない。非

公式制度・非公式部門の大きさ、人びとの国家に対する依存心と人的ネットワークを重視した

行動がそれを示唆する。世界銀行の Doing Business の水準は日本と変わらないにもかかわらず、

汚職の水準は世界的に見て群を抜いて低く、アフリカ並みの水準となるギャップもまた、人び

との独自の行動結果を表現する。 

 ロシア経済・ロシア市場を考察する場合、それゆえ人びとの行動そのものが重要な手掛かり

になり、とくにソーシャル・キャピタル研究が有力な手段となる。『世界価値観調査』

（Haerpfer et al., 2022）1のように国際的な価値観の比較研究を行う上で欠くことのできない

データもロシアをカバーしている。同データによると、ロシアは国有の存在には寛容で、政治

への信頼は低くても政府の責任は強く意識されている。国際的なデータだけではなく、ロシア

国内で実施されている社会調査もまた存し、その代表的なものがソ連時代は全連邦世論調査セ

ンター（VCIOM）2、および同センターの中心的存在の Y. レヴァダ（Yuri Levada、1930-2006 年）

のチームが研究を続け 2003 年に設立した非政府機関のレヴァダ分析センター3であり、いずれも

が社会調査・世論調査を実施している。 

 本調査研究は、ロシアにおけるソーシャル・キャピタルの動向、とくに新型コロナ感染症が

与えた影響を考察することを狙いとして、大規模なアンケート調査を実施し、その考察を行う

ものである。本研究は、ロシアにおける市場、企業、国家の行動をソーシャル・キャピタルの

                                                       
1  『 世 界 価 値 観 調 査 』 （ Haerpfer et al., 2022 ） WVS: World Value Survey, 

https://www.worldvaluessurvey.org/wvs.js、ロシアの直近の調査は 2017 年。 

2  1987 年に労働省・労働組合評議会の一部として設立され、体制転換後 1998 年にユニタリー企業（国有）とな

り、2003 年に完全国家所有の公開株式会社 ВЦИОМ（VCIOM）として登録されている。最初の所長は社会学の重

鎮 T.ザスラフスカヤ（所長任期 1987-1992 年)、第 2 代所長は Y.レヴァダ（同 1992-2003 年)である。労働省な

どの代表者が取締役会のメンバーになっており、現在の所長は大統領府第一副長官顧問の V.フョードロフ

（2003-現在)である。The Monitoring of Public Opinion: Economic and Social Changes を刊行している。例

えば、2024 年 5 月 6-12 日大統領の活動に対する信認は 78.9%で、プーチン個人の信認は 81%であった

（https://wciom.ru, 2024 年 5 月 20 日アクセス）。 

3 2003 年に VCIOM のレヴァダを中心とするチームが立ち上げた非政府系世論調査機関。レヴァダ（所長任期

2003-2006 年）が最初の所長で、2013 年までザスラフスカヤが理事長であった。次いで L.グトコフ（同 2006-

2021 年)、D.ヴォルコフが継いでいる。センターは«Вестник общественного мнения: Данные. Анализ. 

Дискуссии»を刊行している（https://www.levada.ru, 2024 年 5 月 20 日アクセス）。 
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観点から分析し、ロシア社会の構造を明らかにすることを目的として組織されたロシア経済・

社会を専門とする研究者による共同研究チームの研究成果である。上記のように西側先進諸国

とは大きく異なる経済制度を構成し、国家主導性の強いロシアの経済システム（溝端編, 2022）

を研究する場合、経済学において自明と考えられた人びとの価値観および動機、刺激メカニズ

ムを再考することは避けられない。 

 さらに、本研究の独自性を特徴づけているのは、次の 2つの点である。ひとつは、社会を見通

す X線効果を有する新型コロナ感染症に対する社会の反応を調査することで、社会がどのように

パンデミックに対応できたのかを分析している。こうした研究は、ソーシャル・キャピタルが

感染予防行動に対する意思決定にプラス効果を有しており、地域でのネットワークや政府の信

頼の醸成の感染症対策上の有効性を示している関根（2022）あるいは、パンデミックの抑制要

因としてのソーシャル・キャピタルに注目した Никишина, Коробкова （2022）に見られるよう

に、世界的に種々の調査、研究が実施された。ロシアでもいち早く体系的な研究が行われてお

り、Плаксин, Жулин, Фаризова, ред.（2021）が代表的な研究成果と言うことができる。 

 もうひとつは、2022 年 2 月 24 日に始まるロシア－ウクライナ間の軍事紛争がもたらした社会

への影響である。軍事紛争状態にあることは、「特別軍事作戦」下であっても一般市民に認識さ

れていることであるが、人びとはそうした状態を消極的であっても支持する背景、あるいは紛

争状態が人びとの行動に及ぼす影響は、国家への信頼などを通して確認することが可能となる。

本研究が注目している点である。 

共同研究チームは 2020－2025 年科学研究費補助金基盤研究（B）一般「ソーシャル・キャピタ

ルによるロシアの社会構造に関する研究」（20H04404: 研究代表者・溝端佐登史）に携わり、研

究代表者以外に、林裕明、横川和穂、Victor Gorshkov が研究分担者となっている。また、ロシ

アのソーシャル・キャピタル研究に精通しかつ実際に社会調査経験を有する Vasiliy Anikin

（ロシア高等経済大学院）が本研究に直接、共同研究者として参加している。 

本研究はロシアを対象としてソーシャル・キャピタルに関する主観調査（アンケート調査）

を実施しデータ構築を行うことで上記研究課題に接近することを計画していた。その際、比較

経済学を専門とする研究チームはロシアを国際比較の視座からも接近するうえで、日本におけ

るソーシャル・キャピタル研究を並行して行うことも研究課題に含めることとして、本調査研

究に至った。とりわけ、このことは 2019 年秋に始まる新型コロナ感染症に対する人びとの反応、

社会・国家の対応を比較するうえでも、先行研究にはない接近になると考えている。比較研究

のために 2022 年 1 月に実施した日本の調査結果は、京都大学経済研究所ディスカッションペー

パー『日本における新型コロナ感染症下でのソーシャル・キャピタルに関する調査研究』

（No.2304、2024 年 3 月発行）（溝端他, 2024）に取りまとめ、公表している。参照されたい。 

ロシアにおける研究調査結果の分析・取りまとめに際し、A. ネットワーク、D.社会的結束、

G.社会政治的態度は横川和穂が、B.社会的信頼および E. 集団行動と協同については Victor 

Gorshkov が、C.可能性と影響、および H.回答者に関する質問は林裕明が、F.新型コロナ感染症

に関する質問については溝端と横川が担当した。また、質問票の作成は、『世界価値観指標』お

よび過去のロシアにおける研究に依拠しつつ全員で対応したが、直近のロシアの調査・研究と

比較する意図から、Vasiliy Anikin が全体の調整を行っている。両国における質問の対比は末
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尾の付録、アンケート質問票に示している。 

 本調査研究は、2022 年 2－3 月のロシアにおけるアンケート調査結果を取りまとめている。ロ

シアのソーシャル・キャピタルおよび新型コロナ感染症に関する研究に資するだけでなく、同

時期に実施した日本を対象にした調査研究と重ね合わせることで、新しい比較研究の手掛かり

にもなると考えている。さらに、2022 年 2 月のロシア－ウクライナ間の軍事紛争勃発後の時期

に焦点をあてて調査することで、世界最初のロシアの「軍事紛争」に対する世論調査の役割も

果たしている。ソーシャル・キャピタルと紛争に対する意識も本調査で読み取ることが可能と

なる。なお、本調査の取りまとめに際して、分析部分での図表は第 1 図、第 1 表の様式で表記

し、アンケート調査結果をまとめた部分では問の番号に沿って、図 1の様式で表記している。 
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1. ロシアにおけるソーシャル・キャピタルの課題 

 

世界的に見て、ロシアのソーシャル・キャピタルの評価は必ずしも低いわけではなく、中位

の水準にあるとみることができる。イギリス Legatum Institute の繁栄指数（Legatum 

Prosperity Index）は、貧困から繁栄への経路を明らかにするツールとして開発されたもので、

包摂的社会、オープン経済、能力のある人びとの 3 つの領域からなる 12 の柱で構成され、その

ひとつの柱としてソーシャル・キャピタルが位置付けられている 。2023 年の調査では、日本は、

繁栄指数では 167 カ国中 16 位の上位にあっても、ソーシャル・キャピタルは 141 位ととびぬけ

て低い。対照的に、繁栄指数 77位のロシアのソーシャル・キャピタル順位は 54位で、決して低

いというわけではない。ロシア・ウクライナ軍事紛争と反体制派への抑圧からボイス、ボラン

ティア、投票面での社会・市民参加の水準は低くなっているが、信頼の水準は高い。ロシアの

一般的信頼の水準を低く評価する研究（Maltseva, 2012）があるのだが、OECD でも一般的信頼

についてロシアは中位の水準とみなされる（Algan, 2018）。このほか、ロシアの社会特性、信頼

感の独自性を分析したものとして、石川他（2017）がある。友人信頼、政府信頼の高さが注目

され、ロシア社会を特徴づけている。また、ロシア・ウクライナ紛争にかかわって Volkov and 

Kolesnikov (2022)があり、世論・立場の分極化が示唆されている。 

 ロシアの体制転換においてソーシャル・キャピタルの評価は必ずしも一致したものではない

が、転換後に多くの研究が生み出されている。いずれもロシアに存するソーシャル・キャピタ

ルがどのようなものか、その水準がどのように転換・経済発展に影響するのかに関心が置かれ

ている。また、国家主導性の強い経済システムを前提にすると、国家がソーシャル・キャピタ

ルを代替するのかもまた研究課題になるだろう。 

非公式制度の作動からソーシャル・キャピタルの弱さが強調される（Schrader, 2004）。福祉

国家としての脆弱性、格差の問題は個人化などのソーシャル・キャピタルの弱さに関連する

（Alfio, 2006）。Buttrick and Moran（2005）もロシアのソーシャル・キャピタルが企業家をも

たらさず、豊かさに結び付いていないと論ずる。さらに、Kennedy and Kawachi（1998）はソー

シャル・キャピタルの不十分さと大量死に相関を見出し、Eberstadt（2010）もソーシャル・キ

ャピタルの不足を人口問題の主要因と見なしている。Gundacker and Fidrmuc（2017）は、むし

ろ逆に強いソーシャル・キャピタルとオリガルヒの相関に着目して、地域におけるネットワー

クが脆弱な公的ガバナンスに代替したと捉える。 

その一方で、Petro（2001）は、ノヴゴロド地域の成功を手掛かりに経済パフォーマンス、政

府の信頼、連動した活動から、地域におけるソーシャル・キャピタルの水準を高く評価する。

Marsh（2000）もロシアにおける民主化とソーシャル・キャピタルの正の相関を主張している。

さらに、Borisova et al.（2017）はロシアにおけるブリッジング型のソーシャル・キャピタル

を重視し、それによってたとえ制度が脆弱でも再分配の公的支援を促すと主張している。 

 両方の折衷的な接近は、2007 年の調査に基づく Menyashev and Polishchuk（2011）であり、

異質なものを結び付ける橋渡し型（ブリッジング）ソーシャル・キャピタルと、同質なものが

結びつく紐帯強化型（ボンディング）ソーシャル・キャピタルを区分し（稲葉 2007, 7）、橋渡

し型と都市の発展の間には正の相関がみられるが、紐帯強化型は制度の質を落とし、都市の発
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展に負に作用すると結論している。すなわち、ロシアは近代的なものと非近代的なものが混在

する状況にある。この矛盾に満ちた人間行動のタイプは、レヴァダの研究から、「ずる賢い人間

（The Wily Man）」とさえ特徴づけられる（Yaffa, 2020, 10）。それは、「社会の現実に適応し、

統治機構の中の見落としや欠落部分を探し、自分自身の利益のためにゲームのルールを使おう

とし…、国家の保護を必要とするように見え…国家のために奉仕したいとは望まない」（Yaffa, 

2020, 10-11）人間像に他ならない。 

本研究でも、ロシアにおけるソーシャル・キャピタルを特徴づけるとともに、市場経済化、

経済発展に対する影響を考察し、「ずる賢い人間」像に迫ろう。とりわけ、新型コロナ感染症お

よび国際的な軍事紛争のロシアに対する影響をあわせて分析することで、人びとの危機に対す

る考え方もまた明らかになる。 
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2. 調査方法と回答者属性 

(1) 調査方法と内容 

本科学研究費補助金基盤研究 Bは 2020 年度に開始し、まず 2020 年度は主に内外の文献研究を

行い、課題を明確にしたうえで、2021 年度に日本とロシアのソーシャル・キャピタルと新型コ

ロナ感染症に対する人びとの反応・意識・行動を考察するためのアンケート調査の準備に取り

掛かった。主に『世界価値観調査』と岩井・宍戸（2021）に依拠しながら、かつ 2021 年夏から

秋にかけてロシアの共同研究者 Vasiliy Anikin を含めた ZOOM 会議を頻繁に開催し、アンケート

項目の精査を行った。最終のアンケート項目は日本を対象としたものとロシアを対象にしたも

のをそれぞれ準備し、いずれについても日本語、英語、ロシア語で準備した。なお、本調査研

究末尾に付録の形で質問票を添付している。質問票で最大の議論、懸念事項となったのは収入

の区分であった。所得格差が特に地域間で大きいロシアと比較的地域間の格差が小さい日本と

では、平均収入を取り出しそれを階層区分化するという作業は簡単ではなく、結局日本は単純

に全国一律で６階層に区分したが、ロシアでは 5階層に分けたうえで、地域間（連邦管区）の格

差を反映して、基準額を地域ごとに違えている。第 3分位（中位）の収入金額で見れば、もっと

も低い北カフカス連邦管区（15000－24000 ルーブル）から、もっとも高いモスクワを含む中央

連邦管区（31000－50000 ルーブル）まで倍以上の格差が存している。 

ロシアを対象として調査は、共同研究者が主宰する個人企業（Individual Entrepreneur 

Anikin Vasily Aleksandrovich PSRN IE）に調査を依頼し、電話による聞き取り調査の方法に基

づく。調査時期は戦争開始直後の 2022 年 2－3 月にあたり、調査の質問事項は、8 つの大項目に

沿って構成されている（第 1 表）。質問数は派生する小さいものも含め 100 問近くあり、ソーシ

ャル・キャピタルの全体像に迫るものである。日本の質問項目との対照表も添付している。 

 

第 1 表 質問項目 

回答者属性 同意、性別、年齢、居住地域 

A.社会的ネットワークと組

織加入 

参加組織（Q5）、参加程度（Q6-7）、人間関係（Q8）、コミュニケ

ーション（Q9-10）、近所づきあい（Q11-12）、友人（Q13-15）、

つきあい方（Q16-28） 

B. 社会的信頼 一般的信頼（Q29-32） 

C. 機会と影響 決断（Q33）、幸せ（34-35）、影響（Q36）、心理状態（Q137）、ウ

クライナ問題（Q138-139） 

D. 社会的結束と包摂性 結束（Q37-41） 

E. 集団行動と協同 集団行動（Q42）、ボランティア（Q43）、つきあい（Q44）、陳情

（Q45） 

F. COVID-19 の影響 責任（Q46）、情報（Q47）、変化（Q48-51）、ワクチン（Q52）、政

策・支援（53-54） 

G. 社会政治的態度 格差（Q55）、政策評価（Q56） 

H. 回答者プロフィール 教育（Q57-62）、家族（Q63-64）、収入・仕事（Q65-82） 

 

(2) 回答者の属性 

日本を対象とした本調査は、NTT コムオンライン・マーケティング・ソリューションズ株式会

社を通じて、2021 年 1 月に実施しており、同社のインターネット・アンケート調査モニターが

調査対象となっている。調査サンプル数は 18歳以上 4171 名であった。対照的にロシアの場合、
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CATI Stratified RDD-Sample 方法で電話によるインタビューを行っている。サンプル数は 18 歳

以上の1700名で、全ロシア地域（85連邦構成地域）を対象としている。男性49.2%、女性50.8%

で、詳細な回答者の属性については次節で確認されたい。年齢構成は第 1図のようになり、改正

以前の女性の年金受給年齢 55 歳を超す階層が 3 分の 1 ほどを占める。居住地域は、モスクワお

よびサンクトペテルブルグが 8.9%、大都市 36.2%、中小都市 27.5%、町 10.7%、農村 17%で、概

して都市部居住者が多い。 

 職業構成では（第 2 図）、フルタイム従業員が 49.4%と圧倒的に多く、パートタイム 5.1%、自

営業 10.8%、年金生活者 21.3%、一時的失業者 3.5%、健康のため離職者 2.4%、出産休暇 2.5%、

家事 1.8%、学生 0.8%、ボランティア 0.1%となり、相対的に通常の労働者と年金生活者が多く、

主婦主夫、失業者、学生は日本に比して著しく少ない。収入による区分は第 3図のようになる。

地域ごとに所得区分の大きさは異なっている。北カフカス、ヴォルガ、南、シベリア、ウラル、

北西、極東、中央の順で高くなり、5つの階層はほぼ 2割ずつに分かれる。 

 

第 1 図 回答者年齢構成（％） 
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第 2図 回答者職業構成（%） 

 

 

第 3 図 回答者の所得階層別構成（%） 
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3. 調査結果と解説 

 

以下では、A.社会的ネットワークと組織への参加、B. 社会的信頼、C. 機会と影響、D. 社会

的結束と包摂性、E. 集団行動と協同、F. COVID-19 の影響、G. 社会政治的態度、H. 回答者プ

ロフィールという 8つの項目について調査結果を解説する。 

 

A. 社会的ネットワークと組織への参加 

セクション A では、ロシア人の団体への参加や周囲の人たちとの付き合い方を 17 の質問に基

づいて分析する。個々のアンケート結果については節末にまとめているので参照されたい。 

質問 A1 から A4 は団体への参加について尋ねている。A1（Q5）は何らかの団体に参加している

か否かを尋ねているが、参加団体がある割合は 9.4％にとどまった。大部分の人はこうした団体

に参加していないが、女性よりは男性、高齢者よりは若年層、低所得層よりは高所得層、農村

よりは大都市において、若干参加率が高くなっている。参加団体ありと答えた人の中でも 6割以

上は 1つにとどまっており、それほど多くない。属性別で見ると、高所得層は比較的参加団体数

が多くなっており、50%超が 2つ以上の団体に参加している。 

A2（Q6）の具体的な参加団体としては、最も多いのは趣味やスポーツの集まりで、次いで NPO

やボランティア活動、専門家集団、地縁組織という結果になった。属性別では、男性は趣味や

スポーツの集まりに、女性は NPO・ボランティア団体に、それぞれ最も積極的に参加している。

趣味やスポーツの会は、若年層の参加率が最も高く、年齢が上がるにつれて減少する傾向にあ

る。NPO やボランティア活動においても、若年層ほど参加率が高い。政治団体は、若年層と高齢

者層で参加率が高く、ミドルエイジでは低くなる。収入と参加率との間にはとくに相関関係は

見られない。ただし、労働組合への加入率が高所得層で高くなっている点は、職場環境が影響

している可能性がある。居住地域別では、趣味やスポーツの会への参加は 2大都市あるいは農村

という両極で高く、専門家集団への参加は大都市ほど高い。また、都市型集落における労働組

合や地縁組織への参加率の高さは、企業城下町的な同地域の性格が影響している可能性が考え

られる。 

A3（Q7）の過去 1 年間に最も積極的に参加した団体としては、「いずれでもない」が 20.1％

で最も多く、2020 年のコロナの影響が考えられる。第 2 は趣味・スポーツの集まりの 19.5％、

第 3 が NPO・ボランティア団体で 17.6％であった。男女別に見ると、女性は NPO・ボランティア

団体が多い。男性は趣味・スポーツの会が最も多いが、地縁組織、同窓会、専門家集団への参

加も女性より多くなっている。年齢別では、18-24 歳の若年層において NPO・ボランティア団体

への参加が非常に多いことが注目され、その内容について詳しい検証が必要と思われる。25 歳

以上の層ではより回答が多様化している。収入別では、特定の傾向を見い出すことは難しいが、

どの層も 2 割前後が NPO・ボランティア活動をあげている。地域別では 2 大都市圏では趣味やス

ポーツの団体をあげた人が 4 割超を占め、他の地域より多くなっている。NPO・ボランティア団

体は、どの地域においても比較的多い。政治団体をあげた人は農村や小規模な都市ほど増える

傾向にある。地縁組織は中規模な都市では見られるが、2大都市や農村ではあげられていない。 
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 A4 （Q8-Q1010）で過去 1 年間に最も積極的に参加した団体におけるメンバー間の人間関係を

尋ねたところ、最も人数が多い趣味の団体が比較的多様なメンバーから構成されているのに対

し、次に多い NPO・ボランティア団体は同質性が非常に高くなっている。 

A5（Q9）〜A6（Q10）は家族・親族とのコミュニケーションについて尋ねている。同居家族以

外で日常的に連絡をとっている家族・親族の数（A5）としては、3-4 人が最も多く 28.5％、1-2

人、5-9 人がそれぞれ約 4分の 1前後を占めている。10人以上という回答も 1割以上いる。男女

別で見ると、女性の方が男性よりもコンタクトをとる人数が多い。年齢別では、0 人という回答

が若年層で若干高いが、全体的に家族・親族間のコンタクトが広く存在する。収入別、居住地

域別ではそれほど大きな違いはない。同居していない家族・親族とのコンタクトの頻度（A6）

としては、毎日〜週に数回程度という答えが 24.3％で最も多く、回答者の 4 分の 1 はかなり頻

繁に連絡をとっていることがわかる。他方で全く連絡をとらない人も 22.6%おり、全体としては

家族・親族間のつながりが強い人も弱い人も一定数いると言える。属性別では、男女間の違い

が最も顕著で、女性の方が密にコンタクトをとっている。年齢別では「全くない」は年齢があ

がるほど増える傾向にあるが、55 歳以上では「毎日〜週に数回程度」の比率も高くなっている。

高齢者層では、家族・親族間のネットワークの有無が二極化していると言える。収入別では、

比較的低所得の層では、コミュニケーションが全くない人と日常的にある人の双方が多い。ま

た、中所得以上になると、相対的に付き合いの頻度が減っていく傾向がある。地域による差は

あまり見られない。 

A7(Q11)〜A8(Q12)は近所付き合いについて尋ねている。あいさつ程度の近所付き合いのある

人数について尋ねた質問（A7）では、0 人という回答が 6％だったのに対し、1-4 人、5-9 人、

10-19 人、20 人以上という答えがそれぞれ 20数%でほぼ同程度あり、大部分の人が多かれ少なか

れ近所の人と言葉を交わしている。属性別では、近所付き合いがゼロという回答は 18-24 歳で最

も多く 17％を占めるが、年齢が上がるほど近所付き合いも増える傾向にある。地域的には、都

市の規模が大きいほど、若干ではあるが付き合いのある人数が少なくなる傾向が見られる。ほ

かにはそれほど顕著な違いは見られない。より深い近所付き合いについて尋ねた A8 では、相談

や頼みごとができる近所の人の数として 0 人が 32.2％で最多であった。以下、1-2 人が 26％、

3-4 人が 14.7％と少なくなっていく。属性別では、年齢が上がるほど密な付き合いができる近所

の人が増える。収入別に見ると、所得が上がるほど 0人という回答が増えている。地域別では大

都市部よりも農村の方が、近所の人との深い付き合いがあることがうかがえる。 

 A9(Q13)〜A11(Q15)は友人・知人との付き合いについて尋ねている。親しい友人の数としては

（A9）、1-2 人が最も多く 35.2％、次いで 3-4 人が 23.5％、０人が 18.8％、5-9 人が 14.1％で

あった。属性別では、友人がいない人の割合は女性より男性で高く、男性では 4-5 人に 1人は親

しい友人がいないという。年齢別では、年齢が上がるほど、わずかではあるが友人がいない人

も多い人も増える傾向にあり、個人差が目立つようになる。収入別では、年収が高いほど友人

の数が増える傾向が見られる。居住地域別には目立った違いは見られない。友人・知人に相談

や頼みごとをする頻度としては（A10）、全くないか、年に 1 回から数年に 1 回、月に 1 回〜年

に数回程度という回答がそれぞれ 27％程度でほぼ並んでおり、この 3 つで 8 割を超えている。

属性別で見ると、年齢が上がるほど「全くない」の比率が増えており、若い人ほど頻繁に友人
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や知人とつき合っていることがわかる。収入別では、低所得層ほど「全くない」の比率が大き

い。高齢者や低所得の人ほど、頼れる友人・知人のネットワークが乏しいことがうかがえる。

地域別では、「全くない」の比率は都市型集落や農村で若干高く、大規模な都市の方が頼れる

友人の数が多くなる傾向にある。男女別の違いはあまり見られない。友人・知人とのやり取り

の方法では（A11）、最もよく使われるのは電話で約 50%を占めた。次が対面で約 30％、SNS は

14.5％であった。電話の比率が高いことは日本との大きな違いである。とくに女性、高齢者で

電話を選んだ人が多い。若年層では SNS が最もよく使われており、年齢が上がるほど SNS は減

る。対面は 10 代から 50 代までのどの世代も約 3分の１が選択している。地域別では、農村で電

話が圧倒的に多いが、これは高齢者が多いことが関係していると思われる。 

A12 (Q16)は日常的に付き合っている家族以外の人たちの地位について尋ねている。約 8 割が

自分と地位がほぼ同じであると回答しており、同質的な付き合いが中心になっている。男女別

では、男性よりも女性の方が同じ地位同士での付き合いが若干多い。年齢別では、18-24 歳の層

では自分よりも地位の高い人との付き合いが 13％あるが、年齢が上がるほど同じ地位同士での

付き合いが増えていく。年収による差はそれほど大きくはないが、最上位の層では、自分より

地位が低い人との付き合いが自分より地位が高い人との付き合いを上回っている。居住地域別

にはとくに違いは見られない。 

 A13(Q17)は親族や友人・知人など、周囲にどのような職業の知り合いがいるかを尋ねた質問

である。最も知り合いが多かったのは医師・看護師の 62.1％、次いで学校の教員の 47.3％、コ

ンピューター・プログラマー、警察官、公務員・官僚がそれぞれ約 4割で続いている。大学教員、

企業経営者は 3割弱、弁護士と企業の人事担当者は 20数%、最も少ないのは政治家で約 1割であ

った。属性別に見ると、男女で多少差があるのは、学校の先生、警察官、政治家、企業経営者

で、学校の先生では女性の方が知り合いが多いのに対し、後の 3つの職業では男性の方が知り合

いが多くなっている。年齢別では、18-24 歳はいずれの職業でも知り合いがいる比率が低く、そ

れより上の世代との間に差がある。弁護士、プログラマー、企業経営者などは比較的若い世代

で知り合いがいる比率が高く、35-44 歳でピークを迎えてその後は減少する。警察、政治家、公

務員など国家権力と関わる職種や、企業の人事担当者では、25-34 歳までの若い層で最も知り合

いが多くなっている。大学教授や医療関係者、教員などは、25 歳以上は世代による変化があま

りない。収入別では、概ねどの職業でも収入が高いほど知り合いが増える傾向にある。地域別

には、教員、警察官、公務員はどの地域でも大差はないが、それ以外の職業は大都市ほど知り

合いがいる比率が高くなる傾向にあり、とくにプログラマーや企業経営者などはそれが顕著で

ある。 

 A14(Q18-Q24) は様々な問題をまず誰に相談するかについて尋ねており、具体的には①心理的

問題、②健康上の問題、③家事・育児、介護に関わる問題、④金銭的問題、⑤緊急時や災害の

問題、⑥求職に関わる問題、⑦教育・進学に関わる問題の 7つを取り上げている。①心理的な問

題では、同居家族とその他の親族が 50%を超え、次いで誰にも助けを求めなかった、友人・知人

が続く。②健康上の問題では、43.3％と多数の人々が医師などの専門家に相談している。医療

関係者の知り合いがいる人が多いことが影響している可能性がある。③家事、育児や介護など

の問題では、同居家族およびその他の親族に相談するケースが圧倒的に多く、両者で 6割を超え
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ている。その一方、誰にも助けを求めなかった人も 22%存在している。④金銭的な問題では、

50%超の人々が同居家族およびその他の親族に頼っているが、友人・知人を頼るケースも 12％あ

る。⑤緊急時や災害の問題に関しては、55％が同居家族あるいはその他の親族をあげている。

⑥求職に関わる問題では、家族や親族はあまりあげられておらず、「誰にも助けを求めなかっ

た」と「友人・知人」がそれぞれ 2割前後であった。また、そのような経験をしたことがない人

も全項目中最も多く、17.8%であった。⑦教育に関わる問題では、誰にも助けを求めなかったが

27.2％で最も多く、次いで専門家が約 2割で多い。 

心理的な問題を男女別に見ると、男性は同居家族が最も多く 3割超を占めているが、誰にも助

けを求めなかったという回答が女性より 2 倍以上多く、約 25%ある。これに対し、女性は同居家

族とその他の親族が同程度に多く、友人・知人に相談するケースも多い。年齢別では、18-24 歳

の若年層では友人・知人に相談するケースが最も多い。それより上の世代では、同居家族およ

びその他の親族の合計が 5割あるいはそれ以上となっている。収入別では、収入が高いほど同居

家族の比率が増えるが、代わりにそれ以外の親族が減り、家族・親族の合計ではそれほど収入

による差は見られない。地域別では、2 大都市では同居家族の比率がやや高いが、家族・親族の

合計はいずれの地域でも約 5割である。 

健康上の問題は、男性は同居家族か専門家に、女性は専門家に相談する傾向にある。年齢別

では、いずれの世代も専門家に相談するケースが多いが、18-24 歳では同居していない親族の比

率が他の世代より高くなっている。収入別では、下から 2番目の層で家族・親族の比率が若干高

いが、それ以外に大きな違いは見られない。地域別でもそれほど違いは認められない。 

 家事や育児、介護の問題は、男性では同居家族が 4割を超えるが、女性の場合は同居家族が若

干少なく、その分その他の親族が重要な位置を占めている。男性は妻に、女性は親やその他の

親族に頼っている可能性が考えられる。世代別では、同居家族とその他の親族の比率は、年齢

が上がるにつれて徐々に減少しており、とくに 55 歳以上では「誰にも助けを求めなかった」が

急増している。収入別では、高所得層ほど同居家族およびその他の親族に相談する比率が高い

一方、低所得層ほど誰にも相談できない比率が高くなっている。低所得層や高齢者の頼れる人

脈が乏しいことがうかがえる。 

金銭的な問題は、女性では同居家族およびその他の親族の合計が 6 割を超えるが、男性では 4

割超にとどまり、代わって友人・知人が多くなっている。年齢別では、若年層では同居家族お

よびその他の親族が約 65%を占めているが、年齢とともにその比率は減っていき、高齢者層では

誰にも助けを求めないケースが増える。収入別に見ると、友人・知人の比率が所得水準の上昇

とともに増えている点が注目される。地域別では顕著な違いは見られない。 

緊急時や災害の問題では、男女別で顕著な差が見られ、女性は同居家族およびその他の親族

に頼る傾向が男性より強い。その他、年齢別や収入別、地域別にはそれほど大きな違いは見ら

れないが、年齢別に見た際に、同居家族とその他の親族の比率が、おそらくは生活環境の変化

によって変化している。 

求職に関わる問題は、世代によって顕著な差が見られた。55 歳以上の層では、「そのような

経験をしたことがない」および「誰にも相談しなかった」が非常に多く、おそらくソ連時代に

現役生活を送ったか否かによって、回答内容に断絶が生じていると考えられる。相談相手とし
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ては、18-24 歳では家族・親族が重要であるが、それ以上の世代では友人・知人が最も重要にな

っている。収入別では、所得が上がるほど同僚や友人・知人に相談するケースが増える傾向に

ある。 

教育については、年齢が上がるほど、そのような経験をしたことがない、および誰にも相談

しなかったという回答が増える。とりわけ 55 歳以上のケースで顕著に多い。求職の問題と同様、

55 歳以上のソ連時代に教育を受けたケースでは、教育に関してそれほど問題を感じていなかっ

た可能性が考えられる。若年層では、専門家や家族・親族、友人に相談するケースが多い。収

入別では、高所得層ほど専門家に相談するケースが多くなっている。 

A15(Q25-26)は、金銭的に困った際に支援してくれる人がいるかどうかを、農村、都市別に尋

ねている。A15.1(Q25)で農村住民を対象に急に 1週間分の生活費を借りる必要が生じたとして、

貸してくれそうな人がいるかどうかを尋ねたところ、「確実にいる」「どちらかと言えばいる」

の肯定的な回答が合計で約 64％に達した。これは否定的な回答をした人の 23.5％よりはるかに

多い。とくに女性より男性の方が楽観的に捉えている人が多い。年齢別では、25-44 歳までの層

では「確実にいる」が 5 割を超え、非常に高い。18-24 歳の若年層では、周囲の人の経済力がま

だ低いためか、他の層より否定的な回答が多くなっている。収入別では、所得が高いほどお金

を貸してくれそうな人も多いという結果になった。都市住民を対象に同じように尋ねた

A15.2(Q26）では、確実にいるが 43.4％、どちらかと言えばいるが 22.2％で、合わせて 65.6％

となった。困った時に金銭的に誰かが助けてくれるという信頼感は、農村部と同程度か、さら

に強い。否定的な回答をした人は 24％で、これも農村部とあまり変わらない。属性別では、男

女差はほとんど見られない。年齢別では、18-24 歳を除くと、比較的若い層で肯定的な回答が多

く、年齢が上がるほどそれが下がっていく。収入別では、高所得層ほど肯定的な回答が増える。

地域別では、都市型集落で「確実にいる」の比率がやや下がるが、それほど目立った違いは見

られない（なお、この項目ではモスクワ市およびサンクトペテルブルグ市の住民は対象に含ま

れていない）。 

A16(Q27)は人的交流の中で最も重要な人物を尋ねた質問である。57％が家族・親族をあげて

おり、ほかと大差をつけている。次に友人・知人の約 20％、そして職場の同僚の約 13％が続く。

女性は男性より家族・親族をあげる人が多く、男性は女性よりも職場の同僚をあげる人が多く

なっている。年齢別では、家族・親族をあげる人が年齢とともに増えていく傾向にある。18-24

歳の若年層では、友人・知人と家族・親族がそれぞれ 35％で同じであるが、友人・知人の比率

は年齢が上がるほど減少している。また、職場の同僚は、30-40 代の働き盛りの世代で多くなっ

ている。収入別では、低所得層の方が家族・親族をあげる人が多く、所得が高い人ほど職場の

同僚の比率が高くなっている。地域別では、大都市よりも地方、農村になるほど、家族・親族

の比率が増えており、職場の同僚の存在は逆に大都市ほど大きくなっている。 

 A17(Q28)は社会的に成功する上での有力者との関係の重要性について尋ねているが、重要だ

という回答と、重要ではないという回答がほぼ均等に分かれた。男女別では回答に差がないが、

年齢別で見ると、年とともに「まったく重要でない」あるいは「極めて重要である」という両

極端な回答が増える傾向にある。ただし、18 歳から 44 歳までの層では、どちらかというと重要

であると考える人の方が若干多いのに対し、45-54 歳の層では肯定的な回答と否定的な回答の比
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重がほぼ均衡し、55 歳以上の層では重要でないという回答の方が多くなっている。収入別では、

どちらかというと所得が高いほど有力者との関係を重要と考える傾向がある。居住地域別では、

重要でないと考える人の比率では地域による差はあまり見られないものの、反対に重要である

と考える人は、大都市よりも農村や小規模都市の方で多くなっている。 
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A1.（Q5.）多くの場合、人々はさまざまなグループ、組織、ネットワーク、団体に関与してい

ます。社会団体、政党、趣味のクラブ、ボランティア団体など、正式に設立されたグループも

あれば、単に定期的に集まって一緒に仕事をしたり、さまざまなテーマについて話し合ったり

する人々のグループもあります。あなたやあなたのご家族は、このうちいくつのグループに所

属していますか？ 

 
 

実数（人） ％ 

参加団体あり 159 9.4% 

参加団体なし 1531 90.1% 

答えられない 10 0.6% 

総計 1700 100.0% 

 

図 A1-0 総計（N＝1700） 

 

 

図 A1₋1 男女別（N＝1690） 
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図 A1-2 年齢別（N＝1690） 

 

 

図 A1-3 収入別（N＝1573） 

 

 

図 A1-4 居住地域別（N＝1681） 
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A1_1N 「参加団体あり」と答えた人のみ、参加団体数をお書きください。 

 

図 A1_1N-0 総計（N＝159） 

 
 

図 A1_1N-1 男女別（N＝159） 

 
 

図 A1_1N-2 年齢別（N＝159） 
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図 A1_1N-3 収入別（N＝148） 

 
 

図 A1_1N-4 居住地域別（N＝158） 

 

 

A2.（Q6.）A1.（Q5.）=1 を選択した方のみ。以下の組織の活動にどの程度積極的に参加してい

るか教えてください。 

                               （単位：人） 

積極的

に参加

してい

る 

加入の

み 

参加し

ていな

い 

答えら

れない 

計 

Q6_1. 政治団体 13 17 127 2 159 

Q6_2. 地縁組織（住宅所有者組合など） 21 19 117 2 159 

Q6_3.  NPO・ボランティア団体 39 13 106 1 159 

Q6_4. 専門家集団 27 19 104 9 159 

Q6_5. 宗教団体 6 4 148 1 159 

Q6_6. 学校・大学の同窓会 6 18 132 3 159 

Q6_7. 趣味の団体（芸術やスポーツなど） 39 26 93 1 159 

Q6_8. 労働組合 12 21 124 2 159 

Q6_9. 職業団体（弁護士会、銀行協会など） 6 5 147 1 159 

図 A2-0 総計（N＝159） 
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図 A2-1 男女別 

 



23 

図 A2-2 年齢別 
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図 A2-3 収入別 
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図 A2-4 居住地域別 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 モスクワ市、サンクトペテルブルグ市

2 共和国または地域の中心都市、大都市

3 地区の中心地域、中小規模の都市

4 都市型集落

5 農村

1 モスクワ市、サンクトペテルブルグ市

2 共和国または地域の中心都市、大都市

3 地区の中心地域、中小規模の都市

4 都市型集落

5 農村

1 モスクワ市、サンクトペテルブルグ市

2 共和国または地域の中心都市、大都市

3 地区の中心地域、中小規模の都市

4 都市型集落

5 農村

1 モスクワ市、サンクトペテルブルグ市

2 共和国または地域の中心都市、大都市

3 地区の中心地域、中小規模の都市

4 都市型集落

5 農村

1 モスクワ市、サンクトペテルブルグ市

2 共和国または地域の中心都市、大都市

3 地区の中心地域、中小規模の都市

4 都市型集落

5 農村

1 モスクワ市、サンクトペテルブルグ市

2 共和国または地域の中心都市、大都市

3 地区の中心地域、中小規模の都市

4 都市型集落

5 農村

1 モスクワ市、サンクトペテルブルグ市

2 共和国または地域の中心都市、大都市

3 地区の中心地域、中小規模の都市

4 都市型集落

5 農村

1 モスクワ市、サンクトペテルブルグ市

2 共和国または地域の中心都市、大都市

3 地区の中心地域、中小規模の都市

4 都市型集落

5 農村

1 モスクワ市、サンクトペテルブルグ市

2 共和国または地域の中心都市、大都市

3 地区の中心地域、中小規模の都市

4 都市型集落

5 農村
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A3.（Q7.）Q5=1 を選択された方のみ。この 1 年間で、あなたが最も積極的に活動に参加した組

織は以下のうちどれですか？ 

 
 

実数（人） 比率 

1. 政治団体 13 8.2% 

2. 地縁組織（住宅所有者組合など） 13 8.2% 

3. NPO・ボランティア団体 28 17.6% 

4. 専門家集団 8 5.0% 

5. 宗教団体 6 3.8% 

6. 学校・大学の同窓会 5 3.1% 

7. 趣味の団体（芸術やスポーツなど） 31 19.5% 

8. 労働組合 8 5.0% 

9. 職業団体（弁護士会、銀行協会など） 6 3.8% 

10. その他（具体的に） 8 5.0% 

98. いずれでもない 32 20.1% 

99. 答えられない 1 0.6% 

総計 159 100.0％ 

10.その他の記述：飲兵衛の会、多子家庭の会、退役軍人の会、集落の寄り合い、猟師の会な

ど。 

 

図 A3-0 総計（N＝159） 
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図 A3-1 男女別（N＝126） 

 

 

図 A3-2 年齢別（N＝126） 
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図 A3-3 収入別（N＝118） 

 

 

図 A3-4 居住地域別（N＝125） 
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A4.（Q8- Q1010.） 次の記述のうち、あなたが A3（Q7）で選んだ以下の団体における人間関係

を正しく表しているのはどれですか。 

（単位：人） 
 

1
.

全
員
が
同
じ
よ
う
な
考
え

方
や
行
動
を
し
て
い
る 

2
.

大
部
分
が
同
じ
よ
う
な
考

え
方
や
行
動
を
し
て
い
る 

3
.

少
数
が
同
じ
よ
う
な
考
え

方
や
行
動
を
し
て
い
る 

4
.

ほ
と
ん
ど
全
員
が
異
な
る

考
え
方
や
行
動
を
し
て
い
る

9
9.

分
か
ら
な
い
／
答
え
ら

れ
な
い 

回
答
者
計 

Q8.政党 5 8 13 

Q1001. 過去 1年間に活動に参加

した地縁組織 

5 6 2 13 

Q1002.NPO・ボランティア団体 9 17 1 1 28 

Q1005.専門家集団 1 5 1 1 8 

Q1006.宗教団体 4 1 1 6 

Q1007.学校・大学の同窓会 1 2 1 1 5 

Q1008.趣味の団体 3 16 3 7 2 31 

Q1009.労働組合 1 4 2 1 8 

Q1010.職業団体 1 4 1 6 

 

図 A4-0 総計 
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A5.（Q9.）普段のコミュニケーションについてうかがいます。あなたが普段、1日に直接、また

は電話やインターネットで連絡を取っているご家族や親族の人数をお答えください（同居して

いる人は含みません）。 

 
 

実数（人） 比率 

0 人 160 9.4% 

1-2 人 433 25.5% 

3-4 人 484 28.5% 

5-9 人 403 23.7% 

10-19 人 160 9.4% 

20 人以上 39 2.3% 

答えられない 21 1.2% 

総計 1700 100.0% 

 

図 A5-0 総計（N＝1700） 

 
 

図 A5-1 男女別（N＝1679） 

 

 

図 A5-2 年齢別（N＝1679） 



31 

 

 

図 A5-3 収入別（N＝1566） 

 

 

図 A5-4 居住地域別（N＝1670） 
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A6.（Q10.）あなたは普段、どの程度の頻度で家族や親族とコミュニケーションをとったり、ア

ドバイスや助けを求めたりしますか？（同居家族は除く） 

 
 

実数（人） 比率 

全くない（もしくは親族はいない） 384 22.6% 

年に 1回〜数年に 1回程度 238 14.0% 

月 1 回〜年に数回程度 352 20.7% 

週に 1回〜月に数回程度 279 16.4% 

毎日〜週に数回程度 413 24.3% 

答えられない 34 2.0% 

総計 1700 100.0% 

 

図 A6-0 総計（N＝1700） 

 

 

図 A6-1 男女別（N＝1666） 

 

 

図 A6-2 年齢別（N＝1666） 
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図 A6-3 収入別（N＝1554） 

 

 

図 A6-4 居住地域別（N＝1657） 
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A7.（Q11.）あいさつ程度の付き合いがある近所の人は、何人くらいいますか？ 

 
 

実数（人） 比率 

1  0 人 102 6.0% 

2  1-4 人 384 22.6% 

3  5-9 人 392 23.1% 

4  10-19 人 378 22.2% 

5  20 人以上 392 23.1% 

99  答えられない 52 3.1% 

総計 1700 100.0% 

 

図 A7-0 総計（N＝1700） 

 

 

図 A7-1 男女別（N＝1648） 
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図 A7-2 年齢別（N＝1648） 

 

 

図 A7-3 収入別（N＝1537） 

 

 

図 A7-4 居住地域別（N＝1640） 
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A8.（Q12.）困ったときに相談や頼み事ができる近所の人は、何人くらいいますか？ 

 
 

実数（人） 比率 

1  0 人 547 32.2% 

2  1-2 人 444 26.1% 

3  3-4 人 250 14.7% 

4  5-9 人 204 12.0% 

5  10 人以上 180 10.6% 

99  答えられない 75 4.4% 

総計 1700 100.0% 

 

図 A8-0 総計（N＝1700） 

 

 

図 A8-1 男女別（N＝1625） 
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図 A8-2 年齢別（N＝1625） 

 

 

図 A8-3 収入別（N＝1513） 

 

 

図 A8-4 居住地域別（N＝1616） 
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A9.（Q13.）あなたには、プライベートなことを話したり、困難な状況にあるときに助言や助け

を求めたりできる親しい友人が何人いますか？ 

 
 

実数（人） 比率 

1  0 人 320 18.8% 

2  1-2 人 598 35.2% 

3  3-4 人 399 23.5% 

4  5-9 人 239 14.1% 

5  10-19 人 77 4.5% 

6  20-49 人 25 1.5% 

7  50-99 人 6 0.4% 

8  100 人以上 4 0.2% 

99  答えられない 32 1.9% 

総計 1700 100.0% 

 

図 A9-0 総計（N＝1700） 

 

 

図 A9-1 男女別（N＝1668） 

 

図 A9-2 年齢別（N＝1668） 
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図 A9-3 収入別（N＝1552） 

 

 

図 A9-4 居住地域別（N＝1660） 
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A10.（Q14.）あなたは普段、どの程度の頻度で友人・知人（仕事仲間を除く）と、相談や頼み

事といった付き合いをされていますか？  

 
 

実数（人） 比率 

1  全くない (もしくは友人・知人はいない) 462 27.2% 

2  年に 1回〜数年に 1回程度 475 27.9% 

3  月に 1回〜年に数回程度 454 26.7% 

4  週に 1回〜月に数回程度 176 10.4% 

5  毎日〜週に数回程度 83 4.9% 

99 答えられない 50 2.9% 

総計 1700 100.0% 

 

図 A10-0 総計（N＝1700） 

 

 

図 A10-1 男女別（N＝1650） 

 

 

 

図 A10-2 年齢別（N＝1650） 
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図 A10-3 収入別（N＝1534） 

 

 

図 A10-4 居住地域別（N＝1641） 
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A11.（Q15.）友人・知人とは、どのように接することが多いですか？ 

 
 

実数（人） 比率 

1 対面 526 30.9% 

2 電話 841 49.5% 

3 電子メール 5 0.3% 

4  SNS 247 14.5% 

5  その他 59 3.5% 

99 答えられない 22 1.3% 

総計 1700 100.0% 

（注）その他の回答としては、スカイプや SNS の具体名をあげた回答が多かった。 

 

図 A11-0 総計（N＝1700） 

 

 

図 A11-1 男女別（N＝1678） 

 

 

図 A11-2 年齢別（N＝1678） 
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図 A11-3 収入別（N＝1560） 

 

 

図 A11-4 居住地域別（N＝1542） 
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A12.（Q16.）あなたが親族以外で日常的によくお付き合いをしている人たちについて、以下の

うちどの記述がもっともよく当てはまりますか？ 

 
 

実数（人） 比率 

1 私よりも地位の高い人が多い 110 6.5% 

2 私と地位がほぼ同じ人が多い 1368 80.5% 

3 私よりも地位の低い人が多い 80 4.7% 

99 答えられない 142 8.4% 

総計 1700 100.0% 

 

図 A12-0 総計（N＝1700） 

 

 

図 A12-1 男女別（N=1558） 
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図 A12-2 年齢別（N=1558） 

 

 

図 A12-3 収入別（N=1458） 

 

 

図 A12-4 居住地域別（N=1549） 
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A13.（Q17.）あなたの親族や友人・知人に、以下の職業の方がいらっしゃいますか？ 

 

 いる いない 総計（人）

1  大学教員 489 28.8% 1211 71.2% 1700 

2  弁護士 410 24.1% 1290 75.9% 1700 

3  医師・看護師 1055 62.1% 645 37.9% 1700 

4  コンピューター・プログラマー 706 41.5% 994 58.5% 1700 

5  学校の先生 804 47.3% 896 52.7% 1700 

6  企業の人事担当者 380 22.4% 1320 77.6% 1700 

7  警察官 694 40.8% 1006 59.2% 1700 

8  政治家 173 10.2% 1527 89.8% 1700 

9  公務員・官僚 671 39.5% 1029 60.5% 1700 

10 企業経営者 498 29.3% 1202 70.7% 1700 

99 答えられない 239 14.1% 1461 85.9% 1700 

 

図 A13-0 総計（N＝1700） 
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図 A13-1 男女別（N＝1700） 

 

 

図 A13-2 年齢別（N＝1700） 

 

 

図 A13-3 収入別（N＝1580） 
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図 A13-4 居住地域別（N＝1691） 

 
 

A14.（Q18-24.）あなたは、以下のような場合に、まず誰に相談しますか？ 
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A14.2(Q19)

健康上の問
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1.5 0.5 2.7 43.3 0.8 4.8 1.8 3.1 0.5 100

A14.3(Q20)

家事や育

児、介護の

問題 

36.

2 

24.
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0.8 0.8 4.2 4.8 0.2 22.4 3.4 1.3 1.2 100

A14.4(Q21)

金銭的な問

題 

22.

9 

30.
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2.4 0.9 12.2 1.7 1.3 18.1 6.4 3.6 0.4 100

A14.5(Q22)

緊急時や災

害の問題 

26.
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29.
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0.9 1.2 11.6 7.8 1.5 6.8 10.4 2.2 2.0 100

0.00%
10.00%
20.00%
30.00%
40.00%
50.00%
60.00%
70.00%
80.00%

いると答えた人の比率

1 モスクワ市、サンクトペテルブルグ市 2 共和国または地域の中心都市、大都市

3 地区の中心地域、中小規模の都市 4 都市型集落

5 農村
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A14.6(Q23)

求職に関わ

る問題 

3.9 5.1 7.5 0.1 19.6 10.1 4.6 21.6 17.8 8.5 1.3 100

A14.7(Q24)

教育に関わ

る問題 

8.4 9.2 4.1 0.2 7.1 19.5 3.6 27.2 12.9 5.0 2.8 100

（注）「10 その他」は、求職、教育に関わる問題ではインターネットが多い。金銭的問題では銀行など。 

 

図 A14-0 総計（N＝1700） 

 

 

 

 

 

A14.1(Q18.) 心理的な問題 

図 A14.1-1 男女別（N＝1692） 
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図 A14.1-2 年齢別（N＝1692） 
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図 A14.1-3 収入別（N＝1575） 

 

 

図 A14.1-4 居住地域別（N＝1683） 
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A14.2(Q19.) 健康上の問題 

図 A14.2-1 男女別（N=1692） 

 

 

図 A14.2-2 年齢別（N＝1692） 
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図 A14.2-3 収入別（N＝1574） 

 

 

図 A14.2-4 居住地域別（N＝1683） 
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A14.3(Q20) 家事や育児、介護の問題 

図 A14.3-1 男女別（N＝1679） 

 

 

図 A14.3-2 年齢別（N＝1679） 
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図 A14.3-3 収入別（N＝1563） 

 

 

図 A14.3-4 居住地域別（N＝1670） 
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A14.4(Q21.) 金銭的な問題 

図 A14.4-1 男女別（N＝1693） 

 

 

図 A14.4-2 年齢別（N＝1693） 
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図 A14.4-3 収入別（N＝1574） 

 

 

図 A14.4-4 居住地域別（N＝1684） 
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A14.5(Q22.) 緊急時や災害の問題 

図 A14.5-1 男女別（N＝1666） 

 
 

図 A14.5-2 年齢別（N＝1666） 
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図 A14.5-3 収入別（N＝1551） 

 

 

図 A14.5-4 居住地域別（N＝1659） 
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A14.6(Q23.) 求職に関わる問題 

図 A14.6-1 男女別（N＝1678） 

 

 

図 A14.6-2 年齢別（N＝1678） 
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図 A14.6-3 収入別（N＝1561） 

 

 

図 A14.6-4 居住地域別（N＝1669） 
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A14.7(Q24.) 教育に関わる問題 

図 A14.7-1 男女別（N＝1652） 

 

 

図 A14.7-2 年齢別（N＝1652） 
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図 A14.7-3 収入別（N＝1537） 

 

 

図 A14.7-4 居住地域別（N＝1643） 
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A15.1（Q25.）農村在住者（Q4＝5）のみ 

突然、1 週間分の家族の生活費をまかなうために少額のお金を借りる必要が生じた場合、あなた

の身近な家族や親族以外で、あなたにお金を貸してくれそうな（その意思があり、実際に貸せ

る）人はいますか？ 

 
 

実数（人） 比率 

1 確実にいる 98 33.9% 

2 どちらかと言えばいる 86 29.8% 

3 わからない 16 5.5% 

4 どちらかと言えばいない 22 7.6% 

5 確実にいない 46 15.9% 

99 答えられない 21 7.3% 

回答者計 289 100.0% 

 

図 A15.1-0 総計（N＝289） 

 

 

図 A15.1-1 男女別（N＝268） 

 

 

図 A15.1-2 年齢別（N＝268） 
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図 A15.1-3 収入別（N＝256） 

 

 

A15.2（Q26.）都市住民（Q4！＝5）のみ 

突然、1 週間分の給料程度の少額のお金を借りる必要が生じた場合、あなたの身近な家族や親族

以外で、あなたにお金を貸してくれそうな（その意思があり、実際に貸せる）人はいますか？ 

 

実数（人） 比率 

1 確実にいる 553 43.4% 

2 どちらかと言えばいる 283 22.2% 

3 わからない 76 6.0% 

4 どちらかと言えばいない 110 8.6% 

5 確実にいない 195 15.3% 

99 答えられない 57 4.5% 

回答者計 1274 100.0% 

図 A15.2-0 総計（N＝1274） 
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図 A15.2-1 男女別（N＝1217） 

 

 

図 A15.2-2 年齢別（N＝1217） 

 

 

 

図 A15.2-3 収入別（N＝1137） 
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図 A15.2-4 居住地域別（N＝1208） 

 
（注）本項目の回答者には、モスクワ市およびサンクトペテルブルグ市の住民は含まれない。 

 

A16.（Q27.）以下の中で、あなたの人的交流の最も大きな部分を占める人物は誰ですか？ 

 

実数（人） ％ 

1 家族・親族 969 57.0% 

2 隣人 48 2.8% 

3 クラスメート、同級生 45 2.6% 

4 友人・知人（同級生は含まない） 339 19.9% 

5 職場の同僚 220 12.9% 

6  NPO、ボランティア団体の職員 4 0.2% 

7 教会代表者 13 0.8% 

8 政党関係者 5 0.3% 

9 その他（具体的に） 36 2.1% 

10 答えられない 21 1.2% 

総計 1700 100.0% 

図 A16-0 総計（N＝1700） 
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図 A16-1 男女別（N＝1679） 
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図 A16-2 年齢別（N＝1679） 

 

 

図 A16-3 収入別（N＝1562） 
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図 A16-4 居住地域別（N＝1670） 

 

 

A17.（Q28.）社会で成功する上で、有力者（政治家、官僚、企業経営者など）との関係はどの

程度重要だとお考えですか？ 

 

実数（人） 比率 

1  まったく重要ではない 493 29.0% 

2  それほど重要ではない 125 7.4% 

3  どちらとも言えない 318 18.7% 

4  ある程度重要である 219 12.9% 

5  極めて重要である 470 27.6% 

6  答えられない 75 4.4% 

総計 1700 100.0% 

 

図 A17-0 総計（N＝1700） 

 

図 A17-1 男女別（N＝1625） 
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図 A17-2 年齢別（N＝1625） 

 

 

図 A17-3 収入別（N＝1509） 

 

 

図 A17-4 居住地域別（N＝1618） 
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B. 社会的信頼 

セクション Bでは、信頼について 3つの質問を行っている。 

B1(Q29)の質問では、一般的信頼（generalized trust）について尋ねている。総計では、「た

いていは、用心した方が良い」と「ほとんどの場合は、用心した方が良い」を合わせた回答

（64.3%）が、「ほとんどの場合は信用できる」と「たいていの場合は、信用できる」を合わせ

た肯定的な回答（34.4%）を大きく上回っていることから、一般的な信頼に関しては、ロシア社

会は不信頼の社会（society of distrust）と言える。男女別の集計では、顕著な差異が見られ

ないものの、年齢別では、若年層ほど「たいていは、用心した方が良い」と「ほとんどの場合

は、用心した方が良い」の回答が多い。収入別では、所得が上がるにつれて、若干であるが一

般的な信頼が高くなる。居住地域別では、「地区の中心地、中小規模の都市」と「農村」にお

いて、他の地域より「たいていは、用心した方が良い」と「ほとんどの場合は、用心した方が

良い」の回答が多い。 

B2 (Q.30-31)の質問では、対人信頼（interpersonal trust）、一般的信頼（generalized 

trust）、機関・制度への信頼度（institutional trust）について尋ねている。まず、対人信頼

を構成する「家族・親類」、「友人」、「近所の人」、「職場の人」に対する信用の程度につ

いて 5件法で尋ねている。回答者は家族を信用している割合が最も高く、「ある程度信頼してい

る」と「とても信頼している」を合わせた回答が 90.0%となっており、続いて「親類」

（78.23%）、「友人」（69.83%）、「職場の人」（31.77%）、「近所の人」(26.88%)の順にな

っている。ロシア人は身近にいる人への信頼（家族、親類、友人）が高いことがうかがえる。

属性別に集計すると、「家族」、「親類」の項目では、女性の信頼度が若干高い。年齢別では、

25−34 歳の年齢層では「家族」、「友人」への信頼が最も高い。全ての年齢層において「近所」

への信頼度が低いレベルにあるが、年齢が上がるにつれて、信頼度が高くなる傾向が見られる。

収入別の集計では、収入が上がるにつれて、「家族」、「親類」、「友人」への信頼が高くな

る一方、「近所」への信頼は低くなる傾向が見られる。居住地域別では、ほぼ全ての項目にお

いて、居住地域の規模が大きいほど信頼度が高い傾向が見られるが、「近所への信頼」に関し

ては、真逆の傾向が見られ、中小規模の都市と農村では、近所の助け合いが依然として重要で

あるとわかる。 

次に、一般的信頼の指標の一つ「初対面の人への信頼」である。ソーシャル・キャピタルの

理論では、一般的信頼が高い人は他者から得られる潜在的な資源に敏感で、幅広く社会的にネ

ットワークを構築するとさていれる（岩井・宍戸、2021）。ロシア人の「初対面の人」に対す

る信頼は極めて低く、「全く信頼していない」と「あまり信頼していない」を合わせた数値が

79.18％であり、「ある程度信頼している」と「とても信頼している」と回答した人は 4.53％で

ある。男女別では、女性の方が若干否定的な回答が多い。年齢別では数値に大きな差異はない

ものの、収入別では、所得が低いほど若干「初対面の人」への不信が強い。居住地域別では、

「共和国または地域の中心都市、中小規模の都市」と「地区の中心地域、中小規模の都市」に

住んでいる回答者の方が「初対面の人」を信頼しない傾向が見られる。 

最後に、様々な制度・機関への信頼である。公的制度の中で、とりわけ、「軍隊」

（76.29%）、「大統領」（69.88%）への信頼度が高い。一方で、「地方公務員」「国家公務員」
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「政党」「選挙」「裁判官」への信頼に関しては、否定的な回答が肯定的な回答を上回ってい

るため、全体を通して公的制度への信頼が高くないことを物語っている。「地方公務員」「国

家公務員」「選挙」に対する不信は極めて高い。「ロシア政府」（48.24%）とロシア議会

（36.18%）への信頼は他の公的制度と比べてやや高い。年齢別の集計では、全ての項目におい

て、女性の方が公的制度への信頼が高い。年齢別では、年齢が上がるにつれて、「大統領」

「軍隊」「ロシア政府」「ロシア議会」への信頼が高くなっている傾向が見られる。収入別の

集計では、所得が高い層ほど、「大統領」「軍隊」「ロシア政府」「ロシア議会」「政党」

「選挙」への信頼が低くなっている。居住地域別では、地域の規模が小さいほど、公的制度へ

の信頼が高くなる傾向が見られる。 

非公的機関で働いている人への信頼は、「科学者」（62.71%）、「教員」(61.94%)、「医者」

（48.59%）、「教会」（46.53%）、企業経営者・役員（29.41%）、NGO・NPO リーダー

（19.41%）、従来のメディア（22.41%）、ソーシャル・メディア（10.35%）の順に続いている。

男女別の集計では、「医者」への信頼を除き、全ての項目において女性の方が若干肯定的な回

答が多い。年齢別では、「医者」への信頼が 18−24 歳の年齢層で最も高く、年齢が上がるにつれ

て、低くなる傾向が見られる。一方で、「教会」「従来のメディア」への信頼は年齢層が高い

ほど、比較的高い水準となっている。企業経営者・役員、NGO・NPO リーダーに関しては、年齢

が上がるにつれて、「全く信頼していない」と「あまり信頼していない」を合わせた回答が増

えている。収入別の集計では、所得が高いほど、「教会」、「従来のメディア」への信頼が低

い。居住地域別では、地域の規模が小さいほど、「教会」「従来のメディア」への信頼が高い

傾向が見られる。 

B3 (Q 32)は人間の本性について、「1人間の本性は本来「悪」である」「7人間の本性は本来

「善」である」を両端とする 7件法で尋ねたものである。人間の本性が「善」寄りだと答えた回

答者は、61.35％である。性別では、女性の方が「善」であるという回答が多かった。年齢別で

は、顕著な差異が見られない。収入別では、中所得（収入グループ 3 と 4）の方が「善」寄りだ

と答えた回答者がやや多かった。居住地域別では、顕著な差異が見られない。 
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B1.(Q29.) 一般的に言って、人は信用できると思いますか、それとも人と接するときには細心

の注意を払う必要があると思いますか？ 

 
 実数（人） 比率（%） 

1 ほとんどの場合、信用できる 221 13.0 

2 たいていは、信用できる 363 21.4 

3 たいていは、用心した方がよい 491 28.9 

4 ほとんどの場合、用心した方がよい 602 35.4 

99 無回答 23 1.4 

 総数 1700 100.0 

 

図 B1-0 総計（N=1700） 

 

図 B1-1 男女別（N=1677） 

 

図 B1-2 年齢別（N=1677） 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

ほんとんどの場合、信用できる たいていは、信用できる

たいていは、用心した方がよい ほとんどの場合、用心した方がよい

13.00%

21.35%

28.88%

35.41%

1.35%
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無回答
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図 B1-3 収入別（N=1561） 

 

 

図 B1-4 居住地域別（N=1668） 
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B2. (Q30-31.) あなたは自分の身近な環境をどの程度信用していますか？1～5 で評価してくだ

さい。1：全く信用しない、5：完全に信用する。 

 
 

全く信

用して

いない 

あまり

信用し

ていな

い 

どちら

とも言

えない

ある程

度信用

してい

る 

とても

信用し

ている 

無回答 全体 

家族 % 2.88% 1.41% 4.65% 11.94% 78.06% 1.06% 100% 

実数 49 24 79 203 1327 18 1700 

親類 % 5.00% 3.71% 11.47% 19.82% 58.41% 1.59% 100% 

実数 85 63 195 337 993 27 1700 

友人 % 7.82% 4.94% 14.82% 28.65% 41.18% 2.59% 100% 

実数 133 84 252 487 700 44 1700 

職場の人（学生

の場合は同じ学

校の人、あるい

は学校内での上

司（先生）） 

% 14.35% 12.24% 26.24% 21.06% 10.71% 15.41% 100% 

実数 244 208 446 358 182 262 1700 

近所の人 % 27.06% 16.29% 25.59% 15.76% 11.12% 4.18% 100% 

実数 460 277 435 268 189 71 1700 

初対面の人 % 64.06% 15.12% 13.18% 2.59% 1.94% 3.12% 100% 

実数 1089 257 224 44 33 53 1700 

医者 % 9.47% 7.71% 33.06% 29.29% 19.29% 1.18% 100% 

実数 161 131 562 498 328 20 1700 

企業経営者・役

員 

% 15.35% 13.65% 34.00% 20.71% 8.71% 7.59% 100% 

実数 261 232 578 352 148 129 1700 

NGO/NPO のリー

ダー 

% 25.06% 16.88% 28.82% 15.76% 3.65% 9.82% 100% 

実数 426 287 490 268 62 167 1700 

教員 % 6.00% 5.41% 21.35% 37.82% 24.12% 5.29% 100% 

実数 102 92 363 643 410 90 1700 

科学者 % 7.53% 3.53% 17.94% 31.76% 30.94% 8.29% 100% 

実数 128 60 305 540 526 141 1700 

地方公務員 % 22.24% 17.29% 34.71% 16.29% 6.18% 3.29% 100% 

実数 128 60 305 540 526 141 1700 

国家公務員 % 25.00% 16.53% 28.47% 17.00% 8.82% 4.18% 100% 

実数 425 281 484 289 150 71 1700 

大統領 % 12.88% 3.12% 10.82% 17.29% 52.59% 3.29% 100% 

実数 219 53 184 294 894 56 1700 

政党 % 27.00% 12.53% 28.53% 16.94% 8.00% 7.00% 100% 

実数 459 213 485 288 136 119 1700 

選挙 % 32.06% 10.35% 21.53% 16.29% 16.35% 3.41% 100% 

実数 545 176 366 277 278 58 1700 

裁判官 % 22.94% 12.94% 28.24% 18.76% 10.29% 6.82% 100% 

実数 390 220 480 319 175 116 1700 

警察 % 19.12% 13.00% 31.24% 21.59% 11.71% 3.35% 100% 
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実数 325 221 531 367 199 57 1700 

軍隊 % 7.06% 3.47% 9.71% 19.18% 57.12% 3.47% 100% 

実数 120 59 165 326 971 59 1700 

教会 % 21.18% 8.47% 17.47% 17.06% 29.47% 6.35% 100% 

実数 360 144 297 290 501 108 1700 

従来のメディア

（テレビ、ラジ

オ、新聞） 

% 28.82% 17.71% 29.00% 14.47% 7.94% 2.06% 100% 

実数 490 301 493 246 135 35 1700 

ソーシャルメデ

ィア（SNS、ブ

ログ、YouTube

など） 

% 31.65% 24.76% 26.82% 7.41% 2.94% 6.41% 100% 

実数 538 421 456 126 50 109 1700 

ロシア政府 % 15.88% 8.71% 21.65% 25.35% 22.88% 5.53% 100% 

実数 270 148 368 431 389 94 1700 

ロシア議会 % 20.94% 10.76% 24.82% 21.12% 15.06% 7.29% 100% 

実数 356 183 422 359 256 124 1700 
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図 B2-0 総計（N=1700） 
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全く信用していない あまり信用していない どちらとも言えない

ある程度信用している とても信用している 無回答
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図 B2-1 男女別 
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図 B2-2 年齢別 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-24歳
25-34歳
35-44歳
45-54 歳

55 歳以上
18-24歳
25-34歳
35-44歳
45-54 歳

55 歳以上
18-24歳
25-34歳
35-44歳
45-54 歳

55 歳以上
18-24歳
25-34歳
35-44歳
45-54 歳

55 歳以上
18-24歳
25-34歳
35-44歳
45-54 歳

55 歳以上
18-24歳
25-34歳
35-44歳
45-54 歳

55 歳以上
18-24歳
25-34歳
35-44歳
45-54 歳

55 歳以上
18-24歳
25-34歳
35-44歳
45-54 歳

55 歳以上
18-24歳
25-34歳
35-44歳
45-54 歳

55 歳以上
18-24歳
25-34歳
35-44歳
45-54 歳

55 歳以上
18-24歳
25-34歳
35-44歳
45-54 歳

55 歳以上

家
族

(N
=1

68
2)

親
類

(N
=1

67
3)

友
人

(N
=1

65
6)

職
場
の
人
（
学

生
の
方
は
同
じ

学
校
の
人
、
あ

る
い
は
学
校
内

で
の
上
司
（
先

生
）
）

N
=1

43
8

近
所
の
人

(N
=1

62
9)

初
対
面
の
人

(N
=1

64
7)

医
者

(N
=1

68
0)

企
業
経
営
者
・

役
員

(N
=1

57
1)

N
G

O
/N

PO
 の

リ
ー
ダ
ー

(N
=1

61
0)

教
員

(N
=1

61
0)

科
学
者

(N
=1

55
9)

全く信頼していない あまり信頼していない どちらとも言えない

ある程度信頼している とても信頼している



82 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-24歳
25-34歳
35-44歳
45-54 歳

55 歳以上
18-24歳
25-34歳
35-44歳
45-54 歳

55 歳以上
18-24歳
25-34歳
35-44歳
45-54 歳

55 歳以上
18-24歳
25-34歳
35-44歳
45-54 歳

55 歳以上
18-24歳
25-34歳
35-44歳
45-54 歳

55 歳以上
18-24歳
25-34歳
35-44歳
45-54 歳

55 歳以上
18-24歳
25-34歳
35-44歳
45-54 歳

55 歳以上
18-24歳
25-34歳
35-44歳
45-54 歳

55 歳以上
18-24歳
25-34歳
35-44歳
45-54 歳

55 歳以上
18-24歳
25-34歳
35-44歳
45-54 歳

55 歳以上
18-24歳
25-34歳
35-44歳
45-54 歳

55 歳以上
18-24歳
25-34歳
35-44歳
45-54 歳

55 歳以上
18-24歳
25-34歳
35-44歳
45-54 歳

55 歳以上

地
方

公
務

員

(N
=1

64
4)

国
家
公
務

員

(N
=1

62
9)

大
統

領

(N
=1

64
4)

政
党

(N
=1

58
1)

選
挙

(N
=1

64
2)

裁
判

官

(N
=1

58
4)

警
察

(N
=1

64
3)

軍
隊

(N
=1

64
1)

教
会

(N
=1

59
2)

従
来

の
メ

デ
ィ

ア
（

テ
レ

ビ
、

ラ
ジ

オ
、

新

聞
）

(N
=1

66
5)

ソ
ー
シ
ャ

ル
メ

デ
イ
ア
（

イ
ン

タ
ー
ネ
ッ

ト
）

(N
=1

59
1)

ロ
シ

ア
政

府

(N
=1

60
6)

ロ
シ

ア
議

会

(N
=1

57
6)

全く信頼していない あまり信頼していない どちらとも言えない

ある程度信頼している とても信頼している



83 

図 B2-3 収入別
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図 B2-4 居住地域別 
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地区の中心地域、中小規模の都市
都市型集落

農村
モスクワ市、サンクトペテルブルグ市
共和国または地域の中心都市、大都市

地区の中心地域、中小規模の都市
都市型集落

農村
モスクワ市、サンクトペテルブルグ市
共和国または地域の中心都市、大都市

地区の中心地域、中小規模の都市
都市型集落

農村
モスクワ市、サンクトペテルブルグ市
共和国または地域の中心都市、大都市

地区の中心地域、中小規模の都市
都市型集落

農村
モスクワ市、サンクトペテルブルグ市
共和国または地域の中心都市、大都市

地区の中心地域、中小規模の都市
都市型集落

農村
モスクワ市、サンクトペテルブルグ市
共和国または地域の中心都市、大都市

地区の中心地域、中小規模の都市
都市型集落

農村
モスクワ市、サンクトペテルブルグ市
共和国または地域の中心都市、大都市

地区の中心地域、中小規模の都市
都市型集落

農村
モスクワ市、サンクトペテルブルグ市
共和国または地域の中心都市、大都市

地区の中心地域、中小規模の都市
都市型集落

農村
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B3. (Q32.) あなたは人間の本性についてどう思いますか。1～7 の数字を選んでください。1：

人間の本性は本来「悪」である 〜 7：人間の本性は本来「善」である。 

  

 実数（人） % 

1  人間の本性は本来「悪」である 53 3.12% 

2 33 1.94% 

3 135 7.94% 

4 409 24.06% 

5 605 35.59% 

6 161 9.47% 

7 人間の本性は本来「善」である 277 16.29% 

無回答 27 1.59% 

総計 1700 100 

 

図 B3-0 総計（N=1700） 

 

 

図 B3-1 男女別（N=1673） 

 

図 B3-2 年齢別（N=1663） 

3.12%
1.94%

7.94%

24.06%

35.59%

9.47%

16.29%

1.59%

1

2

3

4

5

6

7

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

1 2 3 4 5 6 7
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図 B3-3 収入別（N=1556） 

 

 

図 B3-4 居住地域別（N=1664） 

 

  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-24歳

25-34歳

35-44歳

45-54 歳

55 歳以上

1 2 3 4 5 6 7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 low

2

3

4

5 high

1 2 3 4 5 6 7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

モスクワ市、サンクトペテルブルグ市

共和国または地域の中心都市、大都市

地区の中心地域、中小規模の都市

都市型集落

農村

1 2 3 4 5 6 7
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C. 可能性と影響 

セクション Cでは、人生に対する影響力、満足度や幸福感、さらにはロシアの対ウクライナ政

策に関する考え方について尋ねている。 

 C1（Q33）は、人生を変えるような重要な決断をどの程度自分自身で下せるかを尋ねている。

「人生を変えることは十分にできる」、「どちらかと言えば、人生を変えることができる」を合

わせ、全体で 80％強の人が人生を変えることができると考えており、日本（58.7％）での結果

を大きく上回っている。男女別では、男性の方が肯定的に捉える人が多い。年齢別で見ると、

35-44 歳のグループまでは、人生を変えることができると考える比率が 9 割を超えているが、45

歳以上では「変えられない」という回答が増加する傾向にある。収入別では、収入の高い人ほ

ど、人生を変えることができると考える比率が高くなる。 

C2（Q34）では、人生における幸福度を問うている。「非常に幸せ」「どちらかというと幸せ」

を合わせ、全体で 61.7％の人が幸せであると答えており、「幸せではない」は 3.2％にとどまっ

た。年齢別で見ると、35-44 歳のグループまでは、年齢が上がるにつれて、幸せであると考える

人の比率が高まるが、それ以降は低下する。収入別では、収入の高い人ほど、幸せであると考

える人の比率が高くなる。 

C3（Q35）は、生活全般に対する満足度を尋ねた質問である。全体では、どちらともいえない

が 40％近くを占めて最大であるが、「非常に満足」「どちらかというと満足」を合わせて概ね満

足している人が 54.7％を占めている。これに対し満足していない人は合わせて 5％と極めて少な

い。この質問では、年齢ではなく、所得との相関が高く、所得の高い人ほど満足感を示す人の

比率が高くなる。地域別では、農村よりも大都市の方が満足度が高い傾向にある。 

 C4（Q36）は、身近な人々の中で誰がもっとも自身に影響を与えているか、問題解決や目的

達成など、人生においてもっとも助言や援助をしてくれるのは誰かを尋ねている。全体として、

「そのような人はいない」が過半数を占め、次に多いのは「その他」の 36％であった。「その他」

の具体的な内容としては、家族（父親、母親）、友人などが多かった。わずかではあるが、高所

得層ほど職場の上司の重要性が高まる傾向にある。 

 C5（Q137）は、普段の心理状態について尋ねている。全体として、「穏やかでバランスのと

れた気分」が最大（43.6％）で、次の「状況によって変化する」（34.6％）とあわせて 8 割近く

を占めた。「不安を感じる」は 10.6％を占めている。男女別では、男性の方が「穏やかな気分」

の比率が高く、女性はより「不安」や「状況によって変化する」が高くなる。年齢別では、18

－24 歳の若者は「状況によって変化する」が他の年代より高いが、25 歳以上については大きな

差は見られない。所得別では、所得が高くなるにつれ、「穏やかでバランスのとれた気分」が増

加している。地域的には、モスクワ、サンクトペテルブルグ市の「穏やかな気分」の比率が他

より高くなっている。 

 C6（Q138）および C7（Q139）は、ロシアの対ウクライナ政策について尋ねている。ロシアの

対ウクライナ政策に対する考えを尋ねた C6では、全体として、「絶対的に支持する」（49.8％）、

「どちらかというと支持する」（22.7％）を合わせ、支持を示す比率が 70％を超えている。反対

に「支持しない」は 15.6％であった。回答困難、あるいは回答拒否が合わせて約 12％あり、ほ

かの質問よりも回答を躊躇する人が多いことがうかがわれる。年齢別では、18－24 歳の若年層
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では支持派と不支持派がほぼ 3割ずつで拮抗しているが、年齢が上がるにつれて、支持、とくに

「絶対的に支持する」の比率が高まる傾向にある。所得別では、低所得層ほど支持派が多く、

所得が高くなるにつれ、「支持しない」人が増える傾向にあるが、支持する人が過半数を超える

点ではいずれの層も共通している。地域的には、都市部より農村部において支持率が高く、首

都圏では他地域より支持しない人が多くなっている。 

ここで、ロシアの対ウクライナ政策に関わる以上の回答結果がロシアにおける実態を正確に

反映していると言えるのかどうか、ロシアの独立系世論調査機関レヴァダ・センターによる調

査結果と照合してみたい。ロシア全土の 1600 人を対象に定期的に実施されてきたウクライナで

のロシアの軍事行動を支持するかどうかを尋ねたアンケート（第 4 図）では、開戦した 2022 年

2 月の時点で「完全に支持する」（48％）、「どちらかと言えば支持する」（20％）を合わせ、支持

派が 68％であった。その後、ロシアの行動を支持するという回答は全体として 7 割以上に増加

しており、反対派の方が減少している。これは我々の調査結果とも整合的である。また、年齢

別に示すと（第 5 図）、年齢が上がるにつれて支持派が増え、55 歳以上では 8 割超が支持してい

る点でも本稿の調査と一致する。したがって、ほかの項目についても、本稿の調査結果が平均

的なロシア社会像からそれほどかけ離れてはいないと考えることができる。 

次の C7 では、ロシア軍によるウクライナでの軍事行動の責任が誰にあると思うかを尋ねてい

る。全体として、比率の高い順に「外国政府のリーダー」（24.2％）、「ロシアの政権」（19.2％）、

「ロシア・ウクライナ両国の政治家、議員」（16.1％）、「ウクライナの政権」（13.8％）という

回答となった。外国政府とは、この場合 NATO 加盟国、中でもアメリカ政府を念頭に置いている

ものと考えられる。また、14.6％が回答困難・回答拒否などを選んでおり、C6 の質問と同じく、

回答をためらう人が多いセンシティブな問題であることがうかがわれる。男女別では、若干、

女性の方がロシア政府の責任とみなす人が多いのに対し、男性は外国政府の責任と考える比率

が高くなる。年齢別では、18－24 歳の若年層では「ロシア政府」、およびロシアを含めた「両国

の政治家、議員」の責任であると考える比率が合わせて 6割を超えているが、年齢が上がるにつ

れて、「外国政府のリーダー」および「ウクライナの政権」という回答比率が高まっていく。所

得別では、意外にも低所得層ほどロシアの政権の責任だと考える人が多く、高所得層の方が外

国政府に責任を転嫁する比率が多くなっている。地域別では、モスクワやサンクトペテルブル

グでは、ロシア政府の責任と考える人が他より若干多かった。 

 レヴァダ・センターが 2022 年 4 月に行った世論調査には、同様の趣旨の質問「ウクライナで

の死や破壊の責任は誰にあると思いますか？」がある。それを引用すると（第 6 図）、57％がア

メリカ・NATOと回答している。次いでウクライナ政府が17％、ロシアが7％となっている。我々

の調査と比較すると、アメリカ・NATO という回答が 2 倍以上多く、反対にロシア政府の責任を

あげる人は 10 ポイント以上少なくなっている。このことは、少なくとも我々の調査対象がロシ

ア政府の行動を擁護する国民に偏っているわけではないという証明にはなっていると思われる。 

 

 

第 4 図 あなたは個人的に、ロシア軍のウクライナでの行動を支持しますか？（時系列） 
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第 5 図 あなたは個人的に、ロシアの軍のウクライナでの行動を支持しますか？（年齢別）

（2023 年 12 月 14-20 日、2024 年 1 月 25-31 日実施調査） 
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第 6 図 ウクライナでの死や破壊の責任は誰にあると思いますか？（2022 年 4 月 21-27 日実施

調査） 

 

（出所）いずれもレヴァダ・センター、https://www.levada.ru/（2024 年 5 月 2日アクセス）。 
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C1.（Q33.） あなたは人生を変えるような重要な決断をどの程度くだせますか？  

 

表 C1-0 総計 
 

実数（人） ％ 

1 自分の人生を変えることはまったくできない 60 3.5 

2 どちらかといえば、人生を変えることはできない 212 12.5 

3 どちらかといえば、人生を変えることができる 747 43.9 

4 人生を変えることは十分にできる 621 36.5 

99 無回答 60 3.5 

総計 1700 100 

 

図 C1-0 総計（N=1700） 

 

 

図 C1-1 男女別（N=1640） 

 

 

 

 

図 C1-2 年齢別（N=1640） 

3.5

12.5

43.9

36.5

3.5

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0

1 自分の人生を変えることはまったくできない

2 どちらかといえば、人生を変えることはできない

3 どちらかといえば、人生を変えることができる

4 人生を変えることは十分にできる

99 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

1 自分の人生を変えることはまったくできない

2 どちらかといえば、人生を変えることはできない

3 どちらかといえば、人生を変えることができる

4 人生を変えることは十分にできる
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図 C1-3 収入別（N=1524） 

 
 

図 C1-4 地域別（N=1632） 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 18-24歳

2 25-34歳

3 35-44歳

4 45-55歳

5 55歳以上

1 自分の人生を変えることはまったくできない

2 どちらかといえば、人生を変えることはできない

3 どちらかといえば、人生を変えることができる

4 人生を変えることは十分にできる

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 Low

2

3

4

5 High

1 自分の人生を変えることはまったくできない

2 どちらかといえば、人生を変えることはできない

3 どちらかといえば、人生を変えることができる

4 人生を変えることは十分にできる

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 モスクワ市、サンクトペテルブルグ市

2 共和国または地域の中心都市、大都市

3 地区の中心地域、中小規模の都市

4 都市型集落

5 農村

1自分の人生を変えることはまったくできない

2どちらかといえば、人生を変えることはできない

3どちらかといえば、人生を変えることができる

4人生を変えることは十分にできる
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C2.（Q34.） 人生のあらゆる側面を考えたとき、あなたはどれくらい幸せですか？ 

 

表 C2-0 総計 
 

実数（人） 比率（％）

1 まったく幸せではない 20 1.2 

2 どちらかといえば幸せではない 34 2.0 

3 幸せなこともあれば、不幸なこともあり、はっきり言えない。 590 34.7 

4 どちらかといえば幸せである 675 39.7 

5 非常に幸せである 374 22.0 

99 無回答 7 0.4 

総計 1700 100 

 

図 C2-0 総計（N＝1700） 

 
 

図 C2-1 男女別（N=1693） 

 

 

図 C2-2 年齢別（N=1693） 

1.2

2.0

34.7

39.7

22.0

0.4

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0

1 まったく幸せではない

2 どちらかといえば幸せではない

3 幸せなこともあれば、不幸なこともあり、はっ

きり言えない。

4 どちらかといえば幸せである

5 非常に幸せである

99 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

1 まったく幸せではない

2 どちらかといえば幸せではない

3 幸せなこともあれば、不幸なこともあり、はっきり言えない。

4 どちらかといえば幸せである

5 非常に幸せである
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図 C2-3 収入別（N=1575） 

 

 

図 C2-4 地域別（N=1684） 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1 18-24歳

2 25-34歳

3 35-44歳

4 45-55歳

5 55歳以上

1 まったく幸せではない

2 どちらかといえば幸せではない

3 幸せなこともあれば、不幸なこともあり、はっきり言えない。

4 どちらかといえば幸せである

5 非常に幸せである

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 Low

2

3

4

5 High

1 まったく幸せではない

2 どちらかといえば幸せではない

3 幸せなこともあれば、不幸なこともあり、はっきり言えない。

4 どちらかといえば幸せである

5 非常に幸せである

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 モスクワ市、サンクトペテルブルグ市

2 共和国または地域の中心都市、大都市

3 地区の中心地域、中小規模の都市

4 都市型集落

5 農村

1 まったく幸せではない

2 どちらかといえば幸せではない _

3 幸せなこともあれば、不幸なこともあり、はっきり言えない。

4 どちらかといえば幸せである _

5 非常に幸せである _
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C3.（Q35.）あなたの生活全般に対する満足度はどの程度ですか？ 

 

表 C3-0 総計 
 

実数（人） 比率（％）

1 全く満足していない 23 1.4 

2 どちらかというと満足していない 61 3.6 

3 どちらともいえない 675 39.7 

4 どちらかというと満足 644 37.9 

5 非常に満足 286 16.8 

99 無回答 11 0.6 

総計 1700 100 

 

図 C3-0 総計 

 
 

図 C3-1 男女別（N=1689） 

 

 

  

1.4

3.6

39.7

37.9

16.8

0.6

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0

1 全く満足していない

2 どちらかというと満足していない

3 どちらともいえない

4 どちらかというと満足

5 非常に満足

99 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

1 全く満足していない 2 どちらかというと満足していない

3 どちらともいえない 4 どちらかというと満足

5 非常に満足



98 

図 C3-2 年齢別（N=1689） 

 

 

図 C3-3 所得別（N=1572） 

 

 

図 C3-4 地域別（N＝1680） 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 18-24歳

2 25-34歳

3 35-44歳

4 45-55歳

5 55歳以上

1 全く満足していない 2 どちらかというと満足していない

3 どちらともいえない 4 どちらかというと満足

5 非常に満足

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 Low

2

3

4

5 High

1 全く満足していない 2 どちらかというと満足していない

3 どちらともいえない 4 どちらかというと満足

5 非常に満足

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 モスクワ市、サンクトペテルブルグ市

2 共和国または地域の中心都市、大都市

3 地区の中心地域、中小規模の都市

4 都市型集落

5 農村

1 全く満足していない 2 どちらかというと満足していない

3 どちらともいえない 4 どちらかというと満足

5 非常に満足
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C4.（Q36.）あなたの身近な人々のうちだれが最もあなたに影響を与えていますか？あなたにと

っての権威者、問題解決や目的達成に際して主に助言や援助をしてくれる人々は誰ですか？ 

 

表 C4-0 総計（N＝1700） 
 

実数（人） 比率（％） 

1 職場の上司 84 4.9 

2 国家または地方政府関係者 16 0.9 

3 政治家 15 0.9 

4 学校・大学の先生 32 1.9 

5 地元コミュニティーのメンバー 13 0.8 

6 その他 619 36.4 

7 そのような人はいない 886 52.1 

99  無回答 35 2.1 

総計 1700 100 

 

図 C4-0 総計（N＝1700） 

 

 

図 C4-1 男女別（N=1665） 

 

図 C4-2 年齢別（N=1665） 

4.9

0.9

0.9

1.9

0.8

36.4

52.1

2.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

1 職場の上司

2 国家または地方政府関係者

3 政治家

4 学校・大学の先生

5 地元コミュニティーのメンバー

6 その他

7 そのような人はいない

99  無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

1 職場の上司 2 国家または地方政府関係者

3 政治家 4 学校・大学の先生

5 地元コミュニティーのメンバー 6 その他

7 そのような人はいない
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図 C4-3 所得別（N=1548） 

 

 

図 C4-4 地域別（N＝1656） 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1 18-24歳

2 25-34歳

3 35-44歳

4 45-55歳

5 55歳以上

1 職場の上司 2 国家または地方政府関係者

3 政治家 4 学校・大学の先生

5 地元コミュニティーのメンバー 6 その他

7 そのような人はいない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 Low

2

3

4

5 High

1 職場の上司 2 国家または地方政府関係者

3 政治家 4 学校・大学の先生

5 地元コミュニティーのメンバー 6 その他

7 そのような人はいない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 モスクワ市、サンクトペテルブルグ市

2 共和国または地域の中心都市、大都市

3 地区の中心地域、中小規模の都市

4 都市型集落

5 農村

1 職場の上司 2 国家または地方政府関係者

3 政治家 4 学校・大学の先生

5 地元コミュニティーのメンバー 6 その他

7 そのような人はいない
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C5. (Q137.) あなたの普段の感情や心理状態はどのようなものでしょうか？ 

 

表 C5-0 総計 
 

実数（人） 比率（％） 

1 感情の高揚を感じる 60 3.5 

2 穏やかでバランスのとれた気分 742 43.6 

3 無気力、無関心を感じる。 40 2.4 

4 不安を感じる 180 10.6 

5 イライラを感じる 17 1.0 

6 怒りを感じる 4 0.2 

7 積極性を感じる 3 0.2 

8 状況によって変化する 588 34.6 

9 その他 21 1.2 

99 無回答 3 0.2 

欠損値 42 2.5 

総計 1700 100 

 

図 C5-0 総計 

 

 

  

3.5

43.6

2.4

10.6

1.0

0.2

0.2

34.6

1.2

0.2

2.5

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0

1 感情の高揚を感じる

2 穏やかでバランスのとれた気分

3 無気力、無関心を感じる。

4 不安を感じる

5 イライラを感じる

6 怒りを感じる

7 積極性を感じる

8 状況によって変化する

9 その他

99 無回答

欠損値
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図 C5-1 男女別（N=1655） 

 

 

図 C5-2 年齢別（N=1655） 

 

 

図 C5-3 所得別（N=1538） 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

1 感情の高揚を感じる 2 穏やかでバランスのとれた気分

3 無気力、無関心を感じる。 4 不安を感じる

5 イライラを感じる 6 怒りを感じる

7 積極性を感じる 8 状況によって変化する

9 その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 18-24歳

2 25-34歳

3 35-44歳

4 45-55歳

5 55歳以上

1 感情の高揚を感じる 2 穏やかでバランスのとれた気分

3 無気力、無関心を感じる。 4 不安を感じる

5 イライラを感じる 6 怒りを感じる

7 積極性を感じる 8 状況によって変化する

9 その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 Low

2

3

4

5 High

1 感情の高揚を感じる 2 穏やかでバランスのとれた気分

3 無気力、無関心を感じる。 4 不安を感じる

5 イライラを感じる 6 怒りを感じる

7 積極性を感じる 8 状況によって変化する

9 その他
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図 C5-4 地域別（N＝1646） 

 

 

C6.（Q138.）現在のロシアの対ウクライナ政策について、どのようにお考えですか？ 

 

表 C6-0 総計 

実数（人） 比率（％） 

1 絶対に支持しない 145 8.5 

2 どちらかというと支持しない 121 7.1 

3 どちらかというと支持する 386 22.7 

4 絶対的に支持する 846 49.8 

98 回答は困難 124 7.3 

99 無回答 36 2.1 

欠損値 42 2.5 

総計 1700 100 

 

図 C6-0 総計（N＝1700） 

 

図 C6-1 男女別（N=1622） 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 モスクワ市、サンクトペテルブルグ市

2 共和国または地域の中心都市、大都市

3 地区の中心地域、中小規模の都市

4 都市型集落

5 農村

1 感情の高揚を感じる 2 穏やかでバランスのとれた気分

3 無気力、無関心を感じる 4 不安を感じる

5 イライラを感じる 6 怒りを感じる

7 積極性を感じる 8 状況によって変化する

9 その他

8.5

7.1

22.7

49.8

7.3

2.1

2.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

1 絶対に支持しない

2 どちらかというと支持しない

3 どちらかというと支持する

4 絶対的に支持する

98 回答は困難

99 無回答

欠損値
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図 C6-2 年齢別（N=1622） 

 
 

図 C6-3 所得別（N=1517） 

 

 

  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

1 絶対に支持しない 2 どちらかというと支持しない
3 どちらかというと支持する 4 絶対的に支持する
98 回答は困難

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1 18-24歳

2 25-34歳

3 35-44歳

4 45-55歳

5 55歳以上

1 絶対に支持しない 2 どちらかというと支持しない

3 どちらかというと支持する 4 絶対的に支持する

98 回答は困難

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 Low

2

3

4

5 High

1 絶対に支持しない 2 どちらかというと支持しない 3 どちらかというと支持する

4 絶対的に支持する 98 回答は困難
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図 C6-4 地域別（N＝1613） 

 

 

 

C7.（Q139.）ウクライナ領土内におけるロシア軍の軍事行動の最大の責任はだれにあると考え

ますか？ 

 

表 C7-0 総計 

実数（人） 比率（％） 

1 ロシアの政権 326 19.2 

2 ウクライナの政権 234 13.8 

3 両国の政治家、議員 273 16.1 

4 ロシア国民 26 1.5 

5 ウクライナ国民 14 0.8 

6 外国政府のリーダー 411 24.2 

7 外国のビジネスマン 49 2.9 

8 その他 118 6.9 

98 回答が困難 165 9.7 

99 回答を拒否 42 2.5 

欠損値 42 2.5 

総数 1700 100 

 

  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 モスクワ市、サンクトペテルブルグ市

2 共和国または地域の中心都市、大都市

3 地区の中心地域、中小規模の都市

4 都市型集落

5 農村

1 絶対に支持しない 2 どちらかというと支持しない

3 どちらかというと支持する 4 絶対的に支持する

98 回答は困難
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図 C7-0 総計（N＝1700） 

 

 

図 C7-1 男女別（N=1451） 

 
 

図 C7-2 年齢別（N=1451） 

 

19.2

13.8

16.1

1.5

0.8

24.2

2.9

6.9

9.7

2.5

2.5

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0

1 ロシアの政権

2 ウクライナの政権

3 両国の政治家、議員

4 ロシア国民

5 ウクライナ国民

6 外国政府のリーダー

7 外国のビジネスマン

8 その他

98 回答が困難

99 回答を拒否

欠損値

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

1 ロシアの政権 2 ウクライナの政権 3 両国の政治家、議員 4 ロシア国民

5 ウクライナ国民 6 外国政府のリーダー 7 外国のビジネスマン 8 その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-24歳

25-34歳

35-44歳

45-54歳

55歳以上

1 ロシアの政権 2 ウクライナの政権 3 両国の政治家、議員 4 ロシア国民

5 ウクライナ国民 6 外国政府のリーダー 7 外国のビジネスマン 8 その他
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図 C7-3 所得別（N=1362） 

 

 

図 C7-4 地域別（N＝1443） 

 

  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 Low

2

3

4

5 High

1 ロシアの政権 2 ウクライナの政権 3 両国の政治家、議員 4 ロシア国民

5 ウクライナ国民 6 外国政府のリーダー 7 外国のビジネスマン 8 その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 モスクワ市、サンクトペテルブルグ市

2 共和国または地域の中心都市、大都市

3 地区の中心地域、中小規模の都市

4 都市型集落

5 農村

1 ロシアの政権 2 ウクライナの政権 3 両国の政治家、議員 4 ロシア国民

5 ウクライナ国民 6 外国政府のリーダー 7 外国のビジネスマン 8 その他
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D. 社会的結束と包摂 

セクション Dでは、地域住民の間の様々な差異が地域で問題をもたらしているかどうかにつ

いて尋ねている。 

D1（Q37）は地域住民の間に相違が見られるか否かを尋ねているが、ほとんど見られない、あ

まり見られないが半数を超えており、それほど顕著ではない。男性よりも女性が、若者よりも

中高年以上の層が、違いを感じない傾向にある。収入別では、低所得層の方が「ほとんど見ら

れない」という回答が多くなる。地域による差異は、農村で「ほとんど見られない」が若干多

いほかは、それほど顕著ではない。 

D2（Q38）の地域住民間の相違が問題を生じているかどうかについては、76％が「いいえ」を

選択している一方で、「はい」を選択した人も 2割いる。問題を生じると感じている人は、年

齢層が上がるにつれて増える傾向にあり、また所得が高い人よりは低い人で若干多い。地域別

では中小規模の都市で若干多くなる。 

D2 で地域住民間の相違が問題を生じると答えた人に、問題となる具体的な相違点を挙げても

らったところ（D3／Q39）、最も多いのは物的所有面での格差、第 2に社会的地位の格差、第 3

に教育の格差、第 4に民族・文化・言語的な相違、第 5に政治的見解の違いであった。男女別

に見ると、物的所有の格差や社会的地位の格差、民族・文化・言語的な相違は、男性の方があ

げている比率が高いのに対し、教育の格差や政治的見解の相違、さらに宗教上の相違などは女

性の方があげる率が高くなっている。年齢別では一定の傾向を見出すのは難しいが、18-24 歳の

層では、社会的地位の差が 4割超と最も多く、次いで宗教上の相違が 3割とほかの世代より多

い。25-34 歳の層では、物的所有の格差が 4割で最も多い。35-44 歳の層では、教育、物的所

有、社会的地位がいずれも 25％を超えている。45-54 歳の層では、第 1に社会的地位、第 2に

民族・文化・言語的な違いがあげられている。55 歳以上では物的所有の格差が 32.8％で最も多

くなっている。収入別では、大雑把に言えば、教育格差、経済的な格差、政治的見解、民族的

相違など、多くの項目において高所得層の方が様々な相違を問題と捉える傾向がある。地域別

では、物的所有や土地所有の格差など、経済的豊かさと結びついた格差が農村でより問題と認

識されているのに対し、教育、宗教、政治的見解、民族・文化・言語などの相違は、多様な

人々が居住する大都市でより問題と認識されている。 

D4（Q40）は地域住民間の相違が実際に地域における暴力的行為につながっているかどうかを

尋ねている。3割弱がはいと回答しており、モスクワ、サンクトペテルブルグの 2大都市を筆頭

に、都市部において実際に住民間の衝突が生じていることがわかる。 

D5（Q41） の住んでいる地域の治安については、大部分の人が比較的安全と感じているよう

であるが、どちらかというと危ない、非常に危ないという回答も合わせて 2割存在している。

とくに女性、若年層、高齢者層という、比較的被害に会いやすい人々が危険を感じる比率が高

くなっている。収入別では、最も高所得の層で「非常に安全」という回答がほかの層より多

く、高所得層の人々がとくに守られた環境で居住している可能性がうかがえる。地域別では、

農村では都市部よりも「非常に安全」という回答が多いものの、同時に「非常に危険」という

回答も都市部より多く、どの地域が最も安全かをここから判断するのは難しい。 
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D1.（Q37.）同じ地域に住んでいても、社会的地位、収入、国籍、言語、政治的志向、宗教、年

齢、性別などの面で大きな違いがあることはよくあることです。あなたの居住地では、そのよ

うな相違はどの程度顕著ですか？1〜5 で評価してください。 

 
 

実数（人） 比率 

1  ほとんど見られない 710 41.8% 

2  あまり見られない 238 14.0% 

3  どちらとも言えない 355 20.9% 

4  ある程度見られる 149 8.8% 

5  非常に強く見られる 187 11.0% 

6  答えられない 61 3.6% 

総計 1700 100.0% 

 

図 D1-0 総計（N＝1700） 

 
  

図 D1-1 男女別（N＝1639） 
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図 D1-2 年齢別（N＝1639） 

 

 

図 D1-3 収入別（N＝1524） 

 

 

図 D1-4 居住地域別（N＝1630） 
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D2.（Q38.）そのような相違は問題を生じますか？ 

 
 

実数（人） 比率 

1  はい 348 20.5% 

2  いいえ 1297 76.3% 

3  答えられない 55 3.2% 

総計 1700 100.0% 

（Q38>1 の場合は Q41 へ） 

 

図 D2-0 総計（Ｎ＝1700） 

 

 

図 D2-1 男女別（N＝1645） 

 

 

図 D2-2 年齢別（N＝1645） 

 

図 D2-3 収入別（N＝1527） 
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図 D2-4 居住地域別（N＝1638） 

 
 

D2.（Q38.）=1 を選択された方のみ 

D3.（Q39.）以下の相違のうち、意見の対立やもめ事の原因となりうるのはどれでしょうか？

（複数回答可）                             （単位：人） 

選択 非選択 計 

1 教育の格差 71 277 348 

2 土地所有の格差 21 327 348 

3 物的所有の格差 101 247 348 

4 社会的地位の格差 82 266 348 

5 男女間の差異 5 343 348 

6 世代間格差 34 314 348 

7 地域での居住年数の格差（長く住んでいる人と新しく来た人） 37 311 348 

8 政治的見解の違い 50 298 348 

9 宗教上の相違 35 313 348 

10 民族・文化・言語的な相違 64 284 348 

99 答えられない 17 331 348 

11 その他（具体的にお書きください） 20 328 348 

図 D3-0 総計（N＝348） 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 モスクワ市、サンクトペテルブルグ市

2 共和国または地域の中心都市、大都市

3 地区の中心地域、中小規模の都市

4 都市型集落

5 農村

1  はい 2  いいえ
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図 D3-1 男女別（N＝348） 

 

図 D3-2 年齢別（N＝348） 
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図 D3-3 収入別（N＝324） 
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図 D3-4 居住地域別（N＝323） 
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D2.（Q38.）=1 を選択された方のみ 

D4.（Q40.）それらの問題が、あなたの地域では暴力的行為の発生につながっていますか？ 

 
 

実数（人） 比率 

1 はい 102 29.3% 

2 いいえ 195 56.0% 

3 わからない 50 14.4% 

99 答えない 1 0.3% 

計 348 100.0％ 

 

図 D4-0 総計（N＝348） 

 

 

図 D4-4 居住地域別（N＝345） 
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全員に 

D5.（Q41.）あなたの個人的な感覚として、お住いの地域で夜間に一人で歩くのはどの程度安全

ですか？ 

 
 

実数（人） 比率 

1 非常に安全 675 39.7% 

2 どちらかと言えば安全 628 36.9% 

3 どちらかと言えば危ない 265 15.6% 

4 非常に危ない 96 5.6% 

99 答えられない 36 2.1% 

総計 1700 100.0% 

 

図 D5-0 総計（N＝1700） 

 

 

図 D5-1 男女別（N＝1664） 
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図 D5-2 年齢別（N＝1664） 

 

 

図 D5-3 収入別（N＝1546） 

 

 

図 D5-4 居住地域別（N＝1656） 
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E. 集団行動と協同 

セクション E1〜E4 は、市民参加に関する質問である。 

E1(Q43)では、市民参加（civic engagement）の指標の一つとして、社会問題への関心につい

て尋ねている。総計では、「上記の問題に対して 3人以上で話し合ったことがない」の回答の

割合は「環境問題」（51.35%）、「教育問題」（39.35%）、「安全・安心の問題」

（48.65%）、消費者問題(34.59%)、「社会問題」(29.35%)、「医療問題」(29.35%)であった。

男女別では、「環境問題」、「教育問題」、「医療問題」に関しては、それぞれの項目におい

て「数回」、「ほぼ毎月」、「ほぼ毎週」を合わせた回答が、男性より女性の方が高かった。

年齢別の集計では、年齢が上がるにつれて「教育問題」と「安全・安心の問題」について話し

合ったことがない回答者の割合が大きくなる。収入別の集計では、「教育問題」、「安全・安

心の問題」、「消費者問題」に関して、頻度はともかくとして、全体を通して所得が高い年齢

層ほど、その問題について話し合ったことがあると答えている回答者が多い。居住地域別で

は、有意義だと思われる差異は見られない。 

E2 (Q 43)では、市民参加（civic engagement）の指標の一つとして、ボランティア活動への

参加について尋ねている。総計のいずれの項目においても参加率が著しく低く、COVID-19 の影

響を否定できない。「地域ボランティア」への参加度が最も高く、16.35%であり、次に、「社

会的支援を必要とする人々を対象としたボランティア」（15.94%）、「スポーツ・文化・芸

術・学術」（6.82%%）、「政治的問題に関連した活動」（5.53%）の順番であった。男女別の集

計では、顕著な差異が見られない。年齢別の集計では、一部の項目を除いて、年齢層が高いほ

どボランティア参加率が低い。収入別の集計では、顕著な差異が見られない。居住地域別の集

計では、「地区の中心地域、中小規模の都市」に住む回答者の「地域ボランティア」と「社会

的支援を必要とする人々を対象としたボランティア」への参加率が他の地域より若干高い。 

E3(Q 44)では、市民権、政府、近所付き合いに関する考え方について尋ねている。まず、

「自分のような普通の市民には、政府のすることに対して、影響を及ぼせるほどの力がない」

という項目では、「強く賛成」と「どちらかと言えば賛成」を合わせた回答が 45.7%であり、市

民の影響力に限界があると感じている回答者が極めて多いことが伺える。男女別の集計では、

差異が見られないが、年齢別では、45 歳以上の年齢層では、政府に影響を及ぼすことができる

と感じる回答者が少なくなっている。収入別では、所得が低い層ほど、市民の影響力に限界が

あると感じている回答者が多い。居住地域別では、顕著な差異が見られない。 

次に、「政治や政府は複雑なので、何をやっているのかよく理解できない」という項目で

は、「強く賛成」と「どちらかと言えば賛成」を合わせた回答が 36.53%であり、ロシア社会で

は政治や政府への理解がやや不十分であることがわかる。男女別の集計では、差異が見られな

いが、年齢別では、年齢が高いほど、政府・政治への理解度が低い傾向が見られる。収入別で

は、高所得者ほど、政府・政治への理解度が高い。居住地域別の集計では、顕著な差異が見ら

れない。 

「私は政治に対して関心がある」という項目では、「強く賛成」と「どちらかと言えば賛

成」を合わせた回答が 48.53%であり、男性の回答者の方が政治に関心を示している。年齢別の

集計では、年齢が上がるにつれて政治への関心が高くなっており、55 歳以上の年齢層では、政
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治へ関心を持つ割合がおよそ 58％となっている。収入別では、高所得者の回答者が最も政治に

関心を示している。居住地域別では、顕著な差異が見られない。 

「私は社会のために役に立ちたい」という項目では、「強く賛成」と「どちらかと言えば賛

成」を合わせた回答が 67.94%であり、男性の方が社会のために役に立ちたいと回答している。

年齢別では、35−44 歳の「強く賛成」と「どちらかと言えば賛成」を合わせた肯定的な回答が多

い。収入別では、高所得層はより社会のために役に立ちたいと回答している。居住地域別で

は、顕著な差異が見られない。 

「近所の人は、お互いを気にかけている」という項目では、「強く賛成」と「どちらかと言

えば賛成」を合わせた回答が 47.7%であり、近隣関係がやや密接になっていることがわかる。男

女別では差異がなく、年齢別では、年齢が上がるにつれて肯定的な回答が多い。収入別では、

若年層ほど「近所の人は、お互いに気にかけている」と回答している人がやや多い。居住地域

別では、住んでいる地域規模が小さいほど肯定的な回答が多い。 

「近所の人は、私が困っていたら手助けしてくれる」という項目では、「強く賛成」と「ど

ちらかと言えば賛成」を合わせた回答が 51.64%であり、女性の回答者の方がそのように考える

傾向がある。年齢別では、年齢層が高いほど、近所の人は、「私が困っていたら手助けしてく

れる」と回答している人が多い。収入別では、高所得者ほど「私が困っていたら手助けしてく

れる」と回答している人が少ない。居住地域別では、住んでいる地域規模が小さいほど肯定的

な回答が多い。 

E4(Q45)は、住民が共同で政治家や役所に対して陳情を行ったり請願書を提出したりしたこと

があるか否か、尋ねた質問である。総計では、61.53%の回答者が「一度もない」と回答してい

る。男女別の集計では、男性の方がそういった活動の経験がないと回答している。年齢別で

は、年齢が高い層ほど、そういった活動の経験があるとの回答がやや多い。収入別の集計で

は、顕著な差異が見られない。居住地域別では、「モスクワ市、サンクトペテルブルグ市」に

住んでいる回答者の方が、やや多くそういった経験がないと回答している。 
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E1.（Q42.）過去 1 年間に、以下のような地域や社会の問題について 3 人以上で話し合うことが

どのくらいありましたか（オンラインも含む）。項目ごとに 1 つ選んでください。 

 
 

全体 
まった

くない
数回 

ほぼ 

毎月 

ほぼ 

毎週 
無回答

環境問題（大気、水、

騒音、廃棄物、山火

事、洪水など） 

% 100% 51.35% 24.47% 12.06% 10.71% 1.41% 

実数 1700 873 416 205 182 24 

教育問題（教育費、

塾、青少年の非行な

ど） 

% 100% 39.35% 21.76% 18.82% 19.24% 0.82% 

実数 1700 669 370 320 327 14 

安全・安心（防災、防

犯など） 

% 100% 48.65% 21.41% 14.35% 14.12% 1.47% 

実数 1700 827 364 244 240 25 

消費者問題（食品の安

全性、モノの品質、物

価変動など） 

% 100% 34.59% 12.18% 18.41% 32.35% 2.47% 

実数 1700 588 207 313 550 42 

社会的問題（年金、失

業その他の社会的給

付、税金、医療など）

% 100% 29.35% 19.53% 25.06% 25.18% 0.88% 

実数 1700 499 332 426 428 15 

医療問題 

% 100% 27.12% 18.82% 27.53% 25.88% 0.63% 

実数 1700 461 320 468 440 11 

 

図 E1-0 総計（N=1700） 
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図 E1-1 男女別 
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図 E1-2 年齢別 
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図 E1-3 収入別 
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図 E1-4 居住地域別 
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E2.（Q 43.）過去 1 年間にボランティア活動に参加したことがありますか（オンラインも含

む）。 

 

  全体 はい いいえ 

自分の住んでいる地域をよくするためのボラ

ンティア（活動環境の改善、治安の向上、街

の活性化、その他） 

% 100% 16.35% 83.65% 

実数 1700 278 1422 

スポーツ・文化・芸術・学術に関連したボラ

ンティア活動（スポーツのコーチ、伝統文化

の継承、専門的知識の伝達、その他） 

% 100% 6.82% 93.18% 

実数 1700 116 1584 

社会的な支援を必要とする人々を対象とした

ボランティア活動（障がい者、子ども、高齢

者、その他） 

% 100% 15.94% 84.06% 

実数 1700 271 1429 

政治的問題に関連した活動（請願書への署

名、デモや抗議運動への参加、その他） 

% 100% 5.53% 94.47% 

実数 1700 94 1606 

 

図 E2-0 総計（N=1700） 
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図 E2-1 男女別（N=1700） 

 

 

図 E2-2 年齢別（N=1700） 
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図 E2-3 収入別（N=1700） 

 

 

図 E2-4 居住地域別（N=1700） 
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E3.（Q44.）あなたは市民権、政府、近所づき合いに関する以下の考え方に賛成しますか、ある

いは反対しますか。当てはまるものをそれぞれお答えください。 

 
 

全体 
強く反

対 

どちら

かと言

えば反

対 

どちら

とも言

えない

どちら

かと言

えば賛

成 

強く賛

成 
無回答

自分のような普通の市民

には、政府のすることに

対して、影響を及ぼせる

ほどの力がない 

% 100 19.41% 9.94% 23.00% 12.29% 33.41% 1.94%

実数 1700 330 169 391 209 568 33 

政治や政府は複雑なの

で、何をやっているのか

よく理解できない 

% 100 24.18% 11.82% 24.65% 15.00% 21.53% 2.82%

実数 1700 411 201 419 255 366 48 

私は政治に対して関心が

ある 

% 100 20.76% 9.41% 20.06% 17.41% 31.12% 1.24%

実数 1700 353 160 341 296 529 21 

私は社会のために役立ち

たい 

% 100 8.41% 3.24% 18.24% 22.65% 45.29% 2.18%

実数 1700 143 55 310 385 770 37 

近所の人は、お互いを気

にかけている 

% 100 19.53% 9.82% 21.53% 17.35% 30.35% 1.41%

実数 1700 332 167 366 295 516 24 

近所の人は、私が困って

いたら手助けしてくれる 

% 100 16.53% 10.59% 20.94% 18.82% 31.82% 1.29%

実数 1700 281 180 356 320 541 22 
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図 E3-0 総計（N=1700） 
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図 E3-2 年齢別 
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図 E3-3 収入別 
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図 E3-4 居住地域別 
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E4.（Q45.）過去 3 年間に、あなたのお住まいの地域の問題について、住民が共同で政治家や役

所に対して陳情を行ったり請願書を提出したりしたことはありましたか？ 

 

  実数（人） 比率 

一度もない 1046 61.53% 

一度のみ 267 15.71% 

2～5 回 310 18.24% 

6 回以上 66 3.88% 

無回答 11 0.65% 

総計 1700 100.00 

 

図 E4-0 総計（N=1700） 

 

 

図 E4-1 男女別（N=1689） 

 

図 E4-2 年齢別（N=1689） 
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図 E4-3 収入別（N=1573） 

 
 

図 E4-4 居住地域別（N=1681） 
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 ソーシャル・キャピタルは、新型コロナ感染症の結果に影響するだけでなく(Bartscher et 

al., 2021)、パンデミックの影響も強く受ける。本節では、責任の所在、情報に対する信頼、生

活や労働の変化、支援の状況などにかかわって検討しよう。 

 新型コロナ感染症の責任（F1/Q46）は、世界的に見れば誰の責任でもないという見方が強い

が、ロシアでは、すべての人および国民がもっとも責任が大きく、次いで外国人となり、誰の

責任でもないは 4番目の大きさであり、さらに国家の責任はそれほど大きくない。こうした見方

は女性に多いが、総じて観察される。 

 新型コロナ感染症に関する情報経路(F2/Q47)に関しては、友人・知人がもっとも信用のおけ

る媒体であり、このことはネットワーク、ソーシャル・キャピタルがパンデミックに対する行

動に深く影響していることを意味する。次いで、国家の信用度が高く、従来のメディアがそれ

に次ぐ。他方、インターネット、ソーシャルメディアの信用度はもっとも低い。このことは、

友人・知人のコロナに関する情報がもっとも信頼できるとする Артамонов, Лаврентьев (2021, 

c.14)に合致している。もっとも、上記資料では、インターネット、SNS がテレビ・新聞といっ

た伝統的メディアよりも信用度は低く、本調査とは対照的な結果を示している。 

相対的に信用度の高い従来メディアは高齢層ほど、低所得層ほど信用されており、逆に低年

齢層、高所得層は信用していない。このことは、大統領支持の媒体のケースと重なる。また、

従来メディアは、都市部よりも農村部で信用度が大きい。明らかに政府の公式報道が受け入れ

られやすい層・所得階層と地域が特定化される。ちなみに、国家機関および地方自治体は高齢

層ほど、低所得層ほど信用度が高く、都市部よりも農村部での信用が高くなっており、従来メ

ディアと同様の特徴を検出することができる。一方、インターネットおよびソーシャルメディ

アは若年層ほど信用が高い。友人・知人は所得、年齢にかかわりなく信用度が高い。 

 パンデミックの生活への影響(F3/Q48)は当然、相対的にネガティブの方が多い(37%)が、大半

(58 %)は変わらないと見なしている。この比率の分布は日本のケースでも 34.8%、57.5%とほぼ

同じ水準を指し示している。悪影響は高齢層、低所得層でやや多くなっているが、地域的な特

徴は検出されない。収入に対する影響(F4/Q49)も類似した傾向で、63％が変わらない、31%が減

少となる。興味深いことに高所得層ほど収入がよくなったと見なしている。 

さらに、仕事に対する影響（F5/Q50）では、半数以上が何も変わらないと答え、高齢層、高

所得層ほど変わっていない。次いで仕事をしなかったという回答が多く、若年層ほど多い。さ

らに退職・転職、オンライン勤務が続くが、相対的に若年層に検出される。 

パンデミックに伴う生活の変化(F6/Q51)では、ここでも半数ほど(45.2%)が何も変わっていな

いと回答したが、労働時間の短縮から家族との時間の増加が多く（18%）、次いで新しい知識・

技術の習得、余暇・レクリエーション・スポーツ、仕事が 7－8％で続く。とくに新しい知識・

技術の習得および余暇等は若年層・高所得層に顕著に見える。 

ワクチンの有効性(F7/Q52)について、信用しているものは 58.1%で同時期の日本の 55.8%と大

きく変わらず、不信は 39.2％占めた。年齢が高くなるにつれ信用の度合いが高くなるが所得と

居住地域については大きな差はない。 

政府のコロナに対する政策の評価(F8/Q53)では、きわめて有効ではなかったという回答が

15.7%、きわめて有効であったという回答が 23.4%で、概して有効とする回答へのバイアスは高
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い。政策に対する信用は相対的に女性、高齢層、低所得層で高くなっており、貧困対策の一面

を示唆する。 

パンデミック時の物的支援 (F9/Q54)について言えば、政府は政策評価でみるほどきわめて有

効は多くはないが(18.5%)、項目の中では相対的に高い水準にある。とくに、高齢層、低所得層、

農村部に有効の回答は多い。中央政府に比して地方政府の支援は驚くほどに有効ではないとい

う回答の比率は過半を超えており、このことは地方財政の逼迫状況を示唆する。政府を除けば、

支援がもっとも有効であったのは、家族・親戚(47.1%)、ついで友人・知人(17.7%)であり、閉

じた社会的ネットワーク・特定化信頼の有効性を示唆している。とくに、家族・親戚について

は、女性、高齢層、低所得層に有効性が確認される。その一方で、企業、地域社会、NPO・NGO、

近所はまったく支援がないか有効ではない。ただし、近所が低所得層において有効度が高くな

っている。人の接触がパンデミックの伝染要因になっている以上、一般的信頼、社会における

ネットワークが有効ではないのは当然の結果であったと言える。 

 

  



139 

F1.（Q46.）ロシアにおける新型コロナ感染症感染拡大を引き起こした責任はどこにあると思い

ますか。最も重要と思うものを 1つ選んでください。 

 
 

実数（人） ％ 

1 国民 409 24.1 

2 大統領と政府 73 4.3 

3 地方自治体 43 2.5 

4 政治家および国会議員 26 1.5 

5 政府関係者 16 0.9 

6 大企業の役員 6 0.4 

7 外国人 191 11.2 

8 その他 92 5.4 

9 誰の責任でもない 188 11.1 

10 多少なりとも全員に責任がある 549 32.3 

99 回答拒否または答えられない 107 6.3 

総計 1700 100.0 

 

図 F1-0 総計（N＝1700） 
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99 回答拒否または答えられない
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図 F1-1 男女別（N=1593） 

 
 

図 F1-2 年齢別（N=1593） 

 

 

  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

1 国民 2 大統領と政府

3 地方自治体 4 政治家および国会議員

5 政府関係者 6 大企業の役員

7 外国人 8 その他

9 誰の責任でもない 10 多少なりとも全員に責任がある

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-24歳

25-34歳

35-44歳

45-54歳

55歳以上

1 国民 2 大統領と政府

3 地方自治体 4 政治家および国会議員

5 政府関係者 6 大企業の役員

7 外国人 8 その他

9 誰の責任でもない 10 多少なりとも全員に責任がある
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図 F1-3 収入別（N=1482） 

 

 

図 F1-4 居住地域別（N=1584） 

 

 

  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 低所得

2

3

4

5 高所得

1 国民 2 大統領と政府

3 地方自治体 4 政治家および国会議員

5 政府関係者 6 大企業の役員

7 外国人 8 その他

9 誰の責任でもない 10 多少なりとも全員に責任がある

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 モスクワ市、サンクトペテルブルグ市

2 共和国または地域の中心都市、大都市

3 地区の中心地域、中小規模の都市

4 都市型集落

5 農村

1 国民 2 大統領と政府

3 地方自治体 4 政治家および国会議員

5 政府関係者 6 大企業の役員

7 外国人 8 その他

9 誰の責任でもない 10 多少なりとも全員に責任がある
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F2.（Q47.）あなたは、パンデミックについて、以下の情報源から得た情報をどの程度信用して

いますか？1が完全に不信、5 が完全に信用できるとして、1～5 のスケールで評価してくださ

い。 

 

      全
体 

ま
っ
た
く
信
用
し

な
い 

 

ど
ち
ら
か
と
言
う

と
信
用
し
な
い 

 

何
と
も
言
え
な
い 

 

ど
ち
ら
か
と
言
う

と
信
用
に
値
す
る 

 

き
わ
め
て
信
用
に

値
す
る 

回
答
拒
否
ま
た
は

答
え
ら
れ
な
い 

F2-1 

(Q47-1) 

従来のメデ

ィア（テレ

ビ 、 ラ ジ

オ、新聞な

ど） 

実数 1700 452 233 487 256 257 15 

％ 100.0 26.6 13.7 28.6 15.1 15.1 0.9 

F2-2 

(Q47-2) 

インターネ

ット 

実数 1700 535 312 476 165 85 127 

％ 100.0 31.5 18.4 28.0 9.7 5.0 7.5 

F2-3 

(Q47-3) 

ソーシャル

メディア 

実数 1700 567 337 467 118 71 140 

％ 100.0 33.4 19.8 27.5 6.9 4.2 8.2 

F2-4 

(Q47-4) 

知人・友人

から 

実数 1700 255 173 564 386 284 38 

％ 100.0 15.0 10.2 33.2 22.7 16.7 2.2 

F2-5 

(Q47-5) 

国の機関 実数 1700 411 198 456 336 258 41 

％ 100.0 24.2 11.6 26.8 19.8 15.2 2.4 

F2-6 

(Q47-6) 

地方公共団

体の機関 

実数 1700 484 244 481 273 167 51 

％ 100.0 28.5 14.4 28.3 16.1 9.8 3.0 

 

図 F2-0 総計（N＝1700） 

 

F2-1 従来のメディア（テレビ、ラジオ、新聞など） 

F2-1-1 男女別（N＝1685） 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

従来のメディア（テレビ、ラジオ、新聞）

インターネット

ソーシャルメディア

友人・知人

国の機関

地方公共団体

まったく信用しない どちらかと言うと信用しない

何とも言えない どちらかと言うと信用に値する

きわめて信用に値する 回答拒否または答えられない
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F2-1-2 年齢別（N＝1685） 

 

 

F2-1-3 収入別（N＝1569） 

 
F2-1-4 居住地域別（N＝1676） 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

まったく信用しない どちらかと言うと信用しない

何とも言えない どちらかと言うと信用に値する

きわめて信用に値する

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-24歳

25-34歳

35-44歳

45-54歳

55歳以上

まったく信用しない どちらかと言うと信用しない

何とも言えない どちらかと言うと信用に値する

きわめて信用に値する

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 Low

2

3

4

5 High

まったく信用しない どちらかと言うと信用しない

何とも言えない どちらかと言うと信用に値する

きわめて信用に値する
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F2-2 インターネット 

F2-2-1 男女別（N＝1573） 

 

 

F2-2-2 年齢別（N＝1573） 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 モスクワ市、サンクトペテルブルグ市

2 共和国または地域の中心都市、大都市

3 地区の中心地域、中小規模の都市

4 都市型集落

5 農村

まったく信用しない どちらかと言うと信用しない

何とも言えない どちらかと言うと信用に値する

きわめて信用に値する

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

まったく信用しない どちらかと言うと信用しない

何とも言えない どちらかと言うと信用に値する

きわめて信用に値する

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-24歳

25-34歳

35-44歳

45-54歳

55歳以上

まったく信用しない どちらかと言うと信用しない

何とも言えない どちらかと言うと信用に値する

きわめて信用に値する
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F2-2-3 収入別（N＝1462） 

 

 

F2-2-4 居住地域別（N＝1564） 

 

 

F2-3 ソーシャルメディア 

F2-3-1 男女別（N＝1560） 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 Low

2

3

4

5 High

まったく信用しない どちらかと言うと信用しない

何とも言えない どちらかと言うと信用に値する

きわめて信用に値する

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 モスクワ市、サンクトペテルブルグ市

2 共和国または地域の中心都市、大都市

3 地区の中心地域、中小規模の都市

4 都市型集落

5 農村

まったく信用しない どちらかと言うと信用しない

何とも言えない どちらかと言うと信用に値する

きわめて信用に値する

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

まったく信用しない どちらかと言うと信用しない

何とも言えない どちらかと言うと信用に値する

きわめて信用に値する
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F2-3-2 年齢別（N＝1560） 

 

 

F2-3-3 収入別（N＝1451） 

 

 

F2-3-4 居住地域別（N＝1551） 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-24歳

25-34歳

35-44歳

45-54歳

55歳以上

まったく信用しない どちらかと言うと信用しない

何とも言えない どちらかと言うと信用に値する

きわめて信用に値する

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 Low

2

3

4

5 High

まったく信用しない どちらかと言うと信用しない

何とも言えない どちらかと言うと信用に値する

きわめて信用に値する

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 モスクワ市、サンクトペテルブルグ市

2 共和国または地域の中心都市、大都市

3 地区の中心地域、中小規模の都市

4 都市型集落

5 農村

まったく信用しない どちらかと言うと信用しない

何とも言えない どちらかと言うと信用に値する

きわめて信用に値する
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F2-4 友人・知人 

F2-4-1 男女別（N＝1662） 

 

 

F2-4-2 年齢別（N＝1662） 

 

 

F2-4-3 収入別（N＝1551） 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

まったく信用しない どちらかと言うと信用しない

何とも言えない どちらかと言うと信用に値する

きわめて信用に値する

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-24歳

25-34歳

35-44歳

45-54歳

55歳以上

まったく信用しない どちらかと言うと信用しない

何とも言えない どちらかと言うと信用に値する

きわめて信用に値する

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 Low

2

3

4

5 High

まったく信用しない どちらかと言うと信用しない

何とも言えない どちらかと言うと信用に値する

きわめて信用に値する
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F2-4-4 居住地域別（N＝1653） 

 

 

F2-5 国の機関 

F2-5-1 男女別（N＝1659） 

 

 

F2-5-2 年齢別 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 モスクワ市、サンクトペテルブルグ市

2 共和国または地域の中心都市、大都市

3 地区の中心地域、中小規模の都市

4 都市型集落

5 農村

まったく信用しない どちらかと言うと信用しない

何とも言えない どちらかと言うと信用に値する

きわめて信用に値する

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

まったく信用しない どちらかと言うと信用しない

何とも言えない どちらかと言うと信用に値する

きわめて信用に値する

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-24歳

25-34歳

35-44歳

45-54歳

55歳以上

まったく信用しない どちらかと言うと信用しない

何とも言えない どちらかと言うと信用に値する

きわめて信用に値する
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F2-5-3 収入別（N＝1549） 

 

 

F2-5-4 居住地域別（N＝1650） 

 

 

F2-6 地方公共団体 

F2-6-1 男女別（N＝1649） 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 Low

2

3

4

5 High

まったく信用しない どちらかと言うと信用しない

何とも言えない どちらかと言うと信用に値する

きわめて信用に値する

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 モスクワ市、サンクトペテルブルグ市

2 共和国または地域の中心都市、大都市

3 地区の中心地域、中小規模の都市

4 都市型集落

5 農村

まったく信用しない どちらかと言うと信用しない

何とも言えない どちらかと言うと信用に値する

きわめて信用に値する

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

まったく信用しない どちらかと言うと信用しない

何とも言えない どちらかと言うと信用に値する

きわめて信用に値する
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F2-6-2 年齢別（N＝1649） 

 

 

F2-6-3 収入別（N＝1540） 

 

 

F2-6-4 居住地域別（N＝1640） 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-24歳

25-34歳

35-44歳

45-54歳

55歳以上

まったく信用しない どちらかと言うと信用しない

何とも言えない どちらかと言うと信用に値する

きわめて信用に値する

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 Low

2

3

4

5 High

まったく信用しない どちらかと言うと信用しない

何とも言えない どちらかと言うと信用に値する

きわめて信用に値する

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 モスクワ市、サンクトペテルブルグ市

2 共和国または地域の中心都市、大都市

3 地区の中心地域、中小規模の都市

4 都市型集落

5 農村

まったく信用しない どちらかと言うと信用しない

何とも言えない どちらかと言うと信用に値する

きわめて信用に値する
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F3.（Q48.）新型コロナ感染症感染拡大によりあなたの生活はどのように変わりましたか。1つ

選んでください。 

 

 実数（人） 比率 

悪くなった 625 36.8% 

良くなった 67 3.9% 

変わっていない 989 58.2% 

回答拒否または答えられない 19 1.1% 

総計 1700 100.0% 

 

F3-0 総計（N＝1700） 

 

 

F3-1 男女別（N＝1681） 

 

 

  

36.8%

3.9%

58.2%

1.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

悪くなった

良くなった

変わっていない

回答拒否または答えられない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

悪くなった 良くなった 変わっていない
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F3-2 年齢別（N＝1681） 

 

 

F3-3 収入別（N＝1567） 

 

 

F3-4 居住地域別（N＝1672） 

 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-24歳

25-34歳

35-44歳

45-54歳

55歳以上

悪くなった 良くなった 変わっていない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 Low

2

3

4

5 High

悪くなった 良くなった 変わっていない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 モスクワ市、サンクトペテルブルグ市

2 共和国または地域の中心都市、大都市

3 地区の中心地域、中小規模の都市

4 都市型集落

5 農村

悪くなった 良くなった 変わっていない
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F4.（Q49.）新型コロナ感染症感染拡大によりあなたの収入はどのように変わりましたか。1つ

選んでください。 

 
 

実数（人） 比率（％） 

1 減少した 531 31.2% 

2 増加した 86 5.1% 

3 変わらない 1075 63.2% 

99 回答拒否または答えられない 8 0.5% 

総計 1700 100.0% 

 

F4-0 総計（N＝1700） 

 

 

F4-1 男女別（N＝1692） 

 

 

  

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

減少した

増加した

変わらない

回答拒否または答えられない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

減少した 増加した 変わらない
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F4-2 年齢別（N＝1692） 

 

 

F4-3 収入別（N＝1575） 

 

 

F4-4 居住地域別（N＝1683） 

 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-24歳

25-34歳

35-44歳

45-54歳

55歳以上

減少した 増加した 変わらない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 Low

2

3

4

5 High

悪くなった 良くなった 変わっていない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 モスクワ市、サンクトペテルブルグ市

2 共和国または地域の中心都市、大都市

3 地区の中心地域、中小規模の都市

4 都市型集落

5 農村

減少した 増加した 変わらない
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F5.（Q50.）コロナウイルス感染症の拡大により、あなたの仕事の状況はどのように変化しまし

たか？（複数回答） 

 

 実数 比率 

Q50_1_退職または転職した 162 9.4% 

Q50_2_週の労働日の半分以上をオンライン勤務するようになった 104 6.0% 

Q50_3_通勤・通学のラッシュアワーを避けるようになった 33 1.9% 

Q50_4_出張の回数が半分以下になった 71 4.1% 

Q50_5T_その他（具体的に） 98 5.7% 

Q50_6_何も変わっていない 892 51.6% 

Q50_7_パンデミック前とパンデミック中は仕事をしなかった 365 21.1% 

Q50_99_回答拒否または答えられない 3 0.2% 

総計 1728 100.0% 

 

Q50_5T_その他の回答例： 

労働時間が減少した。給与が減った。年金生活なので変わらない。個人事業が潰れた。個人事

業を始めた。労働時間が増えた。住宅のリフォームをする人が増えた。出稼ぎ вахтовый期間が

長くなった／出稼ぎの際に検閲期間ができた。解雇された／企業が倒産した。副業を探してい

る。 

 

図 F5-0 総計（N＝1728） 

 

 

  

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

Q50_1_退職または転職した

Q50_2_週の労働日の半分以上をオンライン勤…

Q50_3_通勤・通学のラッシュアワーを避ける…

Q50_4_出張の回数が半分以下になった

Q50_5T_その他（具体的に）

Q50_6_何も変わっていない

Q50_7_パンデミック前とパンデミック中は仕…

Q50_99_回答拒否または答えられない
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図 F5-1 男女別（N＝1728） 

 

 

図 F5-2 年齢別（N＝1728） 

 

 

図 F5-3 収入別（N＝1605） 

 

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%

男性 女性

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%

18-24歳 25-34歳 35-44歳 45-54歳 55歳以上

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%

1 Low 2 3 4 5 High
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図 F5-4 居住地域別（N＝1719） 

 

 

F6.（Q51.）新型コロナ感染症感染拡大によりかける時間数が増えたものをチェックして下さ

い。（複数回答） 

 

実数 比率 

Q51_1_仕事 136 7.1% 

Q51_2_家族との時間 346 18.0% 

Q51_3_親戚との付き合い 145 7.5% 

Q51_4_近所との付き合い 33 1.7% 

Q51_5_余暇・レクリエーション・スポーツ 148 7.7% 

Q51_6_ボランティア活動 22 1.1% 

Q51_7_新しい知識や技術を身につけること 162 8.4% 

Q51_8T_その他（具体的に） 51 2.7% 

Q51_9_費やす時間は変わっていない 869 45.2% 

99 Q51_99_回答拒否または答えられない 12 0.6% 

総計 1924 100.0% 

Q51_8T その他の内容：新しい職探し、家事、療養、友達との付き合い、など。 

 

  

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

1 モスクワ市、サンクトペテルブルグ市 2 共和国または地域の中心都市、大都市

3 地区の中心地域、中小規模の都市 4 都市型集落

5 農村
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図 F6-0 総計（N＝1924） 

 
 

図 F6-1 男女別（N＝1924） 

 

 

図 F6-2 年齢別（N＝1924） 
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図 F6-3 収入別（N＝1792） 

 

 

図 F6-4 居住地域別（N＝1911） 

 

 

F7.（Q52.）あなたは新型コロナ感染症に対するワクチンの有効性を信用していますか。1つ選

んでください。 

 

実数（人） 比率 

1 絶対的に信用している 345 20.3% 

2 どちらかといえば信用している 642 37.8% 

3 どちらかといえば信用していない 311 18.3% 

4 全く信用していない 355 20.9% 

99 無回答、回答拒否 47 2.8% 

総計 1700 100.0% 

 

図 F7-0 総計（N＝1700） 
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3 地区の中心地域、中小規模の都市 4 都市型集落

5 農村
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図 F7-1 男女別（N＝1653） 

 

 

図 F7-2 年齢別（N＝1653） 
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図 F7-3 収入別（N＝1537） 

 

 

図 F7-4 居住地域別（N＝1646） 

 

 

F8.（Q53.）政府のコロナウイルス感染症対策は、あなた個人にとってどの程度有効でしたか？

1 がまったく有効ではなく、5 がきわめて有効であるとして、1～5 の尺度で評価してください。 

 

 実数（人） 比率（％） 

1 まったく有効ではなかった 267 15.7 

2 156 9.2 

3 421 24.8 

4 393 23.1 

5 きわめて有効であった 397 23.4 

99 無回答 66 3.9 

総計 1700 100.0 
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図 F8-0 総計（N=1700） 

 

 

図 F8-1 男女別（N=1634） 

 
 

図 F8-2 年齢別（N=1634） 
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図 F8-3 収入別（N=1522） 

 

 

図 F8-4 居住地域別（N=1625） 
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F9.（Q54.）パンデミック時にさまざまな人々や組織から提供された物質的支援策は、あなた自

身やあなたの家族にとってどの程度有効でしたか？1：まったく有効ではない、5：きわめて有

効である、として 1～5の尺度で評価してください。0 は支援を受けていないものとします。 

 
  

0
 

支
援
を
受
け

て
い
な
い 

1
 

ま
っ
た
く
有

効
で
は
な
い 

2 3 4 5
 

き
わ
め
て
有

効
で
あ
る 

無
回
答 

総
計 

1 政府 
実数 296 406 149 278 216 315 40 1700 

比率 17.4 23.9 8.8 16.4 12.7 18.5 2.4 100.0

2 地方自治体 
実数 474 619 150 192 118 92 55 1700 

比率 27.9 36.4 8.8 11.3 6.9 5.4 3.2 100.0

3 企業 
実数 499 525 117 192 125 118 124 1700 

比率 29.4 30.9 6.9 11.3 7.4 6.9 7.3 100.0

4 地域社会 
実数 527 628 136 176 67 76 90 1700 

比率 31.0 36.9 8.0 10.4 3.9 4.5 5.3 100.0

5 近所の人 
実数 481 513 109 218 143 160 76 1700 

比率 28.3 30.2 6.4 12.8 8.4 9.4 4.5 100.0

6 自発的組織・

非営利団体 

実数 597 585 91 124 97 96 110 1700 

比率 35.1 34.4 5.4 7.3 5.7 5.6 6.5 100.0

7 友人・知人 
実数 421 306 90 238 293 301 51 1700 

比率 24.8 18.0 5.3 14.0 17.2 17.7 3.0 100.0

8 家族・親戚 
実数 235 166 34 136 284 801 44 1700 

比率 13.8 9.8 2.0 8.0 16.7 47.1 2.6 100.0
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図 F9-0 総計（N＝1700） 

 

 

F9-1 政府 

図 F9-1-1 男女別（N=1660） 

 

 

図 F9-1-2 年齢別（N＝1660） 
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図 F9-1-3 収入別（N＝1547） 

 

 

図 F9-1-4 居住地域別（N＝1651） 

 
 

F9-2 地方自治体 

図 F9-2-1 男女別（N=1645） 
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F9-2-2 年齢別（N=1645） 

 

 

F9-2-3 収入別（N=1536） 

 
 

F9-2-4 居住地域別（N=1636） 
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F9-3 企業 

F9-3-1 男女別（N=1576） 

 

 

F9-3-2 年齢別（N=1576） 

 
 

F9-3-3 収入別（N=1466） 
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F9-3-4 居住地域別（N=1567） 

 

 

F9-4 地域社会 

F9-4-1 男女別（N=1610） 

 

 

F9-4-2 年齢別（N=1610） 
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F9-4-3 収入別（N=1502） 

 

 

F9-4-4 居住地域別（N=1601） 

 

 

F9-5 近所の人 
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F9-5-2 年齢別（N=1624） 

 

 

F9-5-3 収入別（N=1513） 

 

 

F9-5-4 居住地域別（N=1615） 
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F9-6 自発的組織・非営利団体 

F9-6-1 男女別（N=1590） 

 

 

F9-6-2 年齢別（N=1590） 

 

 

F9-6-3 収入別（N=1482） 
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F9-6-4 居住地域別（N=1582） 
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F9-7-2 年齢別（N=1649） 
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F9-7-3 収入別（N=1536） 

 

 

F9-7-4 居住地域別（N=1640） 
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F9-8-2 年齢別（N=1656） 

 

 

F9-8-3 収入別（N=1544） 

 

 

F9-8-4 居住地域別（N=1647） 
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G. 社会政治的態度 

Gはロシア政府の政策に対する態度や評価に関する質問である。 

G1（Q55）は、政府による所得格差の是正についてどう考えるかを尋ねている。全体では「完

全に賛成」がほぼ 5割、「どちらかと言えば賛成」を合わせると 63.5％であった。日本側調査

の同様の質問では、賛成派が 46％であったことと比べても、非常に再分配志向が強いと言え

る。属性別では、年齢が上がるほど再分配志向は強くなり、また所得が上がるほど反対意見が

多くなる。 

過去 5年間のロシア政府の政策に対する評価を尋ねたのが G2（Q56）で、①雇用機会の創出、

②経済格差の縮小、③景気刺激、④インフラ整備、⑤国の安全保障、⑥教育・科学技術振興、

⑦医療システムの発展、⑧環境対策という 8つ分野についての評価を聞いている。全体として

は、最も評価が高いのが国の安全保障で、過半数が肯定的に捉えている。次いでインフラ整備

も約 46％が肯定的に評価している。反対に最も評価が低いのは経済格差の縮小で、45%の人が否

定的に捉えている。肯定的評価と否定的評価のバランスで見ると、雇用機会の創出と教育・科

学技術振興はわずかに肯定評価が多く、医療システムの発展や環境対策では否定的評価が肯定

的評価を上回っている。 

 政策ごとに属性別の評価を見ていくと、①雇用機会の創出については、女性、高齢者、低所

得層、農村で評価がより高くなっている。全体では否定的な評価が多かった②経済格差の縮小

については、24〜54 歳の現役労働世代で辛い評価が多く、また高所得層や大都市の住民の否定

的評価が高くなる傾向がある。再分配が大きいことに対する不満なのか小さいことに対する不

満なのかは、この結果からは明らかではない。③景気刺激策については、全体では否定派が

34.3％、肯定派が 30.9％で、若干否定的な評価が多いが、属性別ではとくに男性、高齢者以外

の現役世代、高所得層で不満が大きくなっており、年金生活者以外では不満の方が大きいと考

えられる。④インフラ整備については、年齢が上がるほど良い評価が増えている。⑤国の安全

保障に関しては、回答者の 6割が「良い」「極めて良い」と評価しており、高齢者、低所得、

農村で評価が高くなる傾向にある。これは大統領への支持層とも重なる。⑥教育・科学技術振

興については、全体として肯定的評価と否定的評価にあまり大きな差はないものの、女性、高

齢者、低所得層、農村で比較的肯定的な評価が多くなっている。⑦医療システムの発展につい

ては、全体では若干否定的な評価の方が多いが、属性別で見ると、低所得層の方が高所得層よ

り満足している人が多く、また医療システムがより整っていると思われる大都市よりも農村の

方で満足度が高くなっている。最後に、⑧環境対策では、男性、若者、高所得層ほど否定的な

回答が多くなっている。 
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G1.（Q55）あなたは「政府が人々の間の所得格差を減ずるべき」という意見に賛成しますか。 

1－5 で評価してください。 

 

 実数（人） 比率（％） 

1 全く反対 203 11.9 

2 どちらかといえば反対 85 5.0 

3 賛成でも反対でもない 275 16.2 

4 どちらかといえば賛成 235 13.8 

5 完全に賛成 845 49.7 

6 回答拒否または答えられない 57 3.4 

総計 1700 100.0 

 

図 G1-0 総計（N＝1700） 

 
 

図 G1-1 男女別（N=1643） 

 

 

図 G1-2 年齢別（N=1643） 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

1 全く反対

2 どちらかといえば反対

3 賛成でも反対でもない

4 どちらかといえば賛成

5 完全に賛成

6回答拒否または答えられない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

1 全く反対 2 どちらかといえば反対 3 賛成でも反対でもない

4 どちらかといえば賛成 5 完全に賛成
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図 G1-3 収入別（N=1531） 

 
 

図 G1-4 居住地域別（N=1635） 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-24歳

25-34歳

35-44歳

45-54歳
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1 全く反対 2 どちらかといえば反対 3 賛成でも反対でもない

4 どちらかといえば賛成 5 完全に賛成
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4

5 High

1 完全に反対 2 どちらかといえば反対 3 賛成でも反対でもない

4 どちらかといえば賛成 5 完全に賛成

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 モスクワ市、サンクトペテルブルグ市

2 共和国または地域の中心都市、大都市

3 地区の中心地域、中小規模の都市

4 都市型集落

5 農村

1 全く反対 2 どちらかといえば反対 3 賛成でも反対でもない

4 どちらかといえば賛成 5 完全に賛成
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G2.（Q56）この 5 年間のロシア政府の政策に関してあなたはどのように評価しますか。項目ご

とに 1 つ選んでください。 

 
  

 
極めて

悪い 
悪い 

良くも

悪くも

ない 

良い 
極めて

良い 

答えら

れない 
総計 

1 雇用機会の創出 
実数 337 166 430 275 353 139 1700 

比率 19.8% 9.8% 25.3% 16.2% 20.8% 8.2% 100.0% 

2 経済格差の縮小 
実数 503 264 426 155 182 170 1700 

比率 29.6% 15.5% 25.1% 9.1% 10.7% 10.0% 100.0% 

3 景気刺激 
実数 363 220 421 290 235 171 1700 

比率 21.4% 12.9% 24.8% 17.1% 13.8% 10.1% 100.0% 

4 インフラ整備 
実数 242 191 381 419 359 108 1700 

比率 14.2% 11.2% 22.4% 24.6% 21.1% 6.4% 100.0% 

5 国の安全保障 
実数 187 122 323 478 491 99 1700 

比率 11.0% 7.2% 19.0% 28.1% 28.9% 5.8% 100.0% 

6 
教育・科学技術

振興 

実数 299 229 415 336 293 128 1700 

比率 17.6% 13.5% 24.4% 19.8% 17.2% 7.5% 100.0% 

7 
医療システムの

発展 

実数 376 259 478 312 228 47 1700 

比率 22.1% 15.2% 28.1% 18.4% 13.4% 2.8% 100.0% 

8 環境対策 
実数 339 260 552 244 207 98 1700 

比率 19.9% 15.3% 32.5% 14.4% 12.2% 5.8% 100.0% 

 

図 G2-0 総計（N＝1700） 

 

 

 

G2（Q56）_1_雇用機会の創出 

図 G2-1-1 男女別（N＝1561） 
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雇用機会の創出
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景気刺激

インフラ整備
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教育・科学技術振興

医療システムの発展

環境対策

極めて悪い 悪い 良くも悪くもない 良い 極めて良い 答えられない
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図 G2-1-2 年齢別（N＝1561） 

 

 

図 G2-1-3 年収別（N＝1457） 

 

 

図 G2-1-4 居住地域別（N＝1553） 
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35-44歳

45-54歳

55歳以上
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極めて悪い 悪い 良くも悪くもない 良い 極めて良い
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G2（Q56）_2_経済格差の縮小 

図 G2-2-1 男女別（N＝1530） 

 

 

図 G2-2-2 年齢別（N＝1530） 

 

 

図 G2-2-3 年収別（N＝1432） 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 モスクワ市、サンクトペテルブルグ市

2 共和国または地域の中心都市、大都市

3 地区の中心地域、中小規模の都市

4 都市型集落

5 農村

極めて悪い 悪い 良くも悪くもない 良い 極めて良い

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18-24歳

25-34歳

35-44歳

45-54歳

55歳以上

極めて悪い 悪い 良くも悪くもない 良い 極めて良い
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図 G2-2-4 居住地域別（N＝1523） 

 

 

G2（Q56）_3_景気刺激 

図 G2-3-1 男女別（N＝1529） 

 
 

図 G2-3-2 年齢別（N＝1529） 
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4 都市型集落

5 農村
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図 G2-3-3 年収別（N＝1431） 

 

 

図 G2-3-4 居住地域別（N＝1522） 

 

 

G2（Q56）_4_インフラ整備 
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4 都市型集落

5 農村

極めて悪い 悪い 良くも悪くもない 良い 極めて良い
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図 G2-4-1 男女別（N＝1952） 

 

 

図 G2-4-2 年齢別（N＝1592） 

 

 

図 G2-4-3 年収別（N＝1487） 

 

 

図 G2-4-4 居住地域別（N＝1585） 
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G2（Q56）_5_国の安全保障 

図 G2-5-1 男女別（N＝1601） 

 

 

図 G2-5-2 年齢別（N＝1601） 

 

 

図 G2-5-3 年収別（N＝1494） 
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図 G2-5-4 居住地域別（N＝1592） 

 

 

G2（Q56）_6_教育・科学技術振興 

図 G2-6-1 男女別（N＝1572） 

 
 

 

図 G2-6-2 年齢別（N＝1572） 
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図 G2-6-3 年収別（N＝1467） 

 

 

図 G2-6-4 居住地域別（N＝1563） 

 

G2（Q56）_7_医療制度の発展 
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図 G2-7-1 男女別（N＝1653） 

 

 

図 G2-7-2 年齢別（N＝1653） 

 

 

図 G2-7-3 年収別（N＝1540） 

 

 

 

図 G2-7-4 居住地域別（N＝1644） 
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G2（Q56）_8_環境対策 

図 G2-8-1 男女別（N＝1602） 

 
 

図 G2-8-2 年齢別（N＝1602） 

 

 

図 G2-8-3 年収別（N＝1497） 
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図 G2-8-4 居住地域別（N＝1593） 
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H. 回答者プロフィール 

最後に、セクション Hでは回答者に対して教育水準、家族構成、収入等についての質問をして

いる。個々のアンケート結果については節末にまとめているので参照されたい。 

まず、H1（Q57-62）では回答者および家族・友人が受けてきた教育に関して問うている。回

答者およびそのパートナーと、彼らの親世代とを比較すると、回答者およびパートナーにおい

て教育水準の向上が確認される。他方、回答者自身の属性と教育水準の関係では、男女間の教

育格差はそれほど大きくないのに対し、所得や居住地域の違いが相対的に強く反映されている。 

H2.1.（Q63）は何人の家族と同居しているかを問うている。回答者のうち一人暮らしは

12.8％であり、家族との同居者は 87％となっている。 

H3（Q65）では家族の収入源について問うている。「主たる勤務先からの給与」および「年金、

手当、扶養手当、国や公的機関からの援助など」の比率が高いが、「故人副業経営、ダーチャ、

家庭菜園」も 26.9％と相対的に高く、ロシアの独自性を示している。 

H4（Q66-Q73）では回答者自身の平均月収について問うている。地域ごとに 5 つの区分を設定

して、自身がどこに区分されるかを示してもらっている。地域にかかわりなく、5 つの月収区分

に該当する人の比率のみを示せば、月収の低い順に、17.6％、17.8％、22.0％、19.2％、

16.3％、6.9％となっている。 

H5（Q74）は家族の他のメンバーが収入源を有しているかについて問うている。回答者の

73.6％が「はい」と回答している。 

H6（Q75）は回答者の財政状況について問うている。「1 年以上生活できる貯蓄がある」は

11.1％であり、日本の数値（42.2％）と比較して大幅に低い。他方、「金融機関からの借入残高

がある」は日本が 7％であるのに対しロシアでは 37.7％と高い。 

H7（Q76）は回答者の現在の雇用形態を問うている。総計では、正社員が約半数、次いで未就

労年金受給者、自営業者の順となっている。所得別で見た場合、所得が高くなるにつれ、正社

員の比率が高くなること、最高位所得層で自営業者の比率が高いことが確認できる。 

H8（Q77）は働いている回答者に対して現在の職種を問うている。総計では、高等教育を前提

とする職務における専門家（23.8％）、高等教育を必要としない職種の従業員（12.9％）、「自営

業」または純粋の家族経営（9.8％）の順となっている。男女別で見た場合に女性の方が「高等

教育を前提とする職務における専門家」の比率が高いこと、所得別では最高位所得層で起業

家・経営者層の比率が高くなっていること、居住地域別では都市規模が大きくなるにつれて起

業家・経営者層の比率が高くなっていることが確認できる。 

H9（Q78）は回答者の仕事が組織および部署の意思決定に与える影響について問うている。当

然ではあるが、所得が高くなるにつれて、組織および部署の意思決定に影響を与えうるとの回

答が多くなっている。 

H10（Q79）は現在の職場での勤続年数を問うている。最も多いのは 1〜5 年の 42.9％で、1 年

未満を合わせると、5 年以内のケースが 50％を超えている。6〜10 年は 20.4%、11〜20 年が

17.2％、勤続 21 年以上は約 1割であった。 

H11（Q80）は現在勤めている会社の所有形態について問うている。総計では、ロシアの民間

企業が 41.5％、（ロシアの）国営企業が 17.5％、外資の民間企業が 0.9％となっている。男女別
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では女性の方が、年齢別では高齢者の方が、それぞれ国営企業に勤務する比率が高いこと、所

得別では所得が高くなるにつれて国営が減って民間企業が増えていること、居住地域別ではモ

スクワ市・サンクトペテルブルグ市および農村において国営企業の比率が高いことが確認でき

る。 

H12（Q81）は転職する機会があれば働きたい組織形態について問うている。総計では、国営

企業、ロシアの民間企業、自営業、個人起業家活動の順となっている。国営企業志向が強いの

は、女性、高齢者、低所得者層、農村に住む人々となっている。 

H13（Q82）は現在住んでいる地域に何年間住んでいるかを問うている。「30 年以上」住んでい

るという回答が最も多く、過半数（54.4％）となった。長期にわたり同じ地域に住んでいる人

が多いことは、近隣住民とのネットワークが強固であることの裏付けになるかもしれない。な

お、居住年数は男女別および居住地域別では大きな差は見られなかったが、所得との関係では

概して所得が高くなるにつれ、現在の地域での居住年数が少なくなる傾向が見られた。 
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H1.(Q57-62）教育について 

どのような教育を受けてきたのか、教えてください。（Q57：あなた、Q58：ご主人・奥様、

Q59：お父さん、Q61：お母さん、Q62：親しい友人） 

 

表 H1-0 総計 
 

あなた ご主人・奥

様 

お父さん お母さん 親しい友人

 
実数 比率 実数 比率 実数 比率 実数 比率 実数 比率

初等教育 7 0.4 7 0.4 129 7.6 127 7.5 6 0.4 

8 年制中学校 53 3.1 25 1.5 110 6.5 110 6.5 16 0.9 

中等普通教育 176 10.4 145 8.5 160 9.4 223 13.1 134 7.9 

中等特殊教育 639 37.6 493 29.0 575 33.8 644 37.9 425 25.0

大学中退 81 4.8 40 2.4 17 1.0 22 1.3 55 3.2 

経済学など人文社

会科学系の大学 

348 20.5 272 16.0 87 5.1 240 14.1 443 26.1

技術系あるいは自

然科学系の大学 

284 16.7 255 15.0 248 14.6 151 8.9 400 23.5

2 つの大学卒、修

士、大学院、博士 

107 6.3 66 3.9 33 1.9 32 1.9 80 4.7 

無回答 5 0.3 42 2.5 341 20.1 151 8.9 87 5.1 

該当者なし  355 20.9 54 3.2 

総計 1700 100 1700 100 1700 100 1700 100 1700 100 

 

 

図 H1-0 総計（N=1700） 

 

 

図 H1-1 回答者自身の学歴_男女別（N=1695） 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

あなた ご主人・奥様 お父さん お母さん 親しい友人

初等教育 8年制中学校

中等普通教育 中等特殊教育

大学中退 経済学など人文社会科学系の大学

技術系あるいは自然科学系の大学 2つの大学卒、修士、大学院、博士

無回答 該当者なし
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図 H1-2 回答者自身の学歴_年齢別（N=1695） 

 

 

図 H1-3 回答者自身の学歴_所得別（N=1576） 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

初等教育 8年制中学校

中等普通教育 中等特殊教育

大学中退 経済学など人文社会科学系の大学

技術系あるいは自然科学系の大学 2つの大学卒、修士、大学院、博士

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18〜24歳

25〜34歳

35〜44歳

45〜54 歳

55歳以上

初等教育 8年制中学校

中等普通教育 中等特殊教育

大学中退 経済学など人文社会科学系の大学

技術系あるいは自然科学系の大学 2つの大学卒、修士、大学院、博士

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 低

2

3

4

5 高

初等教育 8年制中学校

中等普通教育 中等特殊教育

大学中退 経済学など人文社会科学系の大学

技術系あるいは自然科学系の大学 2つの大学卒、修士、大学院、博士
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図 H1-4 回答者自身の学歴_居住地域別（N=1686） 

 

 

H2.1.（Q63）あなたを含め、何人のご家族と同居されていますか？ 

 

表 H2.1-0 総計 

 実数（人） 比率 

1 同居家族がいる 1479 87.0％ 

2 一人暮らし 217 12.8％ 

3 無回答 4 0.2％ 

総計 1700 100.0％ 

 

表 H2.1-1 同居家族の人数 

 実数（人） 比率（％） 

0 1 0.1％ 

1 109 7.4％ 

2 512 34.6％ 

3 379 25.6％ 

4 289 19.5％ 

5 116 7.8％ 

6 38 2.6％ 

7 13 0.9％ 

8 14 0.9％ 

9 4 0.3％ 

10 2 0.1％ 

11 2 0.1％ 

総計 1479 100.0％ 

 

H2.2.（Q64.）（Q63=1 の場合）同居している 18 歳未満の子ども、孫、その他の近親者は何人で

すか？ 

 

表 H2.2-0 総計 

 実数（人）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

モスクワ市、サンクトペテルブルグ市

共和国または地域の中心都市、大都市

地区の中心地域、中小規模の都市

都市型集落

農村

初等教育 8年制中学校

中等普通教育 中等特殊教育

大学中退 経済学など人文社会科学系の大学

技術系あるいは自然科学系の大学 2つの大学卒、修士、大学院、博士
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0 18 歳未満の子、孫、その他の親族がいない、または同居していない場合 - 

1  回答者の言葉から数字を書き出す【q64_1n】。 1426 

2  一人暮らしの場合はチェックを入れてください。 45 

3  無回答 8 

 

表 H2.2-1 同居する子ども等の人数 

 実数（人） 

0 704 

1 352 

2 254 

3 75 

4 27 

5 8 

6 2 

7 3 

8 1 

総計 1426 

 

H3.（Q65.）あなたの収入源は次のうちどれですか？（あなたのご家族に該当するものすべてに

チェックを入れてください）（複数回答） 

 

表 H3-0 総計                       

実数（人） 比率（％）*

1 主たる勤務先からの給与 1132 66.6 

2 年金、手当、扶養手当、国や公的機関からの援助など 817 48.1 

3 自営業からの収入 188 11.1 

4 副業 123 7.2 

5 1 回きりの仕事（日雇い）、非正規の仕事 343 20.2 

6 不動産、賃貸物件、預金利息からの収入 123 7.2 

7 親族、友人、隣人などから受けた援助 186 10.9 

8 個人副業経営、ダーチャ、家庭菜園 458 26.9 

9 その他  22 1.3 

99 無回答 6 0.4 

総数 1700 100.0 

*回答者総数（1700 人）に対する比率 

 

図 H3-0 総計 



197 

 

 

H4.（Q66-Q73.）あなた自身の平均月収（給与、年金、収入など）を教えてください。 

連邦区ごとに所得制限が異なります。 

 

表 H4-0 総計                            （単位：ルーブル） 

 1 2 3 4 5 無回答 

中央連邦管区 

ЦФО 

21,000 未

満 

21,000〜

30,000 

31,000〜 

50,000 

51,000〜 

81,000 

82,000 以

上 

 

140 89 94 55 61 35 

北西連邦管区 

СЗФО 

18,000 未

満 

18,000〜

26,000 

27,000〜

44,000 

45,000〜 

71,000 

72,000 以

上 

 

34 39 32 37 26 11 

南連邦管区 

ЮФО 

12,000 未

満 

12,000〜

17,000 

18,000〜

28,000 

29,000〜 

45,000 

46,000 以

上 

 

19 22 40 43 34 9 

北カフカス連邦管

区 

СКФО 

10,000 未

満 

10,000〜 

14,000 

15,000〜

24,000 

25,000〜 

39,000 

40,000 以

上 

 

10 18 29 20 18 12 

沿ヴォルガ連邦管

区 

ПФО 

12,000 未

満 

12,000〜 

17,000 

18,000〜

28,000 

29,000〜 

46,000 

47,000 以

上 

 

27 48 94 85 67 21 

ウラル連邦管区 

УФО 

17,000 未

満 

17,000〜 

25,000 

26,000〜

42,000 

43,000〜 

68,000 

69,000 以

上 

 

20 27 32 29 17 15 

シベリア連邦管区 

СФО 

14,000 未

満 

14,000〜 

20,000 

21,000〜

34,000 

35,000〜 

55,000 

56,000 以

上 

 

30 41 34 39 40 11 

極東連邦管区 

ДФО 

19,000 未

満 

19,000 〜 

27,000 

28,000〜

47,000 

48,000〜 

75,000 

76,000 以

上 

 

20 18 19 19 14 4 

実数（人） 300 302 374 327 277 118 

比率（%） 17.6 17.8 22.0 19.2 16.3 6.9 

 

0 10 20 30 40 50 60 70

主たる勤務先からの給与

年金、手当、扶養手当、国や公的機関からの援助など

自営業からの収入

副業

1回きりの仕事（日雇い）、非正規の仕事

不動産、賃貸物件、預金利息からの収入

親族、友人、隣人などから受けた援助

個人副業経営、ダーチャ、家庭菜園

その他
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図 H4-0 総計（N＝1698） 

 

 

H5.（Q74.）あなたの家族の他のメンバーは、収入源を持っていますか？ 

 

表 H5-0 総計 

 実数（人） 比率（％） 

1  はい 1252 73.6 

2  いいえ 392 23.1 

99  無回答 56 3.3 

総計 1700 100 

 

  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

中央連邦管区

北西連邦管区

南連邦管区

北カフカス連邦管区

沿ヴォルガ連邦管区

ウラル連邦管区

シベリア連邦管区

極東連邦管区

Low 1 2 3 4 High 5 無回答
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図 H5-0 総計（N＝1700） 

 

 

H6.（Q75.）現在のあなたの家計状況は、次のうちどれに当てはまりますか？自分に合ったもの

を全て選んでください。（複数回答） 

 

表 H6-0 総計 

 実数（人） 比率（％）* 

1 1 年以上生活できる貯蓄がある 188 11.1 

2 短期間でも生活できる資金がある 536 31.5 

3 銀行などの金融機関からの借入残高がある 641 37.7 

4 勤務先からの借入金残高がある 25 1.5 

5 個人に対して多額の借金がある 41 2.4 

6 少額の累積債務がある 97 5.7 

7 家賃の滞納が 2ヶ月以上ある 40 2.4 

8 どれでもない 454 26.7 

99 無回答 20 1.2 

総計 1700 100.0 

*回答者総数に対する比率。 

 

  

1  はい

74%

2  いいえ

23%

99  無回答

3%
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図 H6-0 総計（N＝1700） 

 

 

H7.（Q76.）あなたの現在の雇用形態は？ 

 

表 H7-0 総計 

 実数（人） 比率（％）

1 正社員（働きながら年金ももらっている人、社会人学生も含

む） 

839 49.4 

2 パートタイムの自営業（働きながら年金ももらっている人、社

会人学生も含む） 

87 5.1 

3 自営業、家族経営、農業（自営業者） 183 10.8 

4 無給で働いている（ボランティア、インターンシップ） 2 0.1 

5 働いていない学生 13 0.8 

6 健康上の理由によって働いていない／身体障害者 40 2.4 

7 一時的に失業しているが、仕事を探している。 60 3.5 

8 出産・育児休暇 43 2.5 

9 主婦・育児 31 1.8 

10 未就労年金受給者 362 21.3 

98 その他 30 1.8 

99 無回答 10 0.6 

総計 1700 100 

 

  

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

1 1年以上生活できる貯蓄がある

2 短期間でも生活できる資金がある

3 銀行などの金融機関からの借入残高がある

4 勤務先からの借入金残高がある

5 個人に対して多額の借金がある

6 少額の累積債務がある

7 家賃の滞納が2ヶ月以上ある

8 どれでもない

99 無回答
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図 H7-0 総計（N＝1700） 

 

 

図 H7-1 男女別（N=1690） 

 

 

  

49%

5%

11%0%
1%

2%

3%

3%
2%

21%

2%
1%

1 正社員

2 パートタイムの自営業

3 自営業、家族経営、農業

4 無給で働いている（ボランティア、インターン）

5 働いていない学生

6 健康上の理由によって働いていない／身体障害者

7 一時的に失業しているが、仕事を探している。

8 出産・育児休暇

9 主婦・育児

10 未就労年金受給者

98 その他

99 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

正社員

パートタイムの自営業

自営業、家族経営、農業（自営業者）

無給で働いている（ボランティア、インターンシップ）

働いていない学生

健康上の理由によって働いていない／身体障害者

一時的に失業しているが、仕事を探している。

出産・育児休暇

主婦・育児

未就労年金受給者

その他
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図 H7-2 年齢別（N=1690） 

 

 

図 H7-3 所得別（N=1575） 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18〜24歳

25〜34歳

35〜44歳

45〜54 歳

55歳以上

正社員

パートタイムの自営業

自営業、家族経営、農業（自営業者）

無給で働いている（ボランティア、インターンシップ）

働いていない学生

健康上の理由によって働いていない／身体障害者

一時的に失業しているが、仕事を探している。

出産・育児休暇

主婦・育児

未就労年金受給者

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 低

2

3

4

5 高

正社員

パートタイムの自営業

自営業、家族経営、農業（自営業者）

無給で働いている（ボランティア、インターンシップ）

働いていない学生

健康上の理由によって働いていない／身体障害者

一時的に失業しているが、仕事を探している。

出産・育児休暇

主婦・育児

未就労年金受給者

その他
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図 H7-4 居住地域別（N=1681） 

 

 

H8.（Q77.）（Q76<5 の場合）現在のお仕事について教えてください。複数の職場で働いている人

は、主な収入を得ている仕事を、働いている年金受給者は、現在就いている仕事を教えてくだ

さい。 

 

表 H8-0 総計 

 実数（人） 比率（％）

1 従業員を雇っている起業家 52 4.7 

2 企業・機関の経営者またはサブ経営者 66 5.9 

3 中小企業経営者 100 9.0 

4 高等教育を前提とする職務における専門家（軍士官を含む） 264 23.8 

5 「自営業」または純粋の家族経営 109 9.8 

6 高等教育を必要としない職種の従業員（事務職、保安機関の制

服組、実験室の助手、司書、秘書、受付係などを含む。） 

143 12.9 

7 商業やサービス業に従事する一般労働者 69 6.2 

8  5 類労働者 71 6.4 

9 労働者（3～4類） 61 5.5 

10 作業員（1-2 類、区分外、雑役労働者） 64 5.8 

11 その他 99 8.9 

99  無回答 13 1.2 

総計 1111 100.0 

 

図 H8-0 総計（N＝1111） 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

モスクワ市、サンクトペテルブルグ市

共和国または地域の中心都市、大都市

地区の中心地域、中小規模の都市

都市型集落

農村

正社員

パートタイムの自営業

自営業、家族経営、農業（自営業者）

無給で働いている（ボランティア、インターンシップ）

働いていない学生

健康上の理由によって働いていない／身体障害者

一時的に失業しているが、仕事を探している。

出産・育児休暇

主婦・育児

未就労年金受給者

その他
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図 H8-1 男女別（N=1098） 

 

 

  

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

1 従業員を雇っている起業家

2 企業・機関の経営者またはサブ経営者

3 中小企業経営者

4 高等教育を前提とする職務における専門家…

5 「自営業」または純粋の家族経営

6 高等教育を必要としない職種の従業員（事務…

7 商業やサービス業に従事する一般労働者

8  5類労働者

9 労働者（3～4類）

10 作業員（1-2類、区分外、雑役労働者）

11 その他

99  無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

従業員を雇っている起業家 企業・機関の経営者またはサブ経営者

中小企業経営者 高等教育を前提とする職務における専門家

「自営業」または純粋の家族経営 高等教育を必要としない職種の従業員

商業やサービス業に従事する一般労働者 5類労働者

労働者（3～4類） 作業員（1-2類、区分外、雑役労働者）

その他
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図 H8-2 年齢別（N=1098） 

 

 

図 H8-3 所得別（N=1034） 

 
 

  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18〜24歳

25〜34歳

35〜44歳

45〜54 歳

55歳以上

従業員を雇っている起業家 企業・機関の経営者またはサブ経営者

中小企業経営者 高等教育を前提とする職務における専門家

「自営業」または純粋の家族経営 高等教育を必要としない職種の従業員

商業やサービス業に従事する一般労働者 5類労働者

労働者（3～4類） 作業員（1-2類、区分外、雑役労働者）

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 低

2

3

4

5 高

従業員を雇っている起業家 企業・機関の経営者またはサブ経営者

中小企業経営者 高等教育を前提とする職務における専門家

「自営業」または純粋の家族経営 高等教育を必要としない職種の従業員

商業やサービス業に従事する一般労働者 5類労働者

労働者（3～4類） 作業員（1-2類、区分外、雑役労働者）

その他
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図 H8-4 居住地域別（N=1098） 

 

 

Q76<5 の場合 

H9.（Q78.）現在の仕事にかんして、あなたは... 

 

表 H9-0 総計 

 実数（人） 比率（％） 

1 組織全体の意思決定に影響を与えることができる 255 23.0 

2 部署全体の意思決定に影響を与えることができる 418 37.6 

3 仕事では事実上、あなたの意見に左右されることは何もない 423 38.1 

99 無回答 15 1.4 

総計 1111 100.0 

 

図 H9-0 総計（N＝1111） 

 

図 H9-1 男女別（N=1096） 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

モスクワ市、サンクトペテルブルグ市

共和国または地域の中心都市、大都市

地区の中心地域、中小規模の都市

都市型集落

農村

従業員を雇っている起業家 企業・機関の経営者またはサブ経営者

中小企業経営者 高等教育を前提とする職務における専門家

「自営業」または純粋の家族経営 高等教育を必要としない職種の従業員

商業やサービス業に従事する一般労働者 5類労働者

労働者（3～4類） 作業員（1-2類、区分外、雑役労働者）

その他

0 10 20 30 40 50

1 組織全体の意思決定に影響を与えることができる

2 部署全体の意思決定に影響を与えることができる

3 仕事では事実上、あなたの意見に左右されること

は何もない

99 無回答

（単位：％）
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図 H9-2 年齢別（N=1096） 

 

 

図 H9-3 所得別（N=1028） 

 

 

図 H9-4 居住地域別（N=1096） 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

組織全体の意思決定に影響を与えることができる

部署全体の意思決定に影響を与えることができる

仕事では事実上、あなたの意見に左右されることは何もない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18〜24歳

25〜34歳

35〜44歳

45〜54 歳

55歳以上

組織全体の意思決定に影響を与えることができる

部署全体の意思決定に影響を与えることができる

仕事では事実上、あなたの意見に左右されることは何もない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 低

2

3

4

5 高

組織全体の意思決定に影響を与えることができる

部署全体の意思決定に影響を与えることができる

仕事では事実上、あなたの意見に左右されることは何もない
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H10.（Q79.）（Q76<5 の場合）現在の職場での勤続年数を教えてください。 

 

表 H10-0 総計 

実数（人） 比率 

1 年未満 103 9.5% 

1〜5 年 467 42.9% 

6〜10 年 222 20.4% 

11〜20 年 187 17.2% 

21〜30 年 74 6.8% 

31 年以上 36 3.3% 

総計 1089 100.0% 

 

図 H10-0 総計（N＝1089） 

 
 

H11.（Q80.）（Q76<5 の場合）あなたが働いている会社の所有形態をお答えください。複数の職

場で働いている方は主な収入を得ている仕事を、働いている年金受給者は現在働いている職場

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

モスクワ市、サンクトペテルブルグ市

共和国または地域の中心都市、大都市

地区の中心地域、中小規模の都市

都市型集落

農村

組織全体の意思決定に影響を与えることができる

部署全体の意思決定に影響を与えることができる

仕事では事実上、あなたの意見に左右されることは何もない

9.5%

42.9%

20.4%

17.2%

6.8%

3.3%

1年未満

1〜5年

6〜10年

11〜20年

21〜30年

31年以上
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を記入してください。 

 

表 H11-0 総計 

 実数（人） 比率（％） 

1 国営 297 17.5 

2 ロシアの民間 706 41.5 

3 外資の民間 15 0.9 

4 その他 63 3.7 

99 無回答 30 1.8 

総計 1111 65.4 

 

図 H11-0 総計（N＝1111） 

 

 

図 H11-1 男女別（N=1081） 

 
 

図 H11-2 年齢別（N=1081） 

27%

63%

1%
6%

3%

1 国営

2 ロシアの民間

3 外資の民間

4 その他

99 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

国営 ロシアの民間 外資の民間 その他
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図 H11-3 所得別（N=1017） 

 

 

図 H11-4 居住地域別（N=1075） 

 

 

Q76<5 の場合 

H12.（Q81.）もし転職する機会があれば、どこで働きたいですか？ 

 

表 H12-0 総計 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18〜24歳

25〜34歳

35〜44歳

45〜54 歳

55歳以上

国営 ロシアの民間 外資の民間 その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 低

2

3

4

5 高

国営 ロシアの民間 外資の民間 その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

モスクワ市、サンクトペテルブルグ市

共和国または地域の中心都市、大都市

地区の中心地域、中小規模の都市

都市型集落

農村

国営 ロシアの民間 外資の民間 その他
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 実数（人） 比率（％） 

1 国営（国の予算でまかなわれている）企業 316 28.4 

2 ロシアの民間企業 212 19.1 

3 外資系民間企業 62 5.6 

4 非営利組織 10 0.9 

5 個人起業家活動 177 15.9 

6 自営業 183 16.5 

7 その他 54 4.9 

99 無回答 97 8.7 

総計 1111 100.0 

 

図 H12-0 総計（N＝1111） 

 

 

図 H12-1 男女別（N＝1014） 

 

 

図 H12-2 年齢別（N=1014） 

 

 

図 H12-3 所得別（N=956） 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性

女性

国営企業 ロシアの民間企業 外資系民間企業 非営利組織 個人起業家活動 自営業 その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18〜24歳

25〜34歳

35〜44歳

45〜54 歳

55歳以上

国営企業 ロシアの民間企業 外資系民間企業 非営利組織 個人起業家活動 自営業 その他
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図 H12-4 居住地域別（N=1008） 

 

 

H13.（Q82.）現在お住まいの地域に何年間住んでいますか？ 

 

表 H13-0 総計 

 実数（人） 比率（％） 

1  1 年未満 51 3.0 

2  1～5 年 156 9.2 

3  6～10 年 138 8.1 

4  11～20 年 231 13.6 

5  21～30 年 189 11.1 

6  30 年以上 924 54.4 

99 無回答 11 0.6 

総計 1700 100.0 

 

図 H13-0 総計（N＝1700） 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1 低

2

3

4

5 高

国営企業 ロシアの民間企業 外資系民間企業 非営利組織 個人起業家活動 自営業 その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

モスクワ市、サンクトペテルブルグ市

共和国または地域の中心都市、大都市

地区の中心地域、中小規模の都市

都市型集落

農村

国営企業 ロシアの民間企業 外資系民間企業 非営利組織 個人起業家活動 自営業 その他
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図 H13-1 男女別 （N=1689） 

 

 

図 H13-2 年齢別（N=1689） 

 
 

3.0%

9.2%

8.1%

13.6%

11.1%

54.4%

0.6%

1  1年未満

2  1～5年

3  6～10年

4  11～20年

5  21～30年

6  30年以上

99 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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女性

1年未満 1～5年 6～10年 11～20年 21～30年 30年以上

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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25〜34歳

35〜44歳

45〜54 歳

55歳以上

1年未満 1～5年 6～10年 11～20年 21～30年 30年以上
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図 H13-3 所得別（N=1576） 

 

 

図 H13-4 居住地域別（N=1680） 
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都市型集落
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おわりに 

 

 ロシアのソーシャル・キャピタルは決して低いと評価することはできないが、その独自の姿

は本調査において浮かび上がったと考えられる。この独自の姿は、特定の閉じた社会において

有効なソーシャル・キャピタルの存在を示唆している。 

何よりも、家族・友人といった特定の人びととの交流・結びつき、信頼（特定化信頼）が強

い反面、初対面の人に対する信頼、一般的信頼は低い。このことは、パンデミックに対する反

応でも明確に見出すことができ、年齢にかかわらない。新型コロナ感染症での支援は中央政府

に依存するのだが、それを別にすれば特定化信頼がものを言う。 

人間の本性を悪よりも善として見る見方が強いにもかかわらず、一般的信頼は低く、人びと

は周囲に用心し、その傾向は若年層に強い。もっとも、男性の孤立があること、高齢層が求

職・教育に対する問題を感じておらず自身に降りかかる問題に対する対応に世代間格差がある

こともまた確認される。 

もうひとつ、先進諸国と対照的であるのは、機関・制度への信頼のうち、軍、大統領に対す

る信頼はとびぬけて高いことである。この傾向は世論調査に見られる大統領支持率の高さを追

認するものだが、本調査結果のウクライナ政策に対する 70%を超える支持の大きさもそうした信

頼の裏返しと言えよう。言うまでもなく、高齢者、低所得者ほど支持は大きいが、逆転する階

層がないことも人びとの支持の厚さを示唆する。ただし、その責任の所在にロシア政府を位置

づける見方は、両国政府に責任を求める見解も含めて 4割弱に及ぶ点は、両国の対立の終わり

を考えるうえで興味深い。 

ソーシャル・キャピタルを育む価値観を考えるうえで、本調査では自らが人生を変えること

ができるとするポジティブな見方を圧倒的多数から確認でき、それはネガティブな立ち位置の

日本とは大きな開きがある。しかも、軍事紛争が続いているにもかかわらず多くは生活に満足

しているのだが、経済格差に対する不満が大きく、平等指向が働いているのである。 

ソーシャル・キャピタルのあり方はロシア社会を特徴づけるに十分なものであり、欧米、日

本との比較は権威主義的な硬直社会とは異なる人びとの行動と価値観を示唆していると考え

る。国際比較、その後の推移との比較は今後の課題である。 
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。
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ど
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。
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落
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ー
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団
体
に

関
与

し
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ま
す
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団
体
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政
党
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趣

味
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ク
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ブ

、
ボ
ラ
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テ

ィ
ア
団
体

な
ど

、
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式

に
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立
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た
グ

ル
ー

 
プ

も
あ
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単
に
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期
的
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ま
っ
て

一
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に
仕
事

を
し

た
り
、
さ

ま
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ま
な
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に
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い
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合
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っ
た
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す
る
人

々
の

グ
ル
ー

プ
も

あ
り
ま

す
。

あ
な
た

や
あ

な
た
の
ご

家
族

は
、
こ

の
う

ち
い
く

つ
の

グ
ル
ー

プ
に

所
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す
か
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参
加
団
体
あ
り
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参
加
団
体
あ
り
」
と
答

え
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加
団
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数
を
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だ
さ
い
。

 
2 
参
加
団
体
な
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組
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動
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程

度
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極
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に
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え
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さ

い
。
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р.

) 
10

 д
ру
го
е 

(у
ка
ж
ит
е,

 ч
то

 и
м
ен
но

) 
Q

7_
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T
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Е
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А
Т
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 з
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Т
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y 
fo

r 
th

os
e 

w
ho

 h
av

e 
se

le
ct

ed
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5=
1.

  
 A

3.
 (

Q
7)

. W
hi

ch
 o

f 
th

e 
fo

llo
w

in
g 

or
ga

n
is

at
io

n
s 

h
av

e 
yo

u
 b

ee
n

 m
os

t 
ac

ti
ve

 in
 in

 t
h

e 
la

st
 y

ea
r?

 
 1 

po
li

ti
ca

l p
ar

ty
 

2 
lo

ca
l c

iv
ic

 o
rg

an
iz

at
io

n 
(H

O
A

, e
tc

.)
 

3 
no

n-
pr

of
it

 o
r 

vo
lu

nt
ar

y 
or

ga
ni

za
ti

on
 

4 
pr

of
es

si
on

al
 A

ss
oc

ia
ti

on
 

5 
re

li
gi

ou
s 

or
ga

ni
za

ti
on

 
6 

sc
ho

ol
 o

r 
un

iv
er

si
ty

 a
lu

m
ni

 o
rg

an
is

at
io

n 
7 

or
ga

ni
sa

ti
on

s 
of

 in
te

re
st

 (
fo

r 
ex

am
pl

e,
 c

re
at

iv
e 

or
 s

po
rt

s 
or

ga
ni

sa
ti

on
s)

 
8 

tr
ad

e 
un

io
n 

 
9 

pr
of

es
si

on
al

 b
od

ie
s 

(b
ar

 a
ss

oc
ia

ti
on

s,
 b

an
ki

ng
 

as
so

ci
at

io
ns

, e
tc

.)
 

10
 o

th
er
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ec
if

y)
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7_
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T
 

98
 n

on
e 
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A
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99
 n

o 
an

sw
er

, r
ef

us
e 

to
 a
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w

er
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D
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O

T
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E
A
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Q
5=

1 
を
選
択
さ
れ
た
方
の
み
。

 
A

3.
 (

Q
7)

. こ
の

1 
年

間
で
、

あ
な

た
が
最

も
積

極
的

に
活

動
に
参
加

し
た

組
織
は

以
下

の
う
ち

ど
れ

で
す

か
？

 
 1
政
治
団
体

 
2 
地
縁
組
織
（
住
宅
所
有
者
組
合
な
ど
）

 
3 

N
P

O
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

 
4 
専
門
家
集
団

 
5 
宗
教
団
体

 
6 
学
校
・
大
学
の
同
窓
会

 
7 
趣
味
の
団
体
（
芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
）

 
8.

 労
働
組
合

 
9 
職
業
団
体
（
弁
護
士
会
、
銀
行
協
会
な
ど
）

 
10

そ
の
他
（
具
体
的
に
）

Q
7_

10
T

 
98

 ど
れ
で
も
な
い

 
99

 回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な

い
こ
と
）

 
 

A
4.

 (
Q

8-
 Q

10
10

).
 К
ак
ие

 и
з с
ле
ду
ю
щ
их

 с
уж

де
ни

й 
пр
ав
ил
ьн
о 
оп
ис
ы
ва
ю
т 
от
но
ш
ен
ия

 м
еж

ду
 

лю
дь
м
и 
в 

…
 

 Q
8_
ва
ш
ей

 п
ол
ит
ич
ес
ко
й 
па
рт
ии

? 
Q

10
01

_м
ес
тн
ой

 о
бщ

ес
тв
ен
но
й 
ор
га
ни
за
ци
и,

 в
 

ра
бо
те

 к
от
ор
ой

 В
ы

 у
ча
ст
во
ва
ли

 в
 т
еч
ен
ие

 
по
сл
ед
не
го

 г
од
а?

 
Q

10
02

_в
аш

ей
 н
ек
ом

м
ер
че
ск
ой

 и
ли

 в
ол
он
тё
рс
ко
й 

ор
га
ни
за
ци
и?

 
Q

10
05

_в
аш

ей
 п
ро
ф
ес
си
он
ал
ьн
ой

 а
сс
оц
иа
ци
и?

 
Q

10
06

_в
аш

ей
 р
ел
иг
ио
зн
ой

 о
рг
ан
из
ац
ии

? 
Q

10
07

_в
аш

ей
 о
рг
ан
из
ац
ии

 в
ы
пу
ск
ни
ко
в 
ш
ко
л 
ил
и 

ву
зо
в?

 
Q

10
08

_в
аш

ей
 о
рг
ан
из
ац
ии

 п
о 
ин
те
ре
са
м

? 
Q

10
09

_в
аш

ей
 п
ро
ф
со
ю
зн
ой

 о
рг
ан
из
ац
ии

? 

A
4.

 (
Q

8-
 Q

10
10

).
 W

h
ic

h
 o

f 
th

e 
fo

llo
w

in
g 

st
at

em
en

ts
 c

or
re

ct
ly

 d
es

cr
ib

es
 t

h
e 

re
la

ti
on

sh
ip

s 
b

et
w

ee
n

 p
eo

p
le

 in
 ..

. 
 Q

8_
yo

ur
 p

ol
iti

ca
l p

ar
ty

? 
Q

10
01

_l
oc

al
 c

iv
ic

 o
rg

an
iz

at
io

n 
in

 w
hi

ch
 y

ou
 h

av
e 

be
en

 in
vo

lv
ed

 d
ur

in
g 

th
e 

pa
st

 y
ea

r?
 

Q
10

02
_y

ou
r 

no
n-

pr
of

it
 o

r 
vo

lu
nt

ar
y 

or
ga

ni
sa

ti
on

?
Q

10
05

_y
ou

r 
pr

of
es

si
on

al
 a

ss
oc

ia
ti

on
? 

Q
10

06
_y

ou
r 

re
li

gi
ou

s 
or

ga
ni

za
ti

on
? 

Q
10

07
_y

ou
r 

sc
ho

ol
 o

r 
co

ll
eg

e 
al

um
ni

 
or

ga
ni

za
ti

on
? 

Q
10

08
_y

ou
r 

in
te

re
st

 o
rg

an
iz

at
io

n?
 

Q
10

09
_y

ou
r 

tr
ad

e 
un

io
n?

 
Q

10
10

_y
ou

r 
pr

of
es

si
on

al
 o

rg
an

is
at

io
n?

 
 

A
4.

 (
Q

8-
 Q

10
10

).
次

の
記

述
の

う
ち

、
あ
な

た
が

A
3.

（
Q

7）
で

選
ん

だ
以

下
の
団

体
に

お
け
る

人
間

関
係

を
正

し
く
表
し

て
い

る
の
は

ど
れ

で
す
か

。
 

 1
政
治
団
体

 
2 
地
縁
組
織
（
住
宅
所
有
者
組
合
な
ど
）

 
3 

N
P

O
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

 
4 
専
門
家
集
団

 
5 
宗
教
団
体

 
6 
学
校
・
大
学
の
同
窓
会

 
7 
趣
味
の
団
体
（
芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
）

 
8.

 労
働
組
合

 
9 
職
業
団
体
（
弁
護
士
会
、
銀
行
協
会
な
ど
）

 
10

 あ
な
た
が
所
属
す
る
他
の
団
体
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Q
10

10
_в
аш

ей
 п
ро
ф
ес
си
он
ал
ьн
ой

 о
рг
ан
из
ац
ии

? 
1 
А
бс
ол
ю
тн
о 
вс
е 
чл
ен
ы

 о
рг
ан
из
ац
ии

 и
м
ею

т 
сх
ож

ие
 в
зг
ля
ды

 и
 д
ей
ст
ву
ю
т 
со
гл
ас
ов
ан
но

 
2 
Б
ол
ьш

ин
ст
во

 ч
ле
но
в 
ор
га
ни
за
ци
и 
им

ею
т 
сх
ож

ие
 

вз
гл
яд
ы

 и
 д
ей
ст
ву
ю
т 
со
гл
ас
ов
ан
но

 
3 
Н
еб
ол
ьш

ое
 ч
ис
ло

 ч
ле
но
в 
ор
га
ни
за
ци
и 
им

ею
т 

сх
ож

ие
 в
зг
ля
ды

 и
 д
ей
ст
ву
ю
т 
со
гл
ас
ов
ан
но

 
4 
П
оч
ти

 в
се

 ч
ле
ны

 о
рг
ан
из
ац
ии

 и
м
ею

т 
ра
зн
ы
е 

вз
гл
яд
ы

 и
 н
е 
де
йс
тв
ую

т 
со
гл
ас
ов
ан
но

 
99

 З
/О

 и
ли

 О
Т
К
А
З 

1 
A

bs
ol

ut
el

y 
al

l m
em

be
rs

 o
f 

th
e 

or
ga

ni
sa

ti
on

 h
av

e 
si

m
il

ar
 v

ie
w

s 
an

d 
ac

t i
n 

a 
co

or
di

na
te

d 
w

ay
. 

2 
M

os
t m

em
be

rs
 o

f 
th

e 
or

ga
ni

sa
ti

on
 h

av
e 

si
m

il
ar

 
vi

ew
s 

an
d 

ac
t i

n 
a 

co
or

di
na

te
d 

w
ay

. 
3 

A
 s

m
al

l n
um

be
r 

of
 m

em
be

rs
 o

f 
th

e 
or

ga
ni

sa
ti

on
 

ha
ve

 s
im

il
ar

 v
ie

w
s 

an
d 

ac
t i

n 
a 

co
or

di
na

te
d 

w
ay

. 
4 

A
lm

os
t a

ll
 m

em
be

rs
 o

f 
th

e 
or

ga
ni

sa
ti

on
 h

av
e 

di
ff

er
en

t v
ie

w
s 

an
d 

do
 n

ot
 a

ct
 in

 a
 c

oo
rd

in
at

ed
 

w
ay

. 
99

. N
o 

an
sw

er
, r

ef
us

e 
to

 a
ns

w
er

 
  

 1 
全
員
が
同
じ
よ
う
な
考
え
方
や
行
動
を
し
て
い
る

 
2 
大
部
分
が
同
じ
よ
う
な
考
え
方
や
行
動
を
し
て
い
る

 
3 
少
数
が
同
じ
よ
う
な
考
え
方
や
行
動
を
し
て
い
る

 
4 
ほ
と
ん
ど
全
員
が
異
な
る
考
え
方
や
行
動
を
し
て
い

る
 

99
 回

答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な

い
こ
と
）

 
   

A
5.

 (
Q

9)
. Т

еп
ер
ь 
по
го
во
ри
м

 о
 В
аш

ем
 

по
вс
ед
не
вн
ом

 о
бщ

ен
ии

. У
ка
ж
ит
е,

 п
ож

ал
уй
ст
а,

 
ко
ли
че
ст
во

 ч
ле
но
в 
В
аш

ей
 с
ем
ьи

 и
 

ро
дс
тв
ен
ни

ко
в,

 с
 к
от
ор
ы
м
и 
В
ы

 о
бы

чн
о 

ко
нт
ак
ти
ру
ет
е 
в 
те
че
ни

е 
од
но
го

 д
ня

 л
ич

но
, п
о 

те
ле
ф
он
у 
ил
и 
че
ре
з И

нт
ер
не
т 
бе
з у

чё
та

 т
ех

, с
 

ке
м

 В
ы

 в
м
ес
те

 ж
ив
ёт
е 

 1 
0 

2 
1-

2 
че
ло
ве
ка

 
3 

3-
4 
че
ло
ве
ка

 
4 

5-
9 
че
ло
ве
к 

5 
10

-1
9 
че
ло
ве
к 

6 
бо
ле
е 

20
 ч
ел
ов
ек

 
99

 з
/о

, о
тк
аз
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Н
Е
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А
Ч
И
Т
Ы
В
А
Т
Ь
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A
5.
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Q

9)
. N

ow
 le

t'
s 

ta
lk

 a
b

ou
t 

yo
u

r 
ev

er
yd

ay
 

co
m

m
u

n
ic

at
io

n
. P

le
as

e 
in

d
ic

at
e 

th
e 

n
um

b
er

 o
f 

yo
u

r 
fa

m
ily

 m
em

b
er

s 
an

d
 r

el
at

iv
es

 w
it

h
 w

h
om

 
yo

u
 u

su
al

ly
 h

av
e 

co
n

ta
ct

 in
 o

n
e 

d
ay

 in
 p

er
so

n
, 

b
y 

te
le

p
h

on
e 

or
 v

ia
 t

h
e 

in
te

rn
et

, n
ot

 in
cl

u
d

in
g 

th
os

e 
w

it
h

 w
h

om
 y

ou
 li

ve
 t

og
et

h
er

 
 1 

0 
2 

1-
2 

pe
op

le
 

3 
3-

4 
pe

op
le

 
4 

5-
9 

pe
op

le
 

5 
10

-1
9 

pe
op

le
 

6 
m

or
e 

th
an

 2
0 

pe
op

le
 

99
 n

o 
an

sw
er
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ef

us
e 

to
 a

ns
w

er
 (

D
O
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O

T
 R

E
A

D
)

A
5.

 (
Q

9)
. 普

段
の

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

に
つ

い
て

う
か

が
い
ま
す

。
あ

な
た
が

普
段

、
1 
日

に
直

接
、

 
ま

た
は

電
話
や

イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト

で
連
絡

を
取

っ
て
い

る
ご

家
族
や
親

族
の

人
数
を

お
答

え
く
だ

さ
い

 
（

同
居

し
て
い

る
人

は
含
み

ま
せ

ん
）
。

 
 1 

0 
2 

1～
2
人

 
3 

3-
4
人

 
4 

5-
9
人

 
5 

10
-1

9
人

 
6 

20
人
以
上

 
99

回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な

い
こ
と
）

 

A
6.

 (
Q

10
).

 К
ак

 ч
ас
то

 в
ы

 о
бщ

ае
те
сь

, с
ов
ет
уе
те
сь

 
ил
и 
пр
ос
ит
е 
по
м
ощ

и 
у 
чл
ен
ов

 с
во
ей

 с
ем
ьи

 и
ли

 
бл
из
ки

х 
ро
дс
тв
ен
ни

ко
в?

 З
а 
ис
кл
ю
че
ни

ем
 т
ех

 
из

 н
их

, к
то

 ж
ив
ёт

 в
м
ес
те

 с
 В
ам

и.
 

 1 
ни
ко
гд
а 

(Е
С
Л
И

 Р
ЕС
П
О
Н
ДЕ
Н
Т 
С
К
АЗ
АЛ

, Ч
ТО

 
не
т

 р
од
ст
ве
нн
ик
ов

, О
ТМ

ЕТ
ЬТ
Е 
ЭТ
О
Т 
ВА
РИ
АН
Т)

2 
од
ин

 р
аз

 в
 г
од

 и
ли

 р
аз

 в
 н
ес
ко
ль
ко

 л
ет

 
3 
ра
з 
в 
м
ес
яц

 и
ли

 н
ес
ко
ль
ко

 р
аз

 в
 г
од

 

A
6.

 (
Q

10
).

 H
ow

 o
ft

en
 d

o 
yo

u
 c

om
m

u
n

ic
at

e,
 

se
ek

 a
d

vi
ce

 o
r 

h
el

p
 f

ro
m

 y
ou

r 
fa

m
il

y 
m

em
b

er
s 

or
 c

lo
se

 r
el

at
iv

es
? 

E
xc

ep
t 

fo
r 

th
os

e 
w

h
o 

li
ve

 
w

it
h

 y
ou

. 
 1 

N
ev

er
 (

IF
 T

H
E

 R
E

S
P

O
N

D
E

N
T

 S
A

Y
S

 N
O

 
R

E
L

A
T

IV
E

S
, A

C
C

E
P

T
 T

H
IS

 O
P

T
IO

N
) 

2 
O

nc
e 

a 
ye

ar
 o

r 
on

ce
 e

ve
ry

 f
ew

 y
ea

rs
 

3 
on

ce
 a

 m
on

th
 o

r 
m

or
e 

th
an

 o
nc

e 
a 

ye
ar

 

A
6.

 (
Q

10
).
あ
な

た
は

普
段
、

ど
の

程
度
の

頻
度

で
家

族
や

親
族
と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
を
と

っ
た

り
、

 
ア

ド
バ

イ
ス
や

助
け

を
求
め

た
り

し
ま
す

か
？

（
同
居

家
族

は
除
く
）

 
 1 
全
く
な
い
（
も
し
く
は
親
族
が
い
な
い
）

 
2 

1
年
に

1
回
〜
数
年
に

1
回
程
度

 
3
月

1
回
〜
年
に
数
回
程
度
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4 
ра
з 
в 
не
де
лю

 и
ли

 н
ес
ко
ль
ко

 р
аз

 в
 м
ес
яц

 
5 
ка
ж
ды

й 
де
нь

 и
ли

 н
ес
ко
ль
ко

 р
аз

 в
 н
ед
ел
ю

 
 

99
 з
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Н
Е
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А
Ч
И
Т
Ы
В
А
Т
Ь

) 
 

4 
on

ce
 a

 w
ee

k 
or

 m
or

e 
th

an
 o

nc
e 

a 
m

on
th

 
5 

ev
er

y 
da

y 
or

 s
ev

er
al

 ti
m

es
 a

 w
ee

k 
 

99
 n

o 
an

sw
er

, r
ef

us
e 

to
 a

ns
w

er
 (

D
O

 N
O

T
 R

E
A

D
)

4 
週
に

1
回
〜
月
に
数
回
程
度

 
5
毎
日
〜
週
に
数
回
程
度

 
99

回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な

い
こ
と
）

 
A

7.
 (

Q
11

).
 С
ре
ди

 В
аш

их
 с
ос
ед
ей

 с
ко
ль
ко

 т
ех

, с
 

ке
м

 В
ы

 о
бы

чн
о 
зд
ор
ов
ае
те
сь

? 
 1 

0 
че
ло
ве
к 

 
2 

1-
4 
че
ло
ве
к 

 
3 

5-
9 
че
ло
ве
к 

 
4 

10
-1

9 
че
ло
ве
к 

 
5 

20
 ч
ел
ов
ек

 и
 б
ол
ее

 
 

99
 з

/о
, о
тк
аз
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Н
Е
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А
Ч
И
Т
Ы
В
А
Т
Ь
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A
7.

 (
Q

11
).

 A
m

on
g 

yo
u

r 
ne

ig
h

b
ou

rs
, h

ow
 m

an
y 

p
eo

p
le

 d
o 

yo
u

 u
su

al
ly

 s
ay

 h
el

lo
 t

o?
 

 1 
0 

pe
op

le
 

 
2 

1-
4 

pe
op

le
 

 
3 

5-
9 

pe
op

le
 

 
4 

10
-1

9 
pe

op
le

 
 

5 
20

 p
eo

pl
e 

or
 m

or
e 

 
99

 n
o 

an
sw

er
, r

ef
us

e 
to

 a
ns

w
er
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D

O
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O
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E

A
D

)

A
7.

 (
Q

11
).

 あ
い

さ
つ

程
度
の

付
き

合
い
が

あ
る

近
所

の
人

は
、
何
人

く
ら

い
い
ま

す
か

？
 

 1 
0
人

 
 

2 
1～

4
人

 
 

3 
5-

9
人

  
4 

10
人
～

19
人

 
 

5 
20

人
以
上

 
99

回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な

い
こ
と
）

 
A

8.
 (

Q
12

).
 А

 у
 с
ко
ль
ки

х 
со
се
де
й 
В
ы

 м
ож

ет
е 

по
пр
ос
ит
ь 
со
ве
та

 и
ли

 п
ом

ощ
и 
в 
сл
уч
ае

 
не
об
хо
ди
м
ос
ти

? 
 1 

0 
че
ло
ве
к 

2 
1-

2 
че
ло
ве
ка

 
3 

3-
4 
че
ло
ве
ка

 
4 

5-
9 
че
ло
ве
к 

5 
бо
ле
е 

10
 ч
ел
ов
ек

 
99

 з
/о

, о
тк
аз

 (
Н
Е

 З
А
Ч
И
Т
Ы
В
А
Т
Ь

) 
 

A
8.

 (
Q

12
).

 H
ow

 m
an

y 
n

ei
gh

b
ou

rs
 c

an
 y

ou
 a

sk
 

fo
r 

ad
vi

ce
 o

r 
h

el
p

 in
 c

as
e 

of
 n

ee
d

? 
 1 

0 
pe

op
le

 
2 

1-
2 

pe
rs

on
s 

3 
3-

4 
pe

rs
on

s 
4 

5 
9 

pe
op

le
 

5 
m

or
e 

th
an

 1
0 

pe
op

le
 

99
 n

o 
an

sw
er

, r
ef

us
e 

to
 a

ns
w

er
 (

D
O

 N
O

T
 R

E
A

D
)

A
8.

 (
Q

12
).

 困
っ

た
と

き
に
相

談
や

頼
み
事

が
で

き
る

近
所

の
人
は
、

何
人

く
ら
い

い
ま

す
か
？

 
 1 

0
人

 
2 

1-
2
人

 
3 

3-
4
人

 
4 

5 
9
人

 
5 

10
人
以
上

 
99

回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な

い
こ
と
）

 
A

9.
 (

Q
13

).
 С
ко
ль
ко

 у
 В
ас

 б
ли
зк
их

 д
ру
зе
й,

 с
 

ко
то
ры

м
и 
В
ы

 д
ел
ит
ес
ь 
по
др
об
но
ст
ям

и 
ва
ш
ей

 
ли

чн
ой

 ж
из
ни

 и
ли

 п
ро
си
те

 с
ов
ет
а 
ил
и 
по
м
ощ

и 
в 
тр
уд
ны

х 
ж
из
не
нн

ы
х 
си
ту
ац
ия
х?

 
 1 

0 
че
ло
ве
к 

2 
1-

2 
че
ло
ве
ка

 
3 

3-
4 
че
ло
ве
к 

4 
5-

9 
че
ло
ве
к 

5 
10

-1
9 
че
ло
ве
к 

A
9.

 (
Q

13
).

 H
ow

 m
an

y 
cl

os
e 

fr
ie

n
d

s 
d

o 
yo

u
 h

av
e 

w
it

h
 w

h
om

 y
ou

 s
h

ar
e 

d
et

ai
ls

 o
f 

yo
u

r 
p

er
so

n
al

 
li

fe
 o

r 
as

k
 f

or
 a

d
vi

ce
 o

r 
h

el
p

 in
 d

if
fi

cu
lt

 
si

tu
at

io
n

s?
 

 1 
0 

pe
rs

on
s 

2 
1-

2 
pe

rs
on

s 
3 

3 
3 

4 
pe

op
le

 
4 

5-
9 

pe
op

le
 

5 
10

-1
9 

pe
op

le
 

A
9.

 (
Q

13
).

 あ
な

た
に

は
、
プ

ラ
イ

ベ
ー
ト

な
こ

と
を

話
し

た
り
、
困

難
な

状
況
に

あ
る

と
き
に

助
言

や
助
け

を
求

め
た
り
で

き
る

親
し
い

友
人

が
何
人

い
ま

す
か
？

 
 1 

0
人

 
2 

1-
2 
人

 
3 

3 
4
人

 
4 

5-
9
人

 
5 

10
-1

9
人
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6 
20

-4
9 
че
ло
ве
к 

7 
50

-9
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че
ло
ве
к 
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10
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бо
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че
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ве
к 
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Ь
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6 
20

-4
9
人

 
7 

50
-9

9
人

 
8 

10
0
人
以
上

 
99

回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な

い
こ
と
）

 
A

10
. (

Q
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).
 К
ак

 ч
ас
то

 В
ы

 п
ро
си
те

 с
ов
ет
а 
ил
и 

по
м
ощ

и 
у 
св
ои
х 
др
уз
ей

 и
 зн

ак
ом

ы
х,

 и
ск
лю

ча
я 

ко
лл
ег

 п
о 
ра
бо
те

? 
 1 
ни
ко
гд
а 

(Е
С
Л
И

 у
 р
ес
по
нд
ен
т
а 
не
т

 т
ак
их

 д
ру
зе
й 

и 
зн
ак
ом
ы
х,

 О
ТМ

ЕТ
ЬТ
Е 
ЭТ
О
Т 
ВА
РИ
АН
Т)

 
2 
од
ин

 р
аз

 в
 г
од

 и
ли

 р
аз

 в
 н
ес
ко
ль
ко

 л
ет

 
3 
ра
з 
в 
м
ес
яц

 и
ли

 н
ес
ко
ль
ко

 р
аз

 в
 г
од

 
4 
ра
з 
в 
не
де
лю

 и
ли

 н
ес
ко
ль
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 р
аз

 в
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ес
яц

 
5 
ка
ж
ды

й 
де
нь

 и
ли

 н
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ко
ль
ко

 р
аз

 в
 н
ед
ел
ю
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Q

14
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 H
ow

 o
ft

en
 d

o 
yo

u
 a

sk
 f

or
 a

d
vi

ce
 o

r 
h

el
p

 f
ro

m
 y

ou
r 

fr
ie

n
d

s 
an

d
 a

cq
u

ai
n

ta
nc

es
, 

ex
cl

u
d

in
g 

w
or

k
 c

ol
le

ag
u

es
? 

 1 
N

ev
er

 (
IF

 th
e 

re
sp

on
de

nt
 d

oe
s 

no
t h

av
e 

su
ch

 
fr

ie
nd

s 
an

d 
ac

qu
ai

nt
an

ce
s,

 M
A

R
K

 T
H
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O
P

T
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N
) 

2 
O
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e 

a 
ye

ar
, o

r 
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ce
 e

ve
ry

 f
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ea

rs
 

3 
O

nc
e 

a 
m
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th

 o
r 

m
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e 
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e 
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ye
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4 
on

ce
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 w
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k 
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e 
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a 
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th

 
5 
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er
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99
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10
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Q

14
).

 あ
な

た
は
普
段

、
ど

の
程
度

の
頻

度
で

友
人

・
知
人
（

仕
事

仲
間
を

除
く

）
と
、

相
談

や
頼

 
み

事
と

い
っ
た

付
き

合
い
を

さ
れ

て
い
ま

す
か

？
 

 1 
全
く
な
い
（
も
し
く
は
友
人
・
知
人
が
い
な
い
）

 
2 

1
年
に

1
回
〜
数
年
に

1
回
程
度

 
3
月

1
回
〜
年
に
数
回
程
度

 
4 
週
に

1
回
〜
月
に
数
回
程
度

 
5
毎
日
〜
週
に
数
回
程
度

 
99

回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な

い
こ
と
）
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Q
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 К
ак
им
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бр
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ом

 В
ы

 ч
ащ

е 
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ег
о 
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нт
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ру
ет
е 
со

 с
во
им

и 
др
уз
ья
м
и 
и 

 
зн
ак
ом

ы
м
и?

 
 1 
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 л
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но
й 
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тр
еч
е 

2 
по

 т
ел
еф
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у 

3 
по

 э
ле
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ро
нн
ой

 п
оч
те

 
4 
в 
со
ци
ал
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ы
х 
се
тя
х 

5 
пр
оч
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ит
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то
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но
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Q

15
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T
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Q
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 H
ow
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o 

yo
u

 m
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t 
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te
n

 h
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e 
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n
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h
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ou

r 
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 p
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2 
by

 p
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l 

4 
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ia
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A
11

. (
Q

15
).

 友
人

・
知
人
と

は
、

ど
の
よ

う
に

接
す

る
こ

と
が
多
い

で
す

か
？

 
 1 
対
面

 
2 
電
話

 
3 
電
子
メ
ー
ル

 
4 

S
N

S
 

5 
そ
の
他
（
具
体
的
に

) 
Q

15
_5

T
 

99
回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な

い
こ
と
）

 
A
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. (

Q
16

).
 Ч
то

 и
з н

иж
еп
ер
еч
ис
ле
нн

ог
о 

ха
ра
кт
ер
из
уе
т 
лю

де
й 
из

 В
аш

ег
о 
кр
уг
а 
об
щ
ен
ия

, 
ис
кл
ю
ча
я 
ро
дс
тв
ен
ни

ко
в?

 
 1 
в 
м
ое
м

 к
ру
гу

 о
бщ

ен
ия

 б
ол
ьш

е 
лю

де
й,

 к
от
ор
ы
е 

вы
ш
е 
м
ен
я 
по

 с
та
ту
су

 
2 
в 
м
ое
м

 к
ру
гу

 о
бщ

ен
ия

 б
ол
ьш

е 
лю

де
й 
с 

од
ин
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ов
ы
м

 с
о 
м
но
й 
ст
ат
ус
ом

 

A
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Q

16
).

 W
h

ic
h

 o
f 

th
e 

fo
ll

ow
in

g 
b

es
t 

ch
ar

ac
te

ri
ze

s 
p

eo
p

le
 in

 y
ou

r 
so

ci
al

 c
ir

cl
e,

 
ex

cl
u

d
in

g 
re

la
ti

ve
s?

 
 1 

th
er

e 
ar

e 
m

or
e 

pe
op

le
 in

 m
y 

so
ci

al
 c
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e 
w

ho
 

ar
e 

hi
gh

er
 in

 s
ta

tu
s 

th
an

 m
e 

2 
th

er
e 

ar
e 

m
or

e 
pe

op
le

 o
f 

th
e 

sa
m

e 
st

at
us

 in
 m

y 
ne

tw
or

k 

A
12

. (
Q

16
).

 あ
な

た
が
親
族

以
外

で
日
常

的
に

よ
く

お
付

き
合
い
を

し
て

い
る
人

た
ち

に
つ
い

て
、

以
 

下
の

う
ち
ど
の

記
述

が
も
っ

と
も

よ
く
当

て
は

ま
り
ま

す
か

？
 

 1 
私
よ
り
も
地
位
の
高
い
人
が
多
い

 
2 
私
と
地
位
が
ほ
ぼ
同
じ
人
が
多
い

 



2
2
9
 

3 
в 
м
ое
м

 к
ру
гу

 о
бщ

ен
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 б
ол
ьш

е 
лю

де
й,
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от
ор
ы
е 
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ж
е 
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ен
я 
по
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ту
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А
Ч
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Т
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А
Т
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op
le

 b
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 m
y 
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or
k 

99
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e 
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w
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D
O
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O

T
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E
A

D
)

3 
私
よ
り
も
地
位
の
低
い
人
が
多
い

 
99

回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な

い
こ
と
）

 

A
13

. (
Q
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).

 Е
ст
ь 
ли

 у
 В
ас

 р
од
ст
ве
нн

ик
и,

 д
ру
зь
я 

ил
и 
зн
ак
ом

ы
е 
пр
ед
ст
ав
ит
ел
и 
сл
ед
ую

щ
их

 
пр
оф

ес
си
й?
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бр
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; 0
=
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ы
бр
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] 
 Q

17
_1

_ 
пр
еп
од
ав
ат
ел
ь 
ву
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Q

17
_2

_ 
ад
во
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т 

Q
17
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ра

 
Q

17
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ог
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м
м
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т 

Q
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 _
ш
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ел
ь 

Q
17
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во
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те
ль
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а 
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и 

Q
17
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со
тр
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к 
по
ли
ци
и 

Q
17

_8
_ 
по
ли
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к 

Q
17

_9
_ 
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да
рс
тв
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ны

й 
ил
и 
м
ун
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ип
ал
ьн
ы
й 

сл
уж

ащ
ий

 
Q

17
_1

0_
ди
ре
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ор

 п
ре
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ри
ят
ия

 
99

 Q
17
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, о
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Н
Е
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А
Ч
И
Т
Ы
В
А
Т
Ь

) 
 

A
13

. (
Q

17
).

 D
o 

yo
u

 h
av

e 
re

la
ti

ve
s,

 f
ri

en
d

s 
or

 
ac

q
u

ai
n

ta
n

ce
s 

fr
om

 t
h

e 
fo

ll
ow

in
g 

p
ro

fe
ss

io
n

s?
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=

se
le
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ed
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0=

n
ot

 s
el
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te

d
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 Q
17

_1
_ 

te
ac

he
r 

in
 h

ig
he

r 
ed

uc
at

io
n 

in
st

it
ut

io
n 

Q
17

_2
_ 

la
w

ye
r 

Q
17

_3
_ 

do
ct

or
 o

r 
nu

rs
e 

Q
17

_4
_ 

co
m

pu
te

r 
pr

og
ra

m
m

er
 

Q
17

_5
_s

ch
oo

lt
ea

ch
er

 
Q

17
_6

_ 
hu

m
an

 r
es

ou
rc

es
 m

an
ag

er
 in

 a
n 

en
te

rp
ri

se
 

Q
17

_7
_ 

po
li

ce
 o

ff
ic

er
 

Q
17

_8
_ 

po
li

ti
ci

an
 

Q
17

_9
_ 

ci
vi

l o
r 

m
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ic
ip
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 s

er
va

nt
 

Q
17

_1
0_
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m
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 d
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99
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A
13

. (
Q

17
).

 あ
な

た
の
親
族

や
友

人
・
知

人
に

、
以

下
の

職
業
の
方

が
い

ら
っ
し

ゃ
い

ま
す
か

？
 

 Q
17

_]
_大

学
教
員

 
Q

17
_2

_弁
護
士

 
Q

17
_3

_医
師
・
看
護
師

 
Q

17
_4

_コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー

 
Q

17
_5

_学
校
の
先
生

 
Q

17
_6

_企
業
の
人
事
担
当
者

 
Q

17
_7

_警
察
官

 
Q

17
_8

_政
治
家

 
Q

17
_9

_公
務
員
・
官
僚

 
Q

17
_1

0 
_企

業
経
営
者
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 Q
17
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9 

_回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読

み
上
げ
な
い
こ
と
）
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щ
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ю
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_ 
…
во
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ик
но
ве
ни
я 
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ол
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х 
пр
об
ле
м

?
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_ 

…
во
зн
ик
но
ве
ни
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пр
об
ле
м

 с
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ор
ов
ье
м
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во
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хо
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 ч
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ф
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…
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ы
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ж
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ы
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…
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ни
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пр
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м
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ои
ск
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24
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…
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во
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 о
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ов
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, c
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 c
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友
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借
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を
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、
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い
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い
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ど
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、
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ст
ве

 с
лу
ча
ев

 н
уж

но
 б
ы
ть

 о
че
нь

 
ос
то
ро
ж
ны

м
 в

 о
тн
ош

ен
ия
х 
с 
лю

дь
м
и 

99
 З

 з
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Н
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А
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Т
Ы
В
А
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Q
29

. B
1.

 G
en

er
al

ly
 s

p
ea

k
in

g,
 d

o 
yo

u
 t

h
in

k
 t

h
at

 
m

os
t 

p
eo

p
le

 c
an

 b
e 

tr
u

st
ed

, o
r 

d
o 

yo
u

 t
h

in
k

 y
ou

 
h

av
e 

to
 b

e 
ve

ry
 c

ar
ef

u
l w

h
en

 d
ea

lin
g 

w
it

h
 

p
eo

p
le

? 
 1 

In
 m

os
t c

as
es

 p
eo

pl
e 

ca
n 

be
 tr

us
te

d 
2 

In
 s

om
e 

ca
se

s,
 p

eo
pl

e 
ca

n 
be

 tr
us

te
d 

3 
S

om
et

im
es

 y
ou

 h
av

e 
to

 b
e 

ve
ry

 c
ar

ef
ul

 in
 y

ou
r 

de
al

in
gs

 w
it

h 
pe

op
le

 
4 

In
 m

os
t c

as
es

, y
ou

 h
av

e 
to

 b
e 

ve
ry

 c
ar

ef
ul

 h
ow

 
yo

u 
ac

t t
ow

ar
ds

 p
eo

pl
e 

99
 n

o 
an

sw
er

, r
ef

us
e 

to
 a

ns
w

er
 (

D
O

 N
O

T
 R

E
A

D
)

 

Q
29

.B
1.

 一
般
的

に
言

っ
て
、

人
は

信
用
で

き
る

と
思

い
ま

す
か
、
そ

れ
と

も
人
と

接
す

る
と
き

に
は

細
心
の

注
意

を
払
う
必

要
が

あ
る
と

思
い

ま
す
か

？
 

 1 
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
信
用
で
き
る

 
2 

た
い
て
い
は
、
信
用
で
き
る

 
3 

た
い
て
い
は
、
用
心
し
た
方
が
よ
い

 
4 

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
用
心
し
た
方
が
よ
い

 
99

回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な

い
こ
と
）

 
 

B
2.

 (
Q

30
-3

1)
. Н

ас
ко
ль
ко

 В
ы

 д
ов
ер
яе
те

 В
аш

ем
у 

бл
иж

ай
ш
ем
у 
ок
ру
ж
ен
ию

? 
О
це
ни

те
 п
о 
ш
ка
ле

 о
т 

1 
до

 5
, г
де

 1
 –

 с
ов
се
м

 н
е 
до
ве
ря
ю

, 5
 –

 п
ол
но
ст
ью

 
до
ве
ря
ю

. 9
9 

З/
О

, о
тк
аз

 (
Н
Е

 З
А
Ч
И
Т
Ы
В
А
Т
Ь

) 
 

 Q
30

_1
_с
ем
ья

 
Q

30
_2

_р
од
ст
ве
нн
ик
и 

Q
30

_3
_д
ру
зь
я 

Q
30

_4
_к
ол
ле
ги

 п
о 
ра
бо
те

 
Q

30
_5

_с
ос
ед
и 

Q
30

_6
_л
ю
ди

, к
от
ор
ы
х 
ви
ж
у 
вп
ер
вы

е 
Q

31
_1

_в
ра
чи

 
Q

31
_2

_р
ук

.-
ли

 п
ре
дп
ри
ят
ий

 
Q

31
_3

_р
ук

.-
ли

 о
бщ

ес
тв
ен
ны

х 
ор
га
ни
за
ци
й 
ил
и 

Н
К
О

  

B
2.

 (
Q

30
-3

1)
. H

ow
 m

u
ch

 d
o 

yo
u

 t
ru

st
 y

ou
r 

im
m

ed
ia

te
 e

nv
ir

on
m

en
t?

 R
at

e 
on

 a
 s

ca
le

 o
f 

1 
to

 
5,

 w
h

er
e 

1 
is

 n
ot

 t
ru

st
ed

 a
t 

al
l, 

5 
is

 f
u

lly
 t

ru
st

ed
. 

99
 n

o 
an

sw
er

, r
ef

u
se

 t
o 

an
sw

er
 (

D
O

 N
O

T
 

R
E

A
D

) 
 Q

30
_1

_f
am

il
y 

Q
30

_2
_r

el
at

iv
es

 
Q

30
_3

_f
ri

en
ds

 
Q

30
_4

_w
or

k 
co

ll
ea

gu
es

 
Q

30
_5

_n
ei

gh
bo

ur
s 

Q
30

_6
_p

eo
pl

e 
I 

se
e 

fo
r 

th
e 

fi
rs

t t
im

e 
Q

31
_1

_d
oc

to
rs

 
Q

31
_2

_d
ir

ec
to

rs
/M

an
ag

er
s 

of
 c

om
pa

ni
es

 
Q

31
_3

_d
ir

ec
to

rs
 o

f 
N

G
O

s 
or

 N
P

O
s 

 

B
2.

 (
Q

30
-3

1)
. あ

な
た

は
自
分

の
身

近
な
環

境
を

ど
の

程
度

信
用
し
て

い
ま

す
か
？

1～
5
で

評
価

し
て

く
だ

さ
い

。
1：

全
く

信
用

し
な
い

、
5：

完
全
に

信
用

す

る
。

 
 Q

30
_1

_家
族

 
Q

30
_2

_親
類

 
Q

30
_3

_友
人

 
Q

30
_4

_職
場
の
人

 
Q

30
_5

_近
所
の
人

 
Q

30
_6

_初
対
面
の
人

 
Q

31
_1

_医
者

 
Q

31
_2

_企
業
経
営
者
・
役
員

 



2
3
3
 

Q
31

_4
_п
ре
по
да
ва
те
ли

 
Q

31
_5

_у
че
ны

е 
Q

31
_6

_м
ун
иц
ип
ал
ьн
ы
е 
сл
уж

ащ
ие

 
Q

31
_7

_г
ос
уд
ар
ст
ве
нн
ы
е 
сл
уж

ащ
ие

 
Q

31
_8

_п
ре
зи
де
нт

 Р
ос
си
и 

Q
31

_9
_п
ол
ит
ич
ес
ки
е 
па
рт
ии

 
Q

31
_1

0_
вы

бо
ры

 
Q

31
_1

1_
су
ды

 
Q

31
_1

2_
по
ли
ци
я 

Q
31

_1
3_
ро
сс
ий
ск
ая

 а
рм

ия
 

Q
31

_1
4_
це
рк
ов
ь 

Q
31

_1
5_
С
М
И

 (
Т
В

, р
ад
ио

, г
аз
ет
ы

) 
Q

31
_1

6_
со
ци
ал
ьн
ы
е 
се
ти

, и
нф

ор
м
ац
ия

 в
 

ин
те
рн
ет
е 

Q
31

_1
7_
пр
ав
ит
ел
ьс
тв
о 
Р
ос
си
и 

Q
31

_1
8_
Г
ос
уд
ар
ст
ве
нн
ая

 Д
ум

а 
Р
ос
си
и 

Q
31

_4
_t

ea
ch

er
s 

Q
31

_5
_s

ci
en

ti
st

s 
Q

31
_6

_m
un

ic
ip

al
 e

m
pl

oy
ee

s 
Q

31
_7

_c
iv

il
 s

er
va

nt
s 

Q
31

_8
_p

re
si

de
nt

 o
f 

R
us

si
a 

Q
31

_9
_p

ol
it

ic
al

 p
ar

ti
es

 
Q

31
_1

0_
el

ec
ti

on
s 

Q
31

_1
1_

co
ur

ts
 

Q
31

_1
2_

po
li

ce
 

Q
31

_1
3_

R
us

si
an

 a
rm

y 
Q

31
_1

4_
ch

ur
ch

 
Q

31
_1

5_
tr

ad
it

io
na

l m
ed

ia
 (

T
V

, r
ad

io
, 

ne
w

sp
ap

er
s)

 
Q

31
_1

6_
so

ci
al

 m
ed

ia
, i

nf
or

m
at

io
n 

on
 th

e 
in

te
rn

et
Q

31
_1

7_
R

us
si

an
 g

ov
er

nm
en

t 
Q

31
_1

8_
St

at
e 

D
um

a 

Q
31

_3
_N

G
O

/N
P

O
 の

リ
ー
ダ
ー

 
Q

31
_4

_教
員

 
Q

31
_5

_科
学
者

 
Q

31
_6

_地
方
公
務
員

 
Q

31
_7

_国
家
公
務
員

 
Q

31
_8

_大
統
領

 
Q

31
_9

_政
党

 
Q

31
_1

0_
選
挙

 
Q

31
_1

1_
裁
判
官

 
Q

31
_1

2_
警
察

 
Q

31
_1

3_
軍
隊

 
Q

31
_1

4_
教
会

 
Q

31
_1

5_
従
来
の
メ
デ
ィ
ア
（
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新

聞
）

 
Q

31
_1

6_
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
（

S
N

S
、
ブ
ロ
グ
、

Y
ou

T
ub

e
な
ど
）

 
Q

31
_1

7_
ロ
シ
ア
政
府

 
Q

31
_1

8_
ロ
シ
ア
議
会

 
  

B
3.

 (
Q

32
).

 К
ак

 В
ы

 с
чи

та
ет
е,

 ч
ег
о 
бо
ль
ш
е 
в 

че
ло
ве
че
ск
ой

 п
ри
ро
де

: 
до
бр
а 
ил
и 
зл
а?

 О
це
ни

те
 

по
 ш
ка
ле

 о
т 

1 
до

 7
, г
де

 1
 –

 п
ол
но
е 
пр
ео
бл
ад
ан
ие

 
зл
а,

 7
 –

 п
ол
но
е 
пр
ео
бл
ад
ан
ие

 д
об
ра

 
 1 
П
ол
но
е 
пр
ео
бл
ад
ан
ие

 З
Л
А

 
 

2 
 

 
3 

 
4 

 
5 

 
6 

 
7 
П
ол
но
е 
пр
ео
бл
ад
ан
ие

 Д
О
Б
Р
А

  
99

 з
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, о
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аз
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Н
Е
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А
Ч
И
Т
Ы
В
А
Т
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B
3.

 (
Q

32
).

 W
h

at
 d

o 
yo

u
 t

h
in

k
 is

 m
or

e 
in

 
h

u
m

an
 n

at
u

re
: 

go
od

 o
r 

ev
il

? 
R

at
e 

on
 a

 s
ca

le
 

fr
om

 1
 t

o 
7,

 w
h

er
e 

1 
is

 t
h

e 
to

ta
l p

re
d

om
in

an
ce

 
of

 e
vi

l, 
7 

is
 t

h
e 

to
ta

l p
re

d
om

in
an

ce
 o

f 
go

od
. 

 1 
co

m
pl

et
e 

pr
ed

om
in

an
ce

 o
f 

ev
il 

 
2 

 
 

3 
 

 
4 

 
 

5 
 

 
6 

 
7 

to
ta

l p
re

do
m

in
an

ce
 o

f 
go

od
 

99
 n

o 
an

sw
er

, r
ef

us
e 

to
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w

er
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D
O
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O

T
 R

E
A
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B
3.

 (
Q

32
).

 あ
な

た
は

人
間
の

本
性

に
つ
い

て
ど

う
思

い
ま

す
か
。

1～
7
の

数
字
を
選

ん
で

く
だ
さ

い
。

 
１
―
人

間
の
本

性
は

本
来
「

悪
」

で
あ
る

、
7―

人
間

の
本

性
は
本
来

「
善

」
で
あ

る
。

 
 1 
人
間
の
本
性
は
本
来
「
悪
」
で
あ
る

 
2 

 
 

3 
 

 
4 

 
 

5 
 

 
6 

 
7 
人
間
の
本
性
は
本
来
「
善
」
で
あ
る

 



2
3
4
 

 
99

回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な

い
こ
と
）

 
С

. В
О
ЗМ

О
Ж
Н
О
С
Т
И

 И
 В
Л
И
Я
Н
И
Е

 
С

. O
P

P
O

R
T

U
N

IT
IE

S
 A

N
D

 I
N

F
L

U
E

N
C

E
 

С
. 機

会
と

影
響

 

С
1.

 (
Q

33
).

 О
це
ни

те
, н
ас
ко
ль
ко

 у
 В
ас

 е
ст
ь 

во
зм
ож

но
ст
ь 
пр
ин

им
ат
ь 
ва
ж
ны

е 
ре
ш
ен
ия

, 
сп
ос
об
ны

е 
из
м
ен
ит
ь 
В
аш

у 
ж
из
нь

? 
 1 
со
ве
рш

ен
но

 н
е 
сп
ос
об
ны

 и
зм
ен
ит
ь 
ж
из
нь

 
2 
в 
ос
но
вн
ом

 н
е 
сп
ос
об
ны

 и
зм
ен
ит
ь 
ж
из
нь

 
3 
в 
ос
но
вн
ом

 с
по
со
бн
ы

 и
зм
ен
ит
ь 
ж
из
нь

 
4 
в 
по
лн
ой

 м
ер
е 
сп
ос
об
ны

 и
зм
ен
ит
ь 
ж
из
нь

 
99

 з
/о

, о
тк
аз
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Н
Е
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А
Ч
И
Т
Ы
В
А
Т
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С
1.

 (
Q

33
).

 T
o 

w
h

at
 e

xt
en

t 
yo

u
 a

re
 a

b
le

 t
o 

m
ak

e 
im

p
or

ta
n

t 
d

ec
is

io
n

s 
th

at
 c

an
 c

h
an

ge
 y

ou
r 

li
fe

? 
 1 

ab
so

lu
te

ly
 u

na
bl

e 
to

 c
ha

ng
e 

m
y 

li
fe

 
2 

so
m

eh
w

at
 u

na
bl

e 
to

 c
ha

ng
e 

m
y 

li
fe

 
3 

so
m

ew
ha

t a
bl

e 
to

 c
ha

ng
e 

m
y 

li
fe

 
4 

ab
so

lu
te

ly
 a

bl
e 

to
 c

ha
ng

e 
m

y 
li

fe
 

99
 n

o 
an

sw
er

, r
ef

us
e 

to
 a

ns
w

er
 (

D
O

 N
O

T
 R

E
A

D
)

 
 

С
1.

 (
Q

33
).

 あ
な

た
は

人
生
を

変
え

る
よ
う

な
重

要
な

決
断

を
ど
の
程

度
自

分
自
身

で
く

だ
せ
ま

す
か

？
  

 1
自
分
の
人
生
を
変
え
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
で
き
な
い

2
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
人
生
を
変
え
る
こ
と
は
で
き

な
い

 
3
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
人
生
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
 

4
人
生
を
変
え
る
こ
と
は
十
分
に
で
き
る

 
99

回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な

い
こ
と
）

 
C

2.
 (

Q
34

).
 У
чи

ты
ва
я 
вс
е 
ст
ор
он
ы

 В
аш

ей
 ж
из
ни

, 
ск
аж

ит
е,

 н
ас
ко
ль
ко

 В
ы

 с
ча
ст
ли
вы

? 
 1 
бе
зу
сл
ов
но

 н
е 
сч
ас
тл
ив
ы

 
2 
ск
ор
ее

 н
е 
сч
ас
тл
ив
ы

 
3 
в 
чё
м

-т
о 
сч
ас
тл
ив
ы

, в
 ч
ём

-т
о 
не

 с
ча
ст
ли
вы

, 
тр
уд
но

 с
ка
за
ть

 о
дн
оз
на
чн
о 

4 
ск
ор
ее

 с
ча
ст
ли
вы

 
5 
бе
зу
сл
ов
но

 с
ча
ст
ли
вы
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Н
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А
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Т
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Т
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C
2.

 (
Q

34
).

 C
on

si
d

er
in

g 
al

l a
sp

ec
ts

 o
f 

yo
u

r 
li

fe
, 

h
ow

 h
ap

p
y 

ar
e 

yo
u

? 
 1 

ab
so

lu
te

ly
 n

ot
 h

ap
py

 
2 

so
m

ew
ha

t n
ot

 h
ap

py
 

3 
ha

pp
y 

ab
ou

t s
om

e 
th

in
gs

, u
nh

ap
py

 a
bo

ut
 o

th
er

s,
 

it
 is

 d
if

fi
cu

lt
 to

 s
ay

  
4 

so
m

ew
ha

t h
ap

py
 

5 
ab

so
lu

te
ly

 h
ap

py
 

99
 n

o 
an

sw
er

, r
ef

us
e 

to
 a

ns
w

er
 (

D
O

 N
O

T
 R

E
A

D
)

 

C
2.

 (
Q

34
).

 人
生

の
あ

ら
ゆ
る

側
面

を
考
え

た
と

き
、

あ
な

た
は
ど
れ

く
ら

い
幸
せ

で
す

か
？

 
 1 
ま
っ
た
く
幸
せ
で
は
な
い

  
2 
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
幸
せ
で
は
な
い

 _
 

3 
幸
せ
な
こ
と
も
あ
れ
ば
、
不
幸
な
こ
と
も
あ
り
、
は

っ
き
り
言
え
な
い
。

  
4 
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
幸
せ
で
あ
る

 _
 

5 
非
常
に
幸
せ
で
あ
る

 _
 

99
回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な

い
こ
と
）

 
C

3.
 (

Q
35

).
 С
ка
ж
ит
е,

 н
ас
ко
ль
ко

 В
ы

 
уд
ов
ле
тв
ор
ен
ы

 с
во
ей

 ж
из
нь
ю

 в
 ц
ел
ом

? 
 1 
со
вс
ем

 н
е 
уд
ов
ле
тв
ор
ен
ы

 
 

2 
ск
ор
ее

 н
е 
уд
ов
ле
тв
ор
ен
ы

 
 

3 
вч
ём

-т
о 
уд
ов
ле
тв
ор
ен
ы

, в
 ч
ём

-т
о 
не

 
уд
ов
ле
тв
ор
ен
ы

, т
ру
дн
о 
ск
аз
ат
ь 
од
но
зн
ач
но

 
 

4 
ск
ор
ее

 у
до
вл
ет
во
ре
ны

 
 

C
3.

 (
Q

35
).

 G
en

er
al

ly
 s

p
ea

k
in

g,
 h

ow
 s

at
is

fi
ed

 
ar

e 
yo

u
 w

it
h

 y
ou

r 
li

fe
? 

 1 
ab

so
lu

te
ly

 n
ot

 s
at

is
fi

ed
  

2 
so

m
ew

ha
t d

is
sa

ti
sf

ie
d 

 
3 

so
m

ew
ha

t s
at

is
fi

ed
 a

nd
 s

om
ew

ha
t d

is
sa

ti
sf

ie
d,

 it
 

is
 d

if
fi

cu
lt

 to
 s

ay
 u

ne
qu

iv
oc

al
ly

 
4 

so
m

eh
w

at
 s

at
is

fi
ed

 
 

C
3.

 (
Q

35
).

 あ
な

た
の

生
活
全

般
に

対
す
る

満
足

度
は

ど
の

程
度
で
す

か
？

 
 1 
全
く
満
足
し
て
い
な
い

  
2 
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
満
足
し
て
い
な
い

  
3 
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

  
4 
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
満
足

  
 



2
3
5
 

5 
по
лн
ос
ть
ю

 у
до
вл
ет
во
ре
ны

 
 

99
 з

/о
, о
тк
аз

 (
Н
Е

 З
А
Ч
И
Т
Ы
В
А
Т
Ь

) 
 

 

5 
ab

so
lu

te
ly

 s
at

is
fi

ed
 

 
99

 n
o 

an
sw

er
, r

ef
us

e 
to

 a
ns

w
er

 (
D

O
 N

O
T

 R
E

A
D

)
 

 

5 
非
常
に
満
足

  
99

回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な

い
こ
と
）

 
Q

36
. С

4.
 К
то

 и
з В

аш
ег
о 
ок
ру
ж
ен
ия

 я
вл
яе
тс
я 

дл
я 
В
ас

 н
аи
бо
ле
е 
зн
ач
им

ы
м

 ч
ел
ов
ек
ом

: 
ав
то
ри
те
то
м

, г
ла
вн
ы
м

 с
ов
ет
чи
ко
м

 и
ли

 
по
м
ощ

ни
ко
м

 в
 р
еш

ен
ии

 в
аш

их
 п
ро
бл
ем

 и
ли

 
до
ст
иж

ен
ии

 в
аш

их
 ц
ел
ей

? 
 1 
на
ча
ль
ни
к 
на

 р
аб
от
е 

 
2 
го
су
да
рс
тв
ен
ны

й 
ил
и 
м
ун
иц
ип
ал
ьн
ы
й 
сл
уж

ащ
ий

3 
по
ли
ти
к 

 
4 
пр
еп
од
ав
ат
ел
ь 
ш
ко
лы

 и
ли

 в
уз
а 

 
5 
чл
ен

 м
ес
тн
ой

 о
бщ

ес
тв
ен
но
й 
ор
га
ни
за
ци
и 

 
6 

Q
36

_6
T

 п
ро
че
е 

(_
__

__
__

) 
7 
не
т 
та
ко
го

 ч
ел
ов
ек
а 

 
99

 з
/о

, о
тк
аз

 (
Н
Е

 З
А
Ч
И
Т
Ы
В
А
Т
Ь

) 
 

 

Q
36

. С
4.

 W
ho

 in
 y

ou
r 

en
vi

ro
n

m
en

t 
is

 t
h

e 
m

os
t 

im
p

or
ta

n
t 

p
er

so
n

 f
or

 y
ou

: 
an

 a
u

th
or

it
y,

 t
h

e 
m

ai
n

 a
d

vi
se

r 
or

 h
el

p
er

 in
 s

ol
vi

n
g 

yo
u

r 
p

ro
b

le
m

s 
or

 a
ch

ie
vi

n
g 

yo
u

r 
go

al
s?

 
 1 

bo
ss

 a
t w

or
k 

 
2 

st
at

e 
or

 lo
ca

l g
ov

er
nm

en
t o

ff
ic

ia
l 

 
3 

po
li

ti
ci

an
 

 
4 

te
ac

he
r 

at
 s

ch
oo

l o
r 

un
iv

er
si

ty
 

 
5 

m
em

be
r 

of
 a

 lo
ca

l c
om

m
un

it
y 

or
ga

ni
za

ti
on

 
6 

Q
36

_6
T

_o
th

er
 (

sp
ec

if
y)

 
7 

no
 o

ne
 

 
99

 n
o 

an
sw

er
, r

ef
us

e 
to

 a
ns

w
er

 (
D

O
 N

O
T

 R
E

A
D

)

C
4 

(Q
36

) 
.あ

な
た

の
身
近
な

人
々

の
う
ち

だ
れ

が
最

も
あ

な
た
に
影

響
を

与
え
て

い
ま

す
か
？

あ
な

た
に
と

っ
て

の
権
威
者

、
問

題
解
決

や
目

的
達
成

に
際

し
て
主

に
助

言
や
援
助

を
し

て
く
れ

る
人

々
は
誰

で
す

か
？

 
 1 
職
場
の
上
司

  
2 
国
家
ま
た
は
地
方
政
府
関
係
者

  
 

3 
政
治
家

  
 

4 
学
校
・
大
学
の
先
生

  
5 
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
メ
ン
バ
ー

  
6 

Q
36

_6
T

_そ
の
他

 (
具
体
的
に

) 
7 
そ
の
よ
う
な
人
は
い
な
い

 
 

99
  回

答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な

い
こ
と
）

 
С

5.
 (

Q
13

7)
. К

ак
 б
ы

 В
ы

 о
ха
ра
кт
ер
из
ов
ал
и 
св
ое

 
об
ы
чн

ое
, п
ов
се
дн
ев
но
е 
эм
оц
ио
на
ль
но

-
пс
их
ол
ог
ич

ес
ко
е 
со
ст
оя
ни

е?
 

 1 
ощ

ущ
ае
те

 э
м
оц
ио
на
ль
ны

й 
по
дъ
ем

 
2 
чу
вс
тв
уе
те

 с
еб
я 
сп
ок
ой
но

, у
ра
вн
ов
еш

ен
но

 
3 
на
хо
ди
те
сь

 в
 с
ос
то
ян
ии

 б
ез
ра
зл
ич
ия

, а
па
ти
и 

4 
ощ

ущ
ае
те

 т
ре
во
гу

 
5 
чу
вс
тв
уе
те

 р
аз
др
аж

ен
ие

 
6 
ощ

ущ
ае
те

 ч
ув
ст
во

 о
зл
об
ле
нн
ос
ти

 
7 
ощ

ущ
ае
те

 ч
ув
ст
во

 а
гр
ес
си
и 

8 
ко
гд
а 
ка
к,

 б
ы
ва
ет

 п
о-
ра
зн
ом

у 
9 

Q
13

7_
9T

_ 
др
уг
ое

 (
__

__
__

__
) 

99
 з

/о
, о
тк
аз

 (
Н
Е

 З
А
Ч
И
Т
Ы
В
А
Т
Ь

) 
 

  

С
5.

 (
Q

13
7)

. H
ow

 w
ou

ld
 y

ou
 d

es
cr

ib
e 

yo
u

r 
u

su
al

, e
ve

ry
d

ay
 e

m
ot

io
n

al
 a

n
d

 p
sy

ch
ol

og
ic

al
 

co
n

d
it

io
n

? 
 1 

I 
fe

el
 e

m
ot

io
na

ll
y 

up
li

ft
ed

 
2 

I 
fe

el
 c

al
m

 a
nd

 w
el

l-
ba

la
nc

ed
 

3 
I 

fe
el

 a
pa

th
et

ic
 

4 
I 

fe
el

 a
nx

io
us

 
5 

I 
fe

el
 ir

ri
ta

te
d 

6 
I 

fe
el

 a
ng

ry
 

7 
I 

fe
el

 a
gg

re
ss

iv
e 

8 
It

 d
ep

en
ds

, m
y 

em
ot

io
na

l c
on

di
ti

on
 v

ar
ie

s 
9 

Q
13

7_
9T

_o
th

er
 (

__
__

__
__

) 
99

 n
o 

an
sw

er
, r

ef
us

e 
to

 a
ns

w
er

 (
D

O
 N

O
T

 R
E

A
D

)

С
5.

 (
Q

13
7)

. あ
な

た
の
普
段

の
感

情
や
心

理
状

態
は

ど
の

よ
う
な
も

の
で

し
ょ
う

か
？

 
 1 
感
情
の
高
揚
を
感
じ
る

  
2 
穏
や
か
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
気
分

  
3 
無
気
力
、
無
関
心
を
感
じ
る

 
4 
不
安
を
感
じ
る

  
5 
イ
ラ
イ
ラ
を
感
じ
る

  
6 
怒
り
を
感
じ
る

  
7 
積
極
性
を
感
じ
る

  
8 
状
況
に
よ
っ
て
変
化
す
る

  
9 

Q
13

7_
9T

_そ
の
他

 (
具
体
的
に

) 
99

回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な

い
こ
と
）

 



2
3
6
 

C
6.

 (
Q

13
8)

. К
ак
ов
о 
В
аш

е 
от
но
ш
ен
ие

 к
 т
ек
ущ

ей
 

по
ли
ти
ке

 Р
ос
си
и 
в 
от
но
ш
ен
ии

 У
кр
аи
ны

? 
 1 
аб
со
лю

тн
о 
не

 п
од
де
рж

ив
аю

 
2 
ск
ор
ее

 н
е 
по
дд
ер
ж
ив
аю

 
3 
ск
ор
ее

 п
од
де
рж

ив
аю

 
4 
аб
со
лю

тн
о 
по
дд
ер
ж
ив
аю

 
98

 з
ат
ру
дн
яю

сь
 о
тв
ет
ит
ь 

(Н
Е

 З
А
Ч
И
Т
Ы
В
А
Т
Ь

) 
99

 з
/о

, о
тк
аз

 (
Н
Е

 З
А
Ч
И
Т
Ы
В
А
Т
Ь

) 
 

C
6.

 (
Q

13
8)

. W
h

at
 is

 y
ou

r 
at

ti
tu

d
e 

to
 R

u
ss

ia
’s

 
cu

rr
en

t 
p

ol
ic

y 
to

w
ar

d
s 

U
kr

ai
n

e?
 

 1 
ab

so
lu

te
ly

 d
o 

no
t s

up
po

rt
 it

 
2 

so
m

ew
ha

t d
o 

no
t s

up
po

rt
 

3 
so

m
ew

ha
t s

up
po

rt
 

4 
ab

so
lu

te
ly

 s
up

po
rt

 
98

 d
if

fi
cu

lt
 to

 a
ns

w
er

 (
D

O
 N

O
T

 R
E

A
D

) 
99

 n
o 

an
sw

er
, r

ef
us

e 
to

 a
ns

w
er

 (
D

O
 N

O
T

 R
E

A
D

)

C
6.

 (
Q

13
8)

. 現
在

の
ロ
シ
ア

の
対

ウ
ク
ラ

イ
ナ

政
策

に
つ

い
て
、
ど

の
よ

う
に
お

考
え

で
す
か

？
  

 1 
絶
対
に
支
持
し
な
い

  
2 
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
支
持
し
な
い

  
3 
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
支
持
す
る

  
4 
絶
対
的
に
支
持
す
る

  
98

 答
え
ら
れ
な
い

 
99

回
答
拒
否

 
C

7.
 (

Q
13

9)
. П

о 
ва
ш
ем
у 
м
не
ни

ю
, н
а 
ко
м

 л
еж

ит
 

на
иб
ол
ьш

ая
 о
тв
ет
ст
ве
нн

ос
ть

 за
 в
ое
нн

ую
 

оп
ер
ац
ию

 в
оо
ру
ж
ён
ны

х 
си
л 
Ро
сс
ии

 н
а 

те
рр
ит
ор
ии

 У
кр
аи
ны

? 
 1 
на

 р
ос
си
йс
ко
й 
вл
ас
ти

 
2 
на

 у
кр
аи
нс
ко
й 
вл
ас
ти

 
3 
на

 п
ол
ит
ик
ах

 и
 д
еп
ут
ат
ах

 о
бе
их

 с
тр
ан

 
4 
на

 г
ра
ж
да
на
х 
Р
ос
си
и 

5 
на

 г
ра
ж
да
на
х 
У
кр
аи
ны

 
6 
на

 р
ук
ов
од
ст
ве

 и
но
ст
ра
нн
ы
х 
го
су
да
рс
тв

 
7 
на

 и
но
ст
ра
нн
ы
х 
би
зн
ес
м
ен
ах

 
8 

Q
13

9_
8T

_д
ру
го
е 

(_
__

__
__

_)
 

98
 з

/о
 (
Н
Е

 З
А
Ч
И
Т
Ы
В
А
Т
Ь

) 
99

 о
тк
аз

 (
Н
Е

 З
А
Ч
И
Т
Ы
В
А
Т
Ь

) 
  

C
7.

 (
Q

13
9)

. I
n

 y
ou

r 
op

in
io

n
, w

h
o 

b
ea

rs
 t

h
e 

gr
ea

te
st

 r
es

po
n

si
b

il
it

y 
fo

r 
th

e 
sp

ec
ia

l m
ili

ta
ry

 
op

er
at

io
n

 o
f 

th
e 

R
u

ss
ia

n
 a

rm
ed

 f
or

ce
s 

on
 t

h
e 

te
rr

it
or

y 
of

 U
k

ra
in

e?
 

 1 
R

us
si

an
 a

ut
ho

ri
ti

es
 

2 
U

kr
ai

ni
an

 a
ut

ho
ri

ti
es

 
3 

po
li

ti
ci

an
s 

an
d 

de
pu

ti
es

 o
f 

bo
th

 c
ou

nt
ri

es
 

4 
R

us
si

an
 c

it
iz

en
s 

5 
U

kr
ai

ni
an

 c
it

iz
en

s 
6 

fo
re

ig
n 

go
ve

rn
m

en
ts

 
7 

fo
re

ig
n 

bu
si

ne
ss

m
en

 
8 

Q
13

9_
8T

_o
th

er
 (

__
__

__
__

) 
98

 d
if

fi
cu

lt
 to

 a
ns

w
er

 (
D

O
 N

O
T

 R
E

A
D

) 
99

 n
o 

an
sw

er
, r

ef
us

e 
to

 a
ns

w
er

 (
D

O
 N

O
T

 R
E

A
D

)

C
7.

 (
Q

13
9)

. ウ
ク

ラ
イ
ナ
領

土
内

に
お
け

る
ロ

シ
ア

の
軍

に
よ
る
軍

事
行

動
の
最

大
の

責
任
は

だ
れ

に
あ
る

と
考

え
ま
す
か

？
 

 1 
ロ
シ
ア
の
政
権

  
2 
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
政
権

  
3 
両
国
の
政
治
家
、
議
員

  
4 
ロ
シ
ア
国
民

  
5 
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民

  
6 
外
国
政
府
の
リ
ー
ダ
ー

  
7 
外
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

  
8 

Q
13

9_
8T

_そ
の
他

  (
具
体
的
に

) 
98

 答
え
ら
れ
な
い

 
99

回
答
拒
否

 

D
. С

О
Ц
И
А
Л
Ь
Н
А
Я

 С
П
Л
О
Ч
Е
Н
Н
О
С
Т
Ь

 И
 

И
Н
К
Л
Ю
ЗИ

В
Н
О
С
Т
Ь

 
D

. S
O

C
IA

L
 C

O
H

E
S

IO
N

 A
N

D
 

IN
C

L
U

S
IV

E
N

E
S

S
 

D
. 社

会
的

結
束

と
包

摂
性

 

D
1.

 (
Q

37
).

 Ч
ас
то

 б
ы
ва
ет

 т
ак

, ч
то

 м
еж

ду
 

лю
дь
м
и,

 п
ро
ж
ив
аю

щ
им

и 
в 
од
но
м

 р
ай
он
е,

 
им

ею
тс
я 
су
щ
ес
тв
ен
ны

е 
ра
зл
ич

ия
 п
о 

со
ци

ал
ьн
ом

у 
ст
ат
ус
у,

 у
ро
вн
ю

 д
ох
од
а,

 
на
ци

он
ал
ьн
ос
ти

, р
од
но
м
у 
яз
ы
ку

, 
по
ли
ти
че
ск
им

 п
ре
дп
оч
те
ни

ям
, 

ве
ро
ис
по
ве
да
ни

ю
, в
оз
ра
ст
у,

 п
ол
у 
и 
т.
д.

 
Н
ас
ко
ль
ко

 с
ил

ьн
о 
вы

ра
ж
ен
ы

 т
ак
ие

 р
аз
ли
чи

я 
в 

D
1.

 (
Q

37
).

 I
t 

is
 o

ft
en

 t
h

e 
ca

se
 t

h
at

 t
h

er
e 

ar
e 

si
gn

if
ic

an
t 

d
if

fe
re

n
ce

s 
b

et
w

ee
n

 p
eo

p
le

 li
vi

n
g 

in
 

th
e 

sa
m

e 
ar

ea
 in

 t
er

m
s 

of
 s

oc
ia

l s
ta

tu
s,

 in
co

m
e,

 
n

at
io

n
al

it
y,

 m
ot

h
er

 t
on

gu
e,

 p
ol

it
ic

al
 

p
re

fe
re

n
ce

s,
 r

el
ig

io
n

, a
ge

, g
en

d
er

, e
tc

. H
ow

 
p

ro
n

ou
n

ce
d

 a
re

 s
u

ch
 d

if
fe

re
n

ce
s 

in
 y

ou
r 

ar
ea

 
of

 r
es

id
en

ce
? 

R
at

e 
th

is
 o

n
 a

 s
ca

le
 o

f 
1 

to
 5

, 

D
1.

 (
Q

37
).

 同
じ

地
域

に
住
ん

で
い

て
も
、

社
会

的
地

位
、

収
入
、
国

籍
、

言
語
、

政
治

的
志
向

、
宗

教
、

 
年

齢
、

性
別
な

ど
の

面
で
大

き
な

違
い
が

あ
る

こ
と
は

よ
く

あ
る
こ
と

で
す

。
あ
な

た
の

居
住
地

で
は

、
そ

 
の

よ
う

な
相
違

は
ど

の
程
度

顕
著

で
す
か

？
1～

5 
で

評
価

し
て
く
だ

さ
い

。
 

 



2
3
7
 

ра
йо
не

 в
аш

ег
о 
пр
ож

ив
ан
ия

? 
О
це
ни

те
 э
то

 п
о 

ш
ка
ле

 о
т 

1 
до

 5
, г
де

 1
 –

 в
 о
че
нь

 н
ез
на
чи

те
ль
но
й 

ст
еп
ен
и,

 5
 –

 в
 о
че
нь

 зн
ач
ит
ел
ьн
ой

 с
те
пе
ни

. 
 1 
в 
оч
ен
ь 
не
зн
ач
ит
ел
ьн
ой

 с
те
пе
ни

 
2 3 4 5 
в 
оч
ен
ь 
зн
ач
ит
ел
ьн
ой

 с
те
пе
ни

 
99

 о
тк
аз

 (
Н
Е

 З
А
Ч
И
Т
Ы
В
А
Т
Ь

) 
 

w
h

er
e 

1 
is

 a
bs

ol
u

te
ly

 n
ot

 p
ro

n
ou

n
ce

d
 a

n
d

 5
 is

 
ab

so
lu

te
ly

 p
ro

n
ou

n
ce

d
. 

 1 
ab

so
lu

te
ly

 n
ot

 p
ro

no
un

ce
d 

2 3 
  

4 
  

5 
ab

so
lu

te
ly

 p
ro

no
un

ce
d 

99
   

no
 a

ns
w

er
, r

ef
us

e 
to

 a
ns

w
er

 (
D

O
 N

O
T

 
R

E
A

D
) 

1 
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い

 
2
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い

 
3 
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

 
4 
あ
る
程
度
見
ら
れ
る

 
5 
非
常
に
強
く
見
ら
れ
る

 
99

回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な

い
こ
と
）

 

D
2.

 (
Q

38
).

 С
оз
да
ю
т 
ли

 п
ро
бл
ем
ы

 т
ак
ие

 
ра
зл
ич

ия
? 

 1 
да

 
2 
не
т 

3 
з/
о,

 о
тк
аз

 
 

D
2.

 (
Q

38
).

 D
o 

th
es

e 
d

if
fe

re
n

ce
s 

cr
ea

te
 

p
ro

b
le

m
s?

 
 1 

ye
s 

2 
no

 
3 

no
 a

ns
w

er
, r

ef
us

e 
to

 a
ns

w
er

 (
D

O
 N

O
T

 R
E

A
D

) 

D
2.

 (
Q

38
).

 そ
の

よ
う

な
相
違

は
問

題
を
生

じ
ま

す

か
？

 
 1 
は
い

 
2 
い
い
え

 
3
回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な
い

こ
と
）

 
Ес
ли

 Q
38

>
1,

 т
о 
пе
ре
хо
д 
на

 в
оп
ро
с 

Q
41

 
ДЛ
Я

 Т
ЕХ

, К
ТО

 В
Ы
БР
АЛ

 Q
38

=
1 

D
3.

 (
Q

39
).

 К
ак
ие

 и
з н

иж
еп
ер
еч
ис
ле
нн

ы
х 

ра
зл
ич

ий
 м
ог
ут

 с
та
ть

 п
от
ен
ци

ал
ьн
ой

 п
ри
чи

но
й 

пр
от
ив
ор
еч
ий

 и
 к
он
ф
ли
кт
ов

? 
 Q

39
_1

_у
ро
ве
нь

 о
бр
аз
ов
ан
ия

 
Q

39
_2

_в
ла
де
ни
е 
зе
м
лё
й 

Q
39

_3
_в
ла
де
ни
е 
м
ат
ер
иа
ль
ны

м
и 
бл
аг
ам
и 

Q
39

_4
_с
оц
иа
ль
ны

й 
ст
ат
ус

 
Q

39
_5

_ 
ра
зл
ич
ия

 м
еж

ду
 м
уж

чи
но
й 
и 
ж
ен
щ
ин
ой

 
Q

39
_6

_р
аз
ни
ца

 м
еж

ду
 п
ок
ол
ен
ия
м
и 

Q
39

_7
_с
ро
к 
пр
ож

ив
ан
ия

 в
 о
пр
ед
ел
ен
но
м

 р
ай
он
е 

(п
ри
ез
ж
ие

 и
 к
ор
ен
ны

е 
ж
ит
ел
и）

 
Q

39
_8

_р
аз
ли
чи
е 
в 
по
ли
ти
че
ск
их

 в
зг
ля
да
х 

Q
39

_9
_в
ер
ои
сп
ов
ед
ан
ие

 
Q

39
_1

0_
эт
ни
че
ск
ие

 и
 к
ул
ьт
ур
но

-л
ин
гв
ис
ти
че
ск
ие

 
ра
зл
ич
ия

 

If
 Q

38
>

1,
 m

ov
e 

to
 q

ue
st

io
n 

Q
41

 
F

O
R

 T
H

O
SE

 W
H

O
 C

H
O

SE
 Q

38
=

1 
 

D
3.

 (
Q

39
).

 W
h

ic
h

 o
f 

th
e 

fo
ll

ow
in

g 
d

if
fe

re
n

ce
s 

co
u

ld
 b

e 
a 

p
ot

en
ti

al
 c

au
se

 o
f 

co
n

tr
ov

er
sy

 a
n

d
 

co
n

fl
ic

t?
 

 Q
39

_1
_l

ev
el

 o
f 

ed
uc

at
io

n 
Q

39
_2

_L
an

d 
ow

ne
rs

hi
p 

Q
39

_3
_P

os
se

ss
io

n 
of

 m
at

er
ia

l g
oo

ds
 

Q
39

_4
_S

oc
ia

l s
ta

tu
s 

 Q
39

_5
_ 

D
if

fe
re

nc
es

 b
et

w
ee

n 
m

en
 a

nd
 w

om
en

 
Q

39
_6

_I
nt

er
ge

ne
ra

ti
on

al
 d

if
fe

re
nc

es
 

Q
39

_7
_L

en
gt

h 
of

 r
es

id
en

ce
 in

 a
 p

ar
ti

cu
la

r 
ar

ea
 

(n
ew

co
m

er
s 

an
d 

na
ti

ve
s）

 
Q

39
_8

_D
if

fe
re

nc
e 

in
 p

ol
it

ic
al

 v
ie

w
s 

Q
39

_9
_R

el
ig

io
n 

Q
39

_1
0_

E
th

ni
c 

an
d 

cu
lt

ur
al

-l
in

gu
is

ti
c 

di
ff

er
en

ce
s

Q
38

=
1 
を
選
択
さ
れ
た
方
の
み

 
D

3.
 (

Q
39

).
 以

下
の

相
違
の
う

ち
、

意
見
の

対
立

や
も

め
事

の
原
因
と

な
り

う
る
の

は
ど

れ
で
し

ょ
う

か
？

 
（

複
数

回
答
可

）
 

 Q
39

_1
_教

育
の
格
差

 
Q

39
_2

_土
地
所
有
の
格
差

 
Q

39
_3

_物
的
所
有
の
格
差

 
Q

39
_4

_社
会
的
地
位
の
格
差

 
Q

39
_5

_男
女
間
の
格
差

 
Q

39
_6

_世
代
間
格
差

 
Q

39
_7

_地
域
で
の
居
住
年
数
の
格
差

 
Q

39
_8

_政
治
的
見
解
の
違
い

 
Q

39
_9

_宗
教
上
の
相
違

 
Q

39
_1

0_
民
族
・
文
化
・
言
語
的
な
相
違

 
Q

39
_1

1Т
_そ

の
他
（
具
体
的
に
）
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Q
39

_1
1Т

_д
ру
ги
е 
ра
зл
ич
ия

 (
ук
аж

ит
е 
чт
о 

им
ен
но

)(
Н
Е

 З
А
Ч
И
Т
Ы
В
А
Т
Ь

) 
99

 Q
39

_9
9_
з/
о,

 о
тк
аз

 (
Н
Е

 З
А
Ч
И
Т
Ы
В
А
Т
Ь

) 
  

Q
39

_1
1Т

_O
th

er
 d

if
fe

re
nc

es
 (

sp
ec

if
y)

 (
(D

O
 N

O
T

 
R

E
A

D
) 

Q
39

_9
9_

no
 a

ns
w

er
, r

ef
us

e 
to

 a
ns

w
er

 (
D

O
 N

O
T

 
R

E
A

D
) 

  

Q
39

_9
9_
回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上

げ
な
い
こ
と
）

 
 

ДЛ
Я

 Т
ЕХ

, К
ТО

 В
Ы
БР
АЛ

 Q
38

=
1 

D
4.

 (
Q

40
).

 П
ри
во
ди
ли

 л
и 
эт
и 
пр
об
ле
м
ы

 к
 

сл
уч
ая
м

 н
ас
ил
ия

 в
 В
аш

ем
 р
ай
он
е?

 
 1 
да

 
2 
не
т 

3 
тр
уд
но

 с
ка
за
ть

 
99

 о
тк
аз

 
 

F
O

R
 T

H
O

SE
 W

H
O

 C
H

O
SE

 Q
38

=
1.

 
D

4.
 (

Q
40

).
 H

av
e 

th
es

e 
p

ro
bl

em
s 

le
d

 t
o 

in
ci

d
en

ts
 

of
 v

io
le

n
ce

 in
 y

ou
r 

ar
ea

? 
 1 

ye
s 

2 
no

 
3 

di
ff

ic
ul

t t
o 

sa
y 

99
 n

o 
an

sw
er

, r
ef

us
e 

to
 a

ns
w

er
 (

D
O

 N
O

T
 R

E
A

D
)

 

Q
38

=
1 
を
選
択
さ
れ
た
方
の
み

 
D

4.
 (

Q
40

).
 そ

れ
ら

の
問
題
が

、
あ

な
た
の

地
域

で
は

暴
力

的
行
為
の

発
生

に
つ
な

が
っ

て
い
ま

す
か

？
 

 1 
は
い

 
2 
い
い
え

 
3 
答
え
ら
れ
な
い

 
99

回
答
拒
否
（
読
み
上
げ
な
い
こ
と
）

 
 

ДЛ
Я

 В
С
ЕХ

 
D

5.
 (

Q
41

).
 П
о 
В
аш

им
 л
ич

ны
м

 о
щ
ущ

ен
ия
м

, 
на
ск
ол
ьк
о 
бе
зо
па
сн
о 
гу
ля
ть

 в
 В
аш

ем
 р
ай
он
е 

од
но
м
у 
в 
тё
м
но
е 
вр
ем
я 
су
то
к?

 
 1 
вп
ол
не

 б
ез
оп
ас
но

 
 

2 
ск
ор
ее

 б
ез
оп
ас
но

 
 

3 
ск
ор
ее

 н
еб
ез
оп
ас
но

 
 

4 
со
вс
ем

 н
е 
бе
зо
па
сн
о 

 
99

 з
/о

, о
тк
аз

 (
Н
Е

 З
А
Ч
И
Т
Ы
В
А
Т
Ь

) 
 

F
O

R
 A

L
L

 R
E

SP
O

N
D

E
N

T
S 

D
5.

 (
Q

41
).

 I
n 

yo
u

r 
p

er
so

na
l e

xp
er

ie
n

ce
, h

ow
 

sa
fe

 is
 it

 t
o 

w
al

k
 a

lo
n

e 
in

 y
ou

r 
ar

ea
 a

t 
n

ig
h

t?
 

 1 
qu

it
e 

sa
fe

 
 

2 
so

m
ew

ha
t s

af
e 

 
3 

so
m

ew
ha

t u
ns

af
e 

 
4 

no
t s

af
e 

at
 a

ll
 

 
99

 n
o 

an
sw

er
, r

ef
us

e 
to

 a
ns

w
er

 (
D

O
 N

O
T

 R
E

A
D

)

全
員
に

 
D

5.
 (

Q
41

).
 あ

な
た

の
個
人
的

な
感

覚
と
し

て
、

お
住

い
の

地
域
で
夜

間
に

一
人
で

歩
く

の
は
ど

の
程

度
 

安
全

で
す
か
？

 
 1 
非
常
に
安
全

 
 

2 
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
安
全

 
 

3 
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
危
な
い

 
 

4 
非
常
に
危
な
い

 
99

回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な

い
こ
と
）

 
E

. К
О
Л
Л
Е
К
Т
И
В
Н
Ы
Е

 Д
Е
Й
С
Т
В
И
Я

 И
 

С
О
Т
РУ

Д
Н
И
Ч
Е
С
Т
В
О

 
E

. C
O

L
L

E
C

T
IV

E
 A

C
T

IO
N

S
 A

N
D

 
C

O
O

P
E

R
A

T
IO

N
 

E
. 集

団
行

動
と

協
同

 
 

E
1.

 (
Q

42
).

 В
 т
еч
ен
ие

 п
ос
ле
дн
их

 1
2 
м
ес
яц
ев

 к
ак

 
ча
ст
о 
В
ы

 в
 л
ич

но
м

 о
бщ

ен
ии

 и
ли

 п
о 
И
нт
ер
не
ту

 
об
су
ж
да
ли

 н
иж

еп
ер
еч
ис
ле
нн

ы
е 
со
ци

ал
ьн
ы
е 

пр
об
ле
м
ы

 в
 г
ру
пп

е 
от

 т
ре
х 
и 
бо
ле
е 
че
ло
ве
к?

 
 Q

42
_1

_П
ро
бл
ем
ы

 о
кр
уж

аю
щ
ей

 с
ре
ды

 

E
1.

 (
Q

42
).

 D
u

ri
n

g 
th

e 
la

st
 1

2 
m

on
th

s,
 h

ow
 

of
te

n
 h

av
e 

yo
u

 d
is

cu
ss

ed
 t

h
e 

fo
llo

w
in

g 
so

ci
al

 
p

ro
b

le
m

s 
in

 p
er

so
n

 o
r 

on
li

n
e 

in
 a

 g
ro

up
 o

f 
th

re
e 

or
 m

or
e 

p
eo

p
le

? 
 Q

42
_1

_e
nv

ir
on

m
en

ta
l p

ro
bl

em
s 

E
1.

 (
Q

42
).

 過
去

1
年

間
に
、

以
下

の
よ
う

な
地

域
や

社
会

の
問
題
に

つ
い

て
3
人

以
上

で
話
し

合
う

こ
と
が

ど
の

く
ら
い
あ

り
ま

し
た
か

（
オ

ン
ラ
イ

ン
も

含

む
）

。
項
目
ご

と
に

1
つ
選

ん
で

く
だ
さ

い
。

 
 



2
3
9
 

Q
42

_2
_в
оп
ро
сы

 о
бр
аз
ов
ан
ия

 
Q

42
_3

_в
оп
ро
сы

 б
ез
оп
ас
но
ст
и,

 м
ер

 з
ащ

ит
ы

 в
 

чр
ез
вы

ча
йн
ы
х 
си
ту
ац
ия

 
Q

42
_4

_п
ро
бл
ем
ы

 п
от
ре
би
те
ле
й 

Q
42

_5
_с
оц
иа
ль
ны

е 
пр
об
ле
м
ы

 (
бе
зр
аб
от
иц
а,

 
пе
нс
ия

) 
Q

42
_6

_п
ро
бл
ем
ы

 з
др
ав
оо
хр
ан
ен
ия

 
  1 
не

 о
бс
уж

да
л 

2 
па
ру

 р
аз

 в
 г
од

 
3 
по
чт
и 
ка
ж
ды

й 
м
ес
яц

 
4 
по
чт
и 
ка
ж
ду
ю

 н
ед
ел
ю

 и
ли

 е
щ
ё 
ча
щ
е 

 
99

 з
/о

 и
ли

 о
тк
аз

  
  

Q
42

_2
_e

du
ca

ti
on

 is
su

es
 

Q
42

_3
_s

af
et

y 
is

su
es

, p
ro

te
ct

io
n 

m
ea

su
re

s 
in

 
em

er
ge

nc
ie

s 
Q

42
_4

_c
on

su
m

er
 p

ro
bl

em
s 

Q
42

_5
_s

oc
ia

l p
ro

bl
em

s 
(u

ne
m

pl
oy

m
en

t, 
pe

ns
io

n)
Q

42
_6

. h
ea

lt
h 

ca
re

 p
ro

bl
em

s 
 1 

di
d 

no
t d

is
cu

ss
 

2 
a 

co
up

le
 o

f 
ti

m
es

 p
er

 y
ea

r 
3 

al
m

os
t e

ve
ry

 m
on

th
 

4 
al

m
os

t e
ve

ry
 w

ee
k 

or
 e

ve
n 

m
or

e 
of

te
n 

 
99

 n
o 

an
sw

er
, r

ef
us

e 
to

 a
ns

w
er

 (
D

O
 N

O
T

 R
E

A
D

)
   

Q
42

_1
_環

境
問
題
（
大
気
、
水
、
騒
音
、
廃
棄
物
、

山
火
事
、
洪
水
な
ど
）

 
Q

42
_2

_教
育
問
題
（
教
育
費
、
塾
、
青
少
年
の
非
行

な
ど
）

 
Q

42
_3

_安
全
・
安
心
（
防
災
、
防
犯
な
ど
）

 
Q

42
_4

_消
費
者
問
題
（
食
品
の
安
全
性
、
モ
ノ
の
品

質
、
物
価
変
動
な
ど
）

 
Q

42
_5

_社
会
的
問
題
（
年
金
、
失
業
そ
の
他
の
社
会

的
給
付
、
税
金
、
医
療
な
ど
）

 
Q

42
_6

_医
療
問
題

 
 1 
ま
っ
た
く
な
い

 
2 

 年
に
数
回

 
 

3 
ほ
ぼ
毎
月

 
4 
ほ
ぼ
毎
週

 
99

回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な

い
こ
と
）

 
E

2.
 (

Q
43

).
 В

 к
ак
их

 и
з с
ле
ду
ю
щ
их

 в
ид
ов

 
об
щ
ес
тв
ен
но
й 
де
ят
ел
ьн
ос
ти

 В
ы

 л
ич
но

 и
ли

 
че
ре
з И

нт
ер
не
т 
уч
ас
тв
ов
ал
и 
в 
те
че
ни

е 
по
сл
ед
ни

х 
12

 м
ес
яц
ев

? 
 Q

43
_1

_в
ол
он
те
рс
ка
я 
де
ят
ел
ьн
ос
ть

 п
о 
ул
уч
ш
ен
ию

 
м
ес
та

 
(р
ай
он
а)

 
св
ое
го

 
пр
ож

ив
ан
ия

 
(о
зе
ле
не
ни
е 

ул
иц

, 
ул
уч
ш
ен
ие

 
бе
зо
па
сн
ос
ти

, 
ор
га
ни
за
ци
я 

м
ер
оп
ри
ят
ий

 и
 п
р.

) 
Q

43
_2

_в
ол
он
те
рс
ка
я 
де
ят
ел
ьн
ос
ть

 н
а 
сп
ор
ти
вн
ы
х,

 
ку
ль
ту
рн
ы
х,

 н
ау
чн
о-
по
пу
ля
рн
ы
х 
м
ер
оп
ри
ят
ия
х 

Q
43

_3
_в
ол
он
тё
рс
ка
я 

де
ят
ел
ьн
ос
ть

, 
св
яз
ан
на
я 

с 
ок
аз
ан
ие
м

 с
оц
иа
ль
но
й 
по
м
ощ

и 
ин
ва
ли
да
м

, 
де
тя
м

, 
лю

дя
м

 п
ож

ил
ог
о 
во
зр
ас
та

 и
 п
р.

 
Q

43
_4

_д
об
ро
во
ль
но
е 

уч
ас
ти
е 

в 
по
ли
ти
че
ск
их

 
м
ер
оп
ри
ят
ия
х 

(с
бо
р 
по
дп
ис
ей

, у
ча
ст
ие

 в
 м
ит
ин
га
х 

и 
пр

.)
 

E
2.

 (
Q

43
).

 I
n

 w
h

ic
h

 o
f 

th
e 

fo
ll

ow
in

g 
co

m
m

u
n

it
y 

ac
ti

vi
ti

es
 h

av
e 

yo
u

 p
er

so
na

lly
 p

ar
ti

ci
pa

te
d

 in
 

th
e 

la
st

 1
2 

m
on

th
s?

 (
in

cl
u

d
in

g 
on

li
n

e 
p

ar
ti

ci
pa

ti
on

).
 

 Q
43

_1
_v

ol
un

te
er

in
g 

to
 im

pr
ov

e 
th

e 
pl

ac
e 

(a
re

a)
 

w
he

re
 y

ou
 li

ve
 (

la
nd

sc
ap

in
g 

st
re

et
s,

 im
pr

ov
in

g 
se

cu
ri

ty
, o

rg
an

iz
in

g 
ev

en
ts

, e
tc

.)
 

Q
43

_2
_v

ol
un

te
er

in
g 

at
 s

po
rt

s,
 c

ul
tu

ra
l, 

sc
ie

nt
if

ic
 

an
d 

po
pu

la
r 

sc
ie

nc
e 

ev
en

ts
 

Q
43

_3
_v

ol
un

te
er

 a
ct

iv
iti

es
 r

el
at

ed
 to

 th
e 

pr
ov

is
io

n 
of

 s
oc

ia
l a

ss
is

ta
nc

e 
to

 p
er

so
ns

 w
it

h 
di

sa
bi

li
ti

es
, c

hi
ld

re
n,

 e
ld

er
ly

 p
eo

pl
e,

 e
tc

. 
Q

43
_4

_v
ol

un
ta

ry
 p

ar
ti

ci
pa

ti
on

 in
 p

ol
it

ic
al

 
ac

tiv
iti

es
 (

co
lle

ct
io

n 
of

 s
ig

na
tu

re
s,

 p
ar

ti
ci

pa
tio

n 
in

 
ra

ll
ie

s,
 e

tc
.)
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 _
Q

43
_9

8_
di

d 
no

t p
ar

ti
ci

pa
te

 in
 a

ny
 (

D
O

 N
O

T
 

R
E

A
D

) 

E
2.

 (
Q

43
).

 過
去

1
年

間
に
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

活
動

に
参

加
し

た
こ
と
が

あ
り

ま
す
か

（
オ

ン
ラ
イ

ン
も

含

む
）

。
 

 Q
43

_1
_自

分
の
住
ん
で
い
る
地
域
を
よ
く
す
る
た
め

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
活
動
環
境
の
改
善
、
治
安
の
向

上
、
街
の
活
性
化
、
そ
の
他
）

 
Q

43
_2

_ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
芸
術
・
学
術
に
関
連
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
ス
ポ
ー
ツ
の
コ
ー
チ
、
伝
統

文
化
の
継
承
、
専
門
的
知
識
の
伝
達
、
そ
の
他
）

 
Q

43
_3

_社
会
的
な
支
援
を
必
要
と
す
る
人
々
を
対
象

と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
障
が
い
者
、
子
ど
も
、

高
齢
者
、
そ
の
他
）

 
Q

43
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_政
治
的
問
題
に
関
連
し
た
活
動
（
請
願
書
へ

の
署
名
、
デ
モ
や
抗
議
運
動
へ
の
参
加
、
そ
の
他
）
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_9
8_
参
加
し
て
い
な
い
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9_
回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み

上
げ
な
い
こ
と
）
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 П
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ш
ка
ле

 о
т 

1 
до

 5
 о
це
ни

те
, 

на
ск
ол
ьк
о 
В
ы

 с
ог
ла
сн
ы

 с
о 
сл
ед
ую

щ
им

и 
ут
ве
рж

де
ни

ям
и.

  
1 

– 
ка
те
го
ри
че
ск
и 
не

 с
ог
ла
се
н,

 5
 –

 п
ол
но
ст
ью

 
со
гл
ас
ен
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ро
ст
ы
е 
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ди
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ак

 я
, н
ик
ак

 н
е 
м
ог
ут

 
по
вл
ия
ть

 н
а 
то

, ч
то

 п
ро
ис
хо
ди
т 
в 
го
су
да
рс
тв
е,

 В
 

пр
ав
ит
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ьс
тв
е 

Q
44
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_я
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вс
ем
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им
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, ч
ем
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тс
я 

го
су
да
рс
тв
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и 
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ли
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, п
ос
ко
ль
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ло
ж
на
я 

дл
я 
м
ен
я 
сф
ер
а 

Q
44

_3
_я

 и
нт
ер
ес
ую

сь
 п
ол
ит
ик
ой

 
Q

44
_4

_я
 х
оч
у 
бы

ть
 п
ол
ез
ны

м
 о
бщ

ес
тв
у 

Q
44

_5
_я

 и
 м
ои

 с
ос
ед
и 
за
бо
ти
м
ся

 д
ру
г 
о 
др
уг
е 

Q
44

_6
_я

 м
ог
у 
ра
сс
чи
ты
ва
ть

 н
а 
по
м
ощ

ь 
м
ои
х 

со
се
де
й 
в 
сл
уч
ае

 н
ео
бх
од
им

ос
ти
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n

 a
 s

ca
le

 o
f 

1 
to

 5
, r

at
e 

th
e 

ex
te

n
t 

to
 w

h
ic

h
 y

ou
 a

gr
ee

 w
it

h
 t

h
e 

fo
ll

ow
in

g 
st

at
em

en
ts

.  
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- 
ab

so
lu

te
ly

 d
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ag
re
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 5

 -
 a

b
so
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te

ly
 a

gr
ee
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 m
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44
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ol
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fu
l t

o 
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 c
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nt
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th
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f 
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ig
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E
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Q

44
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 あ
な

た
は

市
民
権

、
政

府
、
近

所
づ

き
合

い
に

関
す
る
以

下
の

考
え
方

に
賛

成
し
ま

す
か

、
あ
る

い
は

反
対
し
ま

す
か

。
当
て

は
ま

る
も
の

を
そ

れ
ぞ
れ

お
答

え
く
だ
さ

い
。

 
 Q

44
_1

_自
分
の
よ
う
な
普
通
の
市
民
に
は
、
政
府
の

す
る
こ
と
に
対
し
て
、
影
響
を
及
ぼ
せ
る
ほ
ど
の
力
が

な
い

 
Q

44
_2

_政
治
や
政
府
は
複
雑
な
の
で
、
何
を
や
っ
て

い
る
の
か
よ
く
理
解
で
き
な
い

 
Q

44
_3

_私
は
政
治
に
対
し
て
関
心
が
あ
る

 
Q

44
_4

_私
は
社
会
の
た
め
に
役
立
ち
た
い

 
Q

44
_5

_近
所
の
人
は
、
お
互
い
を
気
に
か
け
て
い
る

 
Q

44
_6

_近
所
の
人
は
、
私
が
困
っ
て
い
た
ら
手
助
け

し
て
く
れ
る

 
  1 
強
く
反
対

 
2 
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
反
対

 
3 
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

 
4 
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
賛
成

 
5 
強
く
賛
成

 
99

回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な

い
こ
と
）
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то

 за
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ос
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дн
ие
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ри

 г
од
а 
В
ы

 
со
би
ра
ли
сь

 в
м
ес
те
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 д
ру
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м
и 
ж
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ям

и 
В
аш

ег
о 

ра
йо
на

, ч
то
бы

 с
ов
м
ес
тн
о 
об
ра
ти
ть
ся

 к
 в
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ст
и 
с 

пр
ос
ьб
ой

 р
еш

ит
ь 
ка
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ю

-т
о 
пр
об
ле
м
у 
в 
В
аш

ем
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йо
не

? 
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u
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 w
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h
er
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id
en
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f 
yo

u
r 

ar
ea

 t
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jo
in
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k

 t
h

e 
au
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it
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s 
to

 s
ol

ve
 

a 
p
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b
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m
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r 
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E
4.
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Q
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 過
去

3
年

間
に
、

あ
な

た
の
お

住
ま

い
の

地
域

の
問
題
に

つ
い

て
、
住

民
が

共
同
で

政
治

家
や
役

所
に

対
し
て
陳

情
を

行
っ
た

り
請

願
書
を

提
出

し
た
り

し
た

こ
と
は
あ

り
ま

し
た
か

？
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3 
se

ve
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es
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to

 5
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m
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e 

th
an

 5
 ti

m
es
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ef
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e 
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ns

w
er
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1 
一
度
も
な
い

 
2 
一
度
の
み

 
3 

2～
5
回

 
4 

6
回
以
上

 
99

回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な

い
こ
と
）
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V
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9 
パ

ン
デ

ミ
ッ
ク

の
影

響
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 С
м
ен
им

 т
ем
у.

 Т
еп
ер
ь 
я 
за
да
м

 
не
ск
ол
ьк
о 
во
пр
ос
ов

 о
тн
ос
ит
ел
ьн
о 
па
нд
ем
ии

 
ко
ро
на
ви
ру
са

. П
о 
ва
ш
ем
у 
м
не
ни

ю
, н
а 
ко
м

 
ле
ж
ит

 н
аи
бо
ль
ш
ая

 о
тв
ет
ст
ве
нн
ос
ть

 з
а 

ра
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ро
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ра
не
ни
е 
ко
ро
на
ви
ру
сн
ой

 и
нф

ек
ци
и?
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 1 
на

 г
ра
ж
да
на
х 
ст
ра
ны

 
2 
на

 п
ре
зи
де
нт
е 
и 
пр
ав
ит
ел
ьс
тв
е 

3 
на

 о
рг
ан
ах

 м
ес
тн
ог
о 
са
м
оу
пр
ав
ле
ни
я 

4 
на

 п
ол
ит
ик
ах

 и
 д
еп
ут
ат
ах

 
5 
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ос
уд
ар
ст
ве
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ы
х 
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уж

ащ
их
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 р
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ов
од
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ях
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ы
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пр
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пр
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7 
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но
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ра
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 c
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ze

ns
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un
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2 
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e 
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es

id
en
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nd

 th
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go
ve
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ov
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en
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4 
po

li
ti

ci
an

s 
an

d 
pa

rl
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5 
go

ve
rn
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t o
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6 
di
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ct
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 m
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or
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om
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ni
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7 
fo

re
ig
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rs
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9 

no
 o

ne
 is

 r
es

po
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 e
ve

ry
on
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t f

au
lt
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or
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no

th
er
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 (
Q

46
).

 話
題

を
変

え
ま
し

ょ
う

。
こ
れ

か
ら

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル
ス
の

パ
ン

デ
ミ
ッ

ク
に

つ
い
て

い
く

つ
か
質

問
さ

せ
て
い
た

だ
き

ま
す
。

ロ
シ

ア
に
お

け
る

新
型
コ

ロ
ナ

感
染
症
感

染
拡

大
を
引

き
起

こ
し
た

責
任

は
ど
こ

に
あ

る
と
思
い

ま
す

か
。
最

も
重

要
と
思

う
も

の
を

1
つ

選
ん

で
く
だ

さ
い

。
 

 1 
国
民

 
2 
大
統
領
と
政
府

 
3 
地
方
自
治
体

 
4 
政
治
家
お
よ
び
国
会
議
員

 
5 
政
府
関
係
者

 
6 
大
企
業
の
役
員

 
7 
外
国
人

 
8 

Q
46

_8
T

_そ
の
他
（
具
体
的
に

) 
9 
誰
の
責
任
で
も
な
い

 
10

 多
少
な
り
と
も
全
員
に
責
任
が
あ
る

 
99

 回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な

い
こ
と
）
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 В
ы

 д
ов
ер
яе
те

 
ин

ф
ор
м
ац
ии

 о
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ан
де
м
ии

, п
ол
уч
ае
м
ой

 и
з 

сл
ед
ую

щ
их

 и
ст
оч
ни

ко
в?

 О
це
ни

те
 В
аш

 о
тв
ет

 п
о 

ш
ка
ле

 о
т 

1 
до

 5
, г
де

 1
 –

 п
ол
но
ст
ью

 н
е 
до
ве
ря
ю

, 5
 

– 
по
лн
ос
ть
ю

 д
ов
ер
яю

.  
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ow
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u

ch
 d
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 t

ru
st
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h

e 
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n
 y

ou
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b
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an
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P
le
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ra
te
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r 
an
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er
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 s
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to

 5
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h
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e 
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n
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 t

ru
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d
 5

 is
 a
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T
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, r
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F
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Q

47
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 あ
な

た
は

、
パ
ン

デ
ミ

ッ
ク
に

つ
い

て
、

以
下

の
情
報
源

か
ら

得
た
情

報
を

ど
の
程

度
信

用
し
て

い
ま

す
か
？

1
が

完
全

に
不
信

、
5
が

完
全
に

信
用

で

き
る

と
し
て
、

1～
5
の

ス
ケ

ー
ル

で
評
価

し
て

く
だ

さ
い

。
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_1
_従

来
の
メ
デ
ィ
ア
（
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新

聞
）
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47
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_イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

 
Q

47
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_ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
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47
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_友
人
・
知
人

 
Q

47
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_国
の
機
関

 
Q

47
_6

_地
方
公
共
団
体
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答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な

い
こ
と
）
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 新
型

コ
ロ

ナ
感
染

症
感

染
拡
大

に
よ

り
あ

な
た

の
生
活
は

ど
の

よ
う
に

変
わ

り
ま
し

た
か

。
1
つ

選
ん

で
く
だ
さ

い
。

 
 1 
悪
く
な
っ
た

 
2 
よ
く
な
っ
た

 
3 
変
わ
っ
て
い
な
い

 
99

回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な

い
こ
と
）

 
F

4.
 (

Q
49

).
 К
ак

 и
зм
ен
ил
ся

 В
аш

 д
ох
од

 и
з-
за

 
ра
сп
ро
ст
ра
не
ни

я 
ко
ро
на
ви
ру
сн
ой

 и
нф

ек
ци

и?
 

(В
ы
бе
ри
т
е 
од
ин

 в
ар
иа
нт

 о
т
ве
т
а)

 
 1 
ум

ен
ьш

ил
ся

 
2 
ув
ел
ич
ил
ся

 
3 
не

 и
зм
ен
ил
ся

 
99

 з
/о

, о
тк
аз

 (
Н
Е

 З
А
Ч
И
Т
Ы
В
А
Т
Ь

) 
 

F
4.

 (
Q

49
).

 H
ow

 h
as

 y
ou

r 
in

co
m

e 
ch

an
ge

d
 d

u
e 

to
 t

h
e 

sp
re

ad
 o

f 
co

ro
n

av
ir

u
s 

in
fe

ct
io

n
? 

(C
h

oo
se

 
on

e 
an

sw
er

) 
 1 

de
cr

ea
se

d 
2 

in
cr

ea
se

d 
3 

ha
s 

no
t c

ha
ng

ed
 

99
 n

o 
an

sw
er

, r
ef

us
e 

to
 a

ns
w

er
 (

D
O

 N
O

T
 R

E
A

D
)

F
4.

 (
Q

49
).

 新
型

コ
ロ

ナ
感
染

症
感

染
拡
大

に
よ

り
あ

な
た

の
収
入
は

ど
の

よ
う
に

変
わ

り
ま
し

た
か

。
1
つ

選
ん

で
く
だ
さ

い
。

 
 1 
減
少
し
た

 
2 
増
加
し
た

 
3 
変
わ
ら
な
い

 
99

回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な

い
こ
と
）

 
F

5.
 (

Q
50

).
 К
ак

 п
ом

ен
ял
ас
ь 
В
аш

а 
си
ту
ац
ия

 с
 

ра
бо
то
й 
из

-з
а 
ра
сп
ро
ст
ра
не
ни

я 
ко
ро
на
ви
ру
сн
ой

 и
нф

ек
ци

и?
 

 Q
50

_1
_у
во
ли
ли
сь

 и
ли

 п
ер
еш

ли
 н
а 
др
уг
ую

 р
аб
от
у 

F
5.

 (
Q

50
).

 H
ow

 h
as

 y
ou

r 
jo

b
 s

it
u

at
io

n
 c

ha
n

ge
d

 
b

ec
au

se
 o

f 
th

e 
sp

re
ad

 o
f 

th
e 

co
ro

n
av

ir
u

s 
in

fe
ct

io
n

? 
 Q

50
_1

_q
ui

t o
r 

m
ov

ed
 to

 a
no

th
er

 jo
b 

F
5.

 (
Q

50
).

 コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル
ス

感
染

症
の
拡

大
に

よ

り
、

あ
な
た
の

仕
事

の
状
況

は
ど

の
よ
う

に
変

化
し
ま

し
た

か
？

 
 Q

50
_1

_退
職
ま
た
は
転
職
し
た

 



2
4
3
 

Q
50

_2
_с
та
ли

 р
аб
от
ат
ь 
ди
ст
ан
ци
он
но

 б
ол
ее

 ч
ем

 
по
ло
ви
ну

 р
аб
оч
их

 д
не
й 
в 
не
де
лю

 
Q

50
_3

_с
та
ли

 и
зб
ег
ат
ь 
ча
со
в 
пи
к 
пр
и 
по
ез
дк
ах

 н
а 

ра
бо
ту

 и
 с

 р
аб
от
ы

 
Q

50
_4

_к
ол
ич
ес
тв
о 
ко
м
ан
ди
ро
во
к 
ум

ен
ьш

ил
ос
ь 

бо
ле
е 
че
м

 в
 п
ол
ов
ин
у 

Q
50

_5
T

_д
ру
го
е 

(_
__

__
__

) 
Q

50
_6

_н
ич
ег
о 
не

 и
зм
ен
ил
ос
ь 

Q
50

_7
_н
е 
ра
бо
та
ли

 д
о 
и 
в 
пе
ри
од

 п
ан
де
м
ии

 
99

 Q
50

_9
9_
з/
о,

 о
тк
аз

 (
Н
Е

 З
А
Ч
И
Т
Ы
В
А
Т
Ь

) 
 

Q
50

_2
_s

ta
rt

ed
 w

or
ki

ng
 r

em
ot

el
y 

m
or

e 
th

an
 h

al
f 

of
 th

e 
w

or
ki

ng
 d

ay
s 

pe
r 

w
ee

k 
Q

50
_3

_s
ta

rt
ed

 to
 a

vo
id

 r
us

h 
ho

ur
s 

on
 th

e 
w

ay
 to

 
an

d 
fr

om
 w

or
k 

Q
50

_4
_n

um
be

r 
of

 b
us

in
es

s 
tr

ip
s 

re
du

ce
d 

by
 m

or
e 

th
an

 h
al

f 
Q

50
_5

T
_o

th
er

 (
sp

ec
if

y)
 

Q
50

_6
_n

ot
hi

ng
 h

as
 c

ha
ng

ed
 

Q
50

_7
_d

id
 n

ot
 w

or
k 

be
fo

re
 a

nd
 d

ur
in

g 
th

e 
pa

nd
em

ic
 

99
 Q

50
_9

9_
no

 a
ns

w
er

, r
ef

us
e 

to
 a

ns
w

er
 (

D
O

 
N

O
T

 R
E

A
D

) 

Q
50

_2
_週

の
労
働
日
の
半
分
以
上
を
オ
ン
ラ
イ
ン
勤

務
す
る
よ
う
に
な
っ
た

 
Q

50
_3

_通
勤
・
通
学
の
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
を
避
け
る

よ
う
に
な
っ
た

 
Q

50
_4

_出
張
の
回
数
が
半
分
以
下
に
な
っ
た

 
Q

50
_5

T
_そ

の
他
（
具
体
的
に
）

 
Q

50
_6

_何
も
変
わ
っ
て
い
な
い

 
Q

50
_7

_パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
と
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
は
仕

事
を
し
な
か
っ
た

 
99

 Q
50

_9
9_
回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み

上
げ
な
い
こ
と
）

 
F

6.
 (

Q
51

).
 Н
а 
чт
о 
В
ы

 с
та
ли

 т
ра
ти
ть

 б
ол
ьш

е 
вр
ем
ен
и 
в 
ре
зу
ль
та
те

 п
ан
де
м
ии

? 
 Q

51
_1

_р
аб
оч
ие

 з
ад
ач
и 

 
Q

51
_2

_с
ем
ей
ны

е 
де
ла

 
 

Q
51

_3
_о
бщ

ен
ие

 с
 р
од
ст
ве
нн
ик
ам
и 

 
Q

51
_4

_о
бщ

ен
ие

 с
 с
ос
ед
ям
и 

 
Q

51
_5

_д
ос
уг

, о
тд
ы
х,

 с
по
рт

 
 

Q
51

_6
_в
ол
он
те
рс
ка
я 
де
ят
ел
ьн
ос
ть

 
 

Q
51

_7
_п
ол
уч
ен
ие

 н
ов
ы
х 
зн
ан
ий

 и
 н
ав
ы
ко
в 

Q
51

_8
T

_д
ру
го
е 

(_
__

__
__

_)
 

Q
51

_9
_м

ое
 в
ре
м
я 
на

 в
ы
по
лн
ен
ие

 д
ан
ны

х 
за
да
ч 
не

 
из
м
ен
ил
ос
ь 

99
 Q

51
_9

9_
з/
о,

 о
тк
аз

 (
Н
Е

 З
А
Ч
И
Т
Ы
В
А
Т
Ь

) 
  

F
6.

 (
Q

51
).

 W
h

at
 h

av
e 

yo
u

 s
p

en
t 

m
or

e 
ti

m
e 

on
 

as
 a

 r
es

u
lt

 o
f 

th
e 

p
an

d
em

ic
? 

 Q
51

_1
_w

or
k 

ta
sk

s 
 

Q
51

_2
_f

am
il

y 
m

at
te

rs
 

 
Q

51
_3

_s
oc

ia
li

si
ng

 w
it

h 
re

la
ti

ve
s 

 
Q

51
_4

_s
oc

ia
li

si
ng

 w
it

h 
ne

ig
hb

ou
rs

 
 

Q
51

_5
_l

ei
su

re
 ti

m
e,

 r
ec

re
at

io
n,

 s
po

rt
s 

 
Q

51
_6

_v
ol

un
ta

ry
 w

or
k 

 
Q

51
_7

_g
ai

ni
ng

 n
ew

 k
no

w
le

dg
e 

an
d 

sk
il

ls
 

Q
51

_8
T

_o
th

er
 (

sp
ec

if
y)

 
Q

51
_9

_m
y 

ti
m

e 
fo

r 
th

es
e 

ta
sk

s 
ha

s 
no

t c
ha

ng
ed

 
99

 Q
51

_9
9_

no
 a

ns
w

er
, r

ef
us

e 
to

 a
ns

w
er

 (
D

O
 

N
O

T
 R

E
A

D
) 

 

F
6.

 (
Q

51
).

 新
型

コ
ロ

ナ
感
染

症
感

染
拡
大

に
よ

り
か

け
る

時
間
数
が

増
え

た
も
の

を
チ

ェ
ッ
ク

し
て

下
さ

い
。

 
 Q

51
_1

_仕
事

 
 

Q
51

_2
_家

族
と
の
時
間

 
 

Q
51

_3
_親

戚
と
の
付
き
合
い

 
 

Q
51

_4
_近

所
と
の
付
き
合
い

 
 

Q
51

_5
_余

暇
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ

 
 

Q
51

_6
_ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

 
 

Q
51

_7
_新

し
い
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と

 
Q

51
_8

T
_そ

の
他
（
具
体
的
に
）

 
Q

51
_9

_費
や
す
時
間
は
変
わ
っ
て
い
な
い

 
99

 Q
51

_9
9_
回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み

上
げ
な
い
こ
と
）

 
F

7.
 (

Q
52

).
 Д
ов
ер
яе
те

 л
и 
вы

 э
ф
ф
ек
ти
вн
ос
ти

 
ва
кц

ин
 п
ро
ти
в 
ко
ро
на
ви
ру
сн
ой

 и
нф

ек
ци

и?
 

 1 
аб
со
лю

тн
о 
до
ве
ря
ю

 
2 
ск
ор
ее

 д
ов
ер
яю

 
3 
ск
ор
ее

 н
е 
до
ве
ря
ю

 
4 
аб
со
лю

тн
о 
не

 д
ов
ер
яю

 
99

 з
/о

 о
тк
аз

 (
Н
Е

 З
А
Ч
И
Т
Ы
В
А
Т
Ь

) 

F
7.

 (
Q

52
).

 D
o 

yo
u

 t
ru

st
 t

h
e 

ef
fe

ct
iv

en
es

s 
of

 
va

cc
in

es
 a

ga
in

st
 c

or
on

av
ir

u
s 

in
fe

ct
io

n
? 

 1 
ab

so
lu

te
ly

 tr
us

t 
2 

so
m

ew
ha

t t
ru

st
 

3 
so

m
ew

ha
t d

o 
no

t t
ru

st
  

4 
ab

so
lu

te
ly

 d
o 

no
t t

ru
st

 
99

 n
o 

an
sw

er
, r

ef
us

e 
to

 a
ns

w
er

 (
D

O
 N

O
T

 R
E

A
D

)

F
7.

 (
Q

52
).

 あ
な

た
は

新
型
コ

ロ
ナ

感
染
症

に
対

す
る

ワ
ク

チ
ン
の
有

効
性

を
信
用

し
て

い
ま
す

か
。

1
つ

選

ん
で

く
だ
さ
い

。
 

 1 
絶
対
的
に
信
用
し
て
い
る

 
2 
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
信
用
し
て
い
る

 
3 
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
信
用
し
て
い
な
い

 



2
4
4
 

 
 

4 
全
く
信
用
し
て
い
な
い

 
99

無
回
答
、
回
答
拒
否
（
読
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
）

 
F

8.
 (

Q
53

).
 Н
ас
ко
ль
ко

 э
ф
ф
ек
ти
вн
ы
м
и 
дл
я 
В
ас

 
ли
чн

о 
ок
аз
ал
ис
ь 
м
ер
ы

 П
ра
ви
те
ль
ст
ва

 п
о 

бо
рь
бе

 с
 к
ор
он
ав
ир
ус
но
й 
ин

ф
ек
ци

ей
? 
О
це
ни

те
 

св
ой

 о
тв
ет

 п
о 
ш
ка
ле

 о
т 

1 
до

 5
, г
де

 1
 –

 к
ра
йн

е 
не
эф
ф
ек
ти
вн
ы

, 5
 –

 к
ра
йн

е 
эф
ф
ек
ти
вн
ы

. 
 1 
кр
ай
не

 н
еэ
ф
ф
ек
ти
вн
ы

 
2 

 
3 

 
4 

 
5 
кр
ай
не

 э
ф
ф
ек
ти
вн
ы

 
99

 з
/о

, о
тк
аз

 (
Н
Е

 З
А
Ч
И
Т
Ы
В
А
Т
Ь

) 
 

F
8.

 (
Q

53
).

 H
ow

 e
ff

ec
ti

ve
 h

av
e 

go
ve

rn
m

en
t 

m
ea

su
re

s 
to

 c
on

tr
ol

 c
or

on
av

ir
u

s 
in

fe
ct

io
n

 b
ee

n
 

fo
r 

yo
u

 p
er

so
n

al
ly

? 
P

le
as

e 
ra

te
 y

ou
r 

an
sw

er
 o

n
 

a 
sc

al
e 

of
 1

 t
o 

5,
 w

h
er

e 
1 

is
 a

b
so

lu
te

ly
 

in
ef

fe
ct

iv
e,

 5
 is

 a
b

so
lu

te
ly

 e
ff

ec
ti

ve
. 

 1 
ab

so
lu

te
ly

 in
ef

fe
ct

iv
e 

2 
 

3 
 

4 
 

5 
ab

so
lu

te
ly

 e
ff

ec
ti

ve
 

99
 n

o 
an

sw
er

, r
ef

us
e 

to
 a

ns
w

er
 (

D
O

 N
O

T
 R

E
A

D
)

F
8.

 (
Q

53
).

 あ
な

た
は

新
型
コ

ロ
ナ

感
染
症

に
対

す
る

政
府

の
政
策
は

、
あ

な
た
の

生
活

に
と
っ

て
ど

の
程
度

有
効

だ
と
思
い

ま
す

か
。

1
つ

選
ん

で
く
だ

さ
い

。
 

 1 
全
く
有
効
で
は
な
い

 
2 
あ
ま
り
有
効
で
は
な
い

 
3 
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

 
4 
ど
ち
ら
と
い
え
ば
有
効
で
あ
る

 
5 
極
め
て
有
効
で
あ
る

 
99

回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な

い
こ
と
）

 

F
9.

 (
Q

54
).

 Н
ас
ко
ль
ко

 э
ф
ф
ек
ти
вн
ы
м
и 
дл
я 
В
ас

 
ли
чн

о 
и 
чл
ен
ов

 В
аш

ей
 с
ем
ьи

 с
та
ли

 м
ер
ы

 
м
ат
ер
иа
ль
но
й 
по
дд
ер
ж
ки

 в
о 
вр
ем
я 
па
нд
ем
ии

, 
ок
аз
ан
ны

е 
со

 с
то
ро
ны

 р
аз
ны

х 
лю

де
й 
и 

ст
ру
кт
ур

? 
О
це
ни

те
 В
аш

 о
тв
ет

 п
о 
ш
ка
ле

 о
т 

1 
до

 
5,

 г
де

 1
 –

 к
ра
йн

е 
не
эф
ф
ек
ти
вн
ы

, 5
 –

 к
ра
йн

е 
эф
ф
ек
ти
вн
ы

 
 Q

54
_1

_г
ос
уд
ар
ст
во

 
Q

54
_2

_о
рг
ан
ы

 м
ес
тн
ог
о 
са
м
оу
пр
ав
ле
ни
я 

Q
54

_3
_п
ре
дп
ри
ят
ие

 
Q

54
_4

_м
ес
тн
ая

 о
бщ

ес
тв
ен
но
ст
ь 

Q
54

_5
_с
ос
ед
и 

Q
54

_6
_в
ол
он
те
рс
ки
е 
ор
га
ни
за
ци
и,

 
не
ко
м
м
ер
че
ск
ие

 о
рг
ан
из
ац
ии

 
Q

54
_7

_д
ру
зь
я,

 з
на
ко
м
ы
е 

Q
54

_8
_с
ем
ья

 и
 р
од
ст
ве
нн
ик
и 

  0 
не

 п
ол
уч
ил
и 
та
ко
й 
по
м
ощ

и 
1.

 к
ра
йн
е 
не
эф
ф
ек
ти
вн
ы

 

F
9.

 (
Q

54
).

 H
ow

 e
ff

ec
ti

ve
 w

er
e 

th
e 

m
at

er
ia

l 
su

p
p

or
t 

m
ea

su
re

s 
p

ro
vi

d
ed

 b
y 

d
if

fe
re

n
t 

p
eo

p
le

 
an

d
 in

st
it

u
ti

on
s 

d
u

ri
n

g 
th

e 
p

an
d

em
ic

 f
or

 y
ou

 
p

er
so

n
al

ly
 a

nd
 y

ou
r 

fa
m

il
y 

m
em

b
er

s?
 R

at
e 

yo
u

r 
an

sw
er

 o
n

 a
 s

ca
le

 o
f 

1 
to

 5
, w

h
er

e 
1 

is
 

ab
so

lu
te

ly
 in

ef
fe

ct
iv

e,
 5

 is
 a

b
so

lu
te

ly
 e

ff
ec

ti
ve

. 
  Q

54
_1

_s
ta

te
 

Q
54

_2
_l

oc
al

 a
ut

ho
ri

ti
es

 
Q

54
_3

_e
nt

er
pr

is
e 

Q
54

_4
_l

oc
al

 c
om

m
un

it
y 

Q
54

_5
_n

ei
gh

bo
ur

s 
Q

54
_6

_v
ol

un
ta

ry
 o

rg
an

is
at

io
ns

, n
on

-p
ro

fi
t 

or
ga

ni
sa

ti
on

s 
Q

54
_7

_f
ri

en
ds

, a
cq

ua
in

ta
nc

es
 

Q
54

_8
_f

am
il

y 
an

d 
re

la
ti

ve
s 

 0 
di

d 
no

t r
ec

ei
ve

 n
o 

su
ch

 s
up

po
rt

 
1 

ab
so

lu
te

ly
 in

ef
fe

ct
iv

e 
2 

 

F
9.

 (
Q

54
).

 新
型

コ
ロ

ナ
感
染

症
の

影
響
が

広
が

る
中

で
の

次
の
物
的

・
金

銭
的
支

援
は

、
あ
な

た
自

身
、
お

よ
び

あ
な
た
の

家
族

に
ど
の

程
度

有
効
な

も
の

で
し
た

か
。

当
て
は
ま

る
も

の
を
そ

れ
ぞ

れ
お
答

え
く

だ
さ

い
。

 
 Q

54
_1

_国
（
政
府
）
か
ら
の
公
的
な
支
援

 
Q

54
_2

_地
方
自
治
体
か
ら
の
公
的
な
支
援

 
Q

54
_3

_企
業
（
職
場
）
か
ら
の
支
援

 
Q

54
_4

_地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
か
ら
の
支
援

 
Q

54
_5

_近
所
・
隣
人
か
ら
の
支
援
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54
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_N
G

O
・

N
P

O
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
の
支
援

Q
54

_7
_友

人
・
知
人
か
ら
の
支
援

 
Q

54
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_家
族
・
親
戚
か
ら
の
支
援

 
 0 
支
援
を
受
け
て
い
な
い

 
1 
全
く
有
効
で
は
な
い

 
2 
あ
ま
り
有
効
で
は
な
い

 
3 
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
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4 
ど
ち
ら
と
い
え
ば
有
効
で
あ
る

 
5 
極
め
て
有
効
で
あ
る

 
99

回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な

い
こ
と
）
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政
治
的

態
度
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ас
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ы
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ы
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х 
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ны

. О
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ни
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ю
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не
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аб
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гл
ас
ен

 
 1 
аб
со
лю
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не
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н 

2 3 4 5 
аб
со
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о 
со
гл
ас
ен
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аз
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И
Т
Ы
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А
Т
Ь
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).
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w
h
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en
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 w
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to
ta

ll
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 あ
な
た
は
「
政
府
が
人
々
の
間
の
所
得
格

差
を
減
ず
る
べ
き
」
と
い
う
意
見
に
賛
成
し
ま
す
か
。

1-
5
で
評
価
し
て
く
だ
さ
い
。

1
つ
選
ん
で
く
だ
さ

い
。

 
 1 
完
全
に
反
対

 
2 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
反
対

 
3 

賛
成
で
も
反
対
で
も
な
い

 
4 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛
成

 
5 
完
全
に
賛
成

 
6
回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な
い

こ
と
）
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 о
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ф
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 こ
の

5
年
間
の
ロ
シ
ア
政
府
の
政
策
に
関

し
て
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
評
価
し
ま
す
か
。
項
目
ご

と
に

1
つ
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
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56
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_雇
用
機
会
の
創
出

 
Q

56
_2

_経
済
格
差
の
縮
小

 
Q

56
_3

_景
気
刺
激
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56
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_イ
ン
フ
ラ
整
備

 
Q

56
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_国
の
安
全
保
障
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56
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_教
育
・
科
学
技
術
振
興
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56
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_医
療
制
度
の
発
展
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_環
境
対
策
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 1 
極
め
て
悪
い

 
2 

 悪
い

 
3 
良
く
も
悪
く
も
な
い

 
4 
良
い

 
5 
極
め
て
良
い
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回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な
い

こ
と
）
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 教
育

レ
ベ
ル

に
つ

い
て
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_あ

な
た
の
学
歴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
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・
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59
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61
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Q
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し
い
友
人

 
 1 
初
等
教
育

  
2 

8
年
制
中
学
校

  
3
中
等
普
通
教
育

  
4 
中
等
特
殊
教
育

  
5 
大
学
中
退

  
6 
経
済
学
な
ど
人
文
社
会
科
学
系
の
大
学

  
7 
技
術
系
あ
る
い
は
自
然
科
学
系
の
大
学

  
8 

2
つ
の
大
学
卒
、
修
士
、
大
学
院
、
博
士

  
99

 回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な

い
こ
と
）
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 あ

な
た

を
含
め

、
何

人
の
ご

家
族

と
同

居
さ

れ
て
い
ま

す
か

？
 

 1 
同
居
家
族
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63
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N

_人
数

 
2 
一
人
暮
ら
し
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 同
居

し
て
い
る

18
歳

未
満
の

子
ど

も
、

孫
、

そ
の
他
の

近
親

者
は
何

人
で

す
か
？
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未
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孫
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い
場

合
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 現
在

の
あ

な
た
の

家
計

状
況
は

、
次

の
う

ち
ど

れ
に
当
て

は
ま

り
ま
す

か
？

自
分
に

合
っ

た
も
の

を
全

て
選
ん
で

く
だ

さ
い
。

 
 Q

75
_1

_1
年
以
上
生
活
で
き
る
貯
蓄
が
あ
る

  
Q

75
_2

_短
期
間
で
も
生
活
で
き
る
資
金
が
あ
る

  
Q

75
_3

_銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
残
高
が

あ
る

  
Q

75
_4

_勤
務
先
か
ら
の
借
入
金
残
高
が
あ
る

  
Q

75
_5

_個
人
に
対
し
て
多
額
の
借
金
が
あ
る

  
Q

75
_6

_少
額
の
累
積
債
務
が
あ
る

  
Q

75
_7

_家
賃
の
滞
納
が

2
ヶ
月
以
上
あ
る

  
Q

75
_8

_ど
れ
で
も
な
い

  
99

 Q
75

_9
9_
回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み

上
げ
な
い
こ
と
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щ
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w
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) 
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se
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H
7.

 (
Q

76
).
あ

な
た

の
現
在
の

雇
用

形
態
は

？
 

 1 
正
社
員
（
働
き
な
が
ら
年
金
も
も
ら
っ
て
い
る
人
、

社
会
人
学
生
も
含
む
）

  
2 
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
自
営
業
（
働
き
な
が
ら
年
金
も
も

ら
っ
て
い
る
人
、
社
会
人
学
生
も
含
む
）

  
3 
自
営
業
、
家
族
経
営
、
農
業
（
自
営
業
者
）
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4 
無
給
で
働
い
て
い
る
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
）

  
5 
働
い
て
い
な
い
学
生

  
6 
健
康
上
の
理
由
に
よ
っ
て
働
い
て
い
な
い
／
身
体
障

害
者

  
7 
一
時
的
に
失
業
し
て
い
る
が
、
仕
事
を
探
し
て
い
る

 
8 
出
産
・
育
児
休
暇

  
9 
主
婦
・
育
児

  
10

 未
就
労
年
金
受
給
者

  
98

 Q
76

_9
8T

_そ
の
他

 (
具
体
的
に

) 
99

回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な

い
こ
と
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場
合

  
H
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 (

Q
77
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 現

在
の

お
仕
事
に

つ
い

て
教
え

て
く

だ
さ

い
。

複
数
の
職

場
で

働
い
て

い
る

人
は
、

主
な

収
入
を

得
て

い
る
仕
事

を
、

働
い
て

い
る

年
金
受

給
者

は
、
現

在
就

い
て
い
る

仕
事

を
教
え

て
く

だ
さ
い

。
  

 1 
従
業
員
を
雇
っ
て
い
る
起
業
家

  
2 
企
業
・
機
関
の
経
営
者
ま
た
は
サ
ブ
経
営
者

  
3 
中
小
企
業
経
営
者

  
4
高
等
教
育
を
前
提
と
す
る
職
務
に
お
け
る
専
門
家

（
軍
士
官
を
含
む
）

 
5 
「
自
営
業
」
ま
た
は
純
粋
の
家
族
経
営

  
6 
高
等
教
育
を
必
要
と
し
な
い
職
種
の
従
業
員
（
事
務

職
、
保
安
機
関
の
制
服
組
、
実
験
室
の
助
手
、
司
書
、

秘
書
、
受
付
係
な
ど
を
含
む
。
）

  
7 
商
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
に
従
事
す
る
一
般
労
働
者

  
8 

5
類
労
働
者
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9 
労
働
者
（

3～
4
類
）

 
10

 作
業
員
（

1-
2
類
、
区
分
外
、
雑
役
労
働
者
）
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rt

ua
ll

y 
no

th
in

g 
at

 w
or

k 
de

pe
nd

s 
on

 y
ou

r 
op

in
io

n 
99

 n
o 

an
sw

er
, r

ef
us

e 
to

 a
ns

w
er

 (
D

O
 N

O
T

 R
E

A
D

)

Q
76

<
5
の
場
合

 
H

9.
 (

Q
78

).
 現

在
の

仕
事
に
か

ん
し

て
、
あ

な
た

は
...

 
 1 
組
織
全
体
の
意
思
決
定
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
る

  
2 
部
署
全
体
の
意
思
決
定
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
る

  
3 
仕
事
で
は
事
実
上
、
あ
な
た
の
意
見
に
左
右
さ
れ
る

こ
と
は
何
も
な
い

  
99

回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な

い
こ
と

 
Ес
ли

 Q
76

<
5 

H
10

. (
Q

79
).

 К
ак
ой

 у
 В
ас

 с
та
ж

 р
аб
от
ы

 н
а 

ны
не
ш
не
м

 р
аб
оч
ем

 м
ес
те

? 
 Q

79
_1

T
_В

С
Т
А
В
Ь
Т
Е

 Ч
И
С
Л
О

 Л
Е
Т

 С
О

 С
Л
О
В

 
Р
Е
С
П
О
Н
Д
Е
Н
Т
А

 
99

 О
Т
К
А
З 
О
Т

 О
Т
В
Е
Т
А

 
 

If
 Q

76
<

5 
H

10
. (

Q
79

).
 W

h
at

 is
 y

ou
r 

le
n

gt
h

 o
f 

se
rv

ic
e 

in
 

yo
u

r 
cu

rr
en

t 
jo

b
? 

 Q
79

_1
T

_I
N

S
E

R
T

 T
H

E
 N

U
M

B
E

R
 O

F
 Y

E
A

R
S

 
A

S
 R

E
P

O
R

T
E

D
 B

Y
 T

H
E

 R
E

S
P

O
N

D
E

N
T

 
99

 n
o 

an
sw

er
, r

ef
us

e 
to

 a
ns

w
er

 (
D

O
 N

O
T

 R
E

A
D

)

Q
76

<
5
の
場
合

 
H

10
. (

Q
79

).
 現

在
の

職
場
で

の
勤

続
年
数

を
教

え
て

く
だ

さ
い
。

 
 Q

79
_1

T
_勤

続
年
数

 
99

回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な

い
こ
と

 

Ес
ли

 Q
76

<
5 

H
11

. (
Q

80
).

 У
ка
ж
ит
е,

 п
ож

ал
уй
ст
а,

 т
ип

 
со
бс
тв
ен
но
ст
и 
пр
ед
пр
ия
ти
я,

 г
де

 В
ы

 р
аб
от
ае
те

. 

If
 Q

76
<

5 
H

11
. (

Q
80

).
 I

n
d

ic
at

e 
th

e 
ty

p
e 

of
 o

w
n

er
sh

ip
 o

f 
th

e 
en

te
rp

ri
se

 w
h

er
e 

yo
u

 c
u

rr
en

tl
y 

w
or

k
. 

Q
76

<
5
の
場
合

 
H

11
. (

Q
80

).
 あ

な
た

が
働
い

て
い

る
会
社

の
所

有
形

態
を

お
答
え
く

だ
さ

い
。

 



2
5
3
 

Ра
бо
та
ю
щ
ие

 в
 н
ес
ко
ль
ки

х 
м
ес
та
х 
ук
аз
ы
ва
ю
т 

ра
бо
ту

, н
а 
ко
то
ро
й 
по
лу
ча
ю
т 
ос
но
вн
ой

 д
ох
од

; 
ра
бо
та
ю
щ
ие

 п
ен
си
он
ер
ы

 о
тм

еч
аю

т,
 г
де

 о
ни

 
се
йч
ас

 р
аб
от
аю

т.
 

 1 
го
су
да
рс
тв
ен
но
е 

2 
ча
ст
но
е 
ро
сс
ий
ск
ое

 
3 
ча
ст
но
е 
ин
ос
тр
ан
но
е 

4 
Q

80
_4

T
_ 
др
уг
ое

 (
ук
аз
ат
ь 
чт
о 
им

ен
но

) 
(Н
Е

 
ЗА

Ч
И
Т
Ы
В
А
Т
Ь

) 
99

 з
/о

, о
тк
аз

 (
Н
Е

 З
А
Ч
И
Т
Ы
В
А
Т
Ь

) 
  

T
h

os
e 

w
or

k
in

g 
in

 m
or

e 
th

an
 o

n
e 

p
la

ce
 in

d
ic

at
e 

th
e 

jo
b

 w
h

er
e 

th
ey

 e
ar

n
 t

h
ei

r 
m

ai
n

 in
co

m
e;

 
w

or
k

in
g 

p
en

si
on

er
s 

in
d

ic
at

e 
w

h
er

e 
th

ey
 

cu
rr

en
tl

y 
w

or
k

. 
 1 

st
at

e 
2 

pr
iv

at
e 

R
us

si
an

 
3 

pr
iv

at
e 

fo
re

ig
n 

4 
Q

80
_4

T
_o

th
er

 (
sp

ec
if

y 
w

ha
t)

 (
D

O
 N

O
T

 
R

E
A

D
) 

99
 n

o 
an

sw
er

, r
ef

us
e 

to
 a

ns
w

er
 (

D
O

 N
O

T
 R

E
A

D
)

複
数

の
職
場
で

働
い

て
い
る

方
は

主
な
収

入
を

得
て
い

る
仕

事
を
、
働

い
て

い
る
年

金
受

給
者
は

現
在

働
い
て

い
る

職
場
を
記

入
し

て
く
だ

さ
い

。
 

 1 
国
営

  
2 
ロ
シ
ア
の
民
間

  
3 
外
資
系
の
民
間

  
4 

Q
80

_4
T

_そ
の
他
（
具
体
的
に
）

 
99

回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な

い
こ
と

 

Ес
ли

 Q
76

<
5 

H
12

. (
Q

81
).

 Е
сл
и 
бы

 у
 В
ас

 б
ы
ла

 в
оз
м
ож

но
ст
ь 

см
ен
ит
ь 
м
ес
то

 р
аб
от
ы

, г
де

 б
ы

 В
ы

 х
от
ел
и 

ра
бо
та
ть

? 
 1 
го
су
да
рс
тв
ен
но
е 

(б
ю
дж

ет
но
е)

 п
ре
дп
ри
ят
ие

 
2 
ча
ст
на
я 
ро
сс
ий
ск
ая

 к
ом

па
ни
я 

3 
ча
ст
на
я 
ин
ос
тр
ан
на
я 
ко
м
па
ни
я 

4 
не
ко
м
м
ер
че
ск
ая

 о
рг
ан
из
ац
ия

 
5 
ин
ди
ви
ду
ал
ьн
ая

 п
ре
дп
ри
ни
м
ат
ел
ьс
ка
я 

де
ят
ел
ьн
ос
ть

 
6 
са
м
оз
ан
ят
ос
ть

 
7 
др
уг
ое

 (
ук
аз
ат
ь 
чт
о 
им

ен
но

) 
(Н
Е

 
ЗА

Ч
И
Т
Ы
В
А
Т
Ь

) 
99

 з
/о

, о
тк
аз

 (
Н
Е

 З
А
Ч
И
Т
Ы
В
А
Т
Ь

) 
 

If
 Q

76
<

5 
H

12
. (

Q
81

).
 I

f 
yo

u
 h

ad
 t

h
e 

op
p

or
tu

n
it

y 
to

 
ch

an
ge

 y
ou

r 
jo

b
s,

 w
h

er
e 

w
ou

ld
 y

ou
 li

k
e 

to
 

w
or

k
? 

 1 
st

at
e 

(s
ta

te
-f

in
an

ce
d)

 e
nt

er
pr

is
e 

2 
pr

iv
at

e 
R

us
si

an
 c

om
pa

ny
 

3 
pr

iv
at

e 
fo

re
ig

n 
co

m
pa

ny
 

4 
no

n-
pr

of
it

 o
rg

an
is

at
io

n 
5 

in
di

vi
du

al
 e

nt
re

pr
en

eu
ri

al
 a

ct
iv

it
y 

6 
se

lf
-e

m
pl

oy
m

en
t 

7 
ot

he
r 

(s
pe

ci
fy

 w
ha

t)
 (

D
O

 N
O

T
 R

E
A

D
) 

99
 n

o 
an

sw
er

, r
ef

us
e 

to
 a

ns
w

er
 (

D
O

 N
O

T
 R

E
A

D
)

Q
76

<
5
の
場
合

 
H

12
. (

Q
81

).
も

し
、

転
職
す

る
機

会
が
あ

れ
ば

、
ど
こ

で
働

き
た
い
で

す
か

？
 

 1 
国
営
（
国
の
予
算
で
ま
か
わ
れ
て
い
る
）
企
業

 
2 
ロ
シ
ア
の
民
間
企
業

 
3 
外
資
系
民
間
企
業

 
4 
非
営
利
組
織

 
5 
個
人
起
業
家
活
動

 
6 
自
営
業

 
7 
そ
の
他
（
具
体
的
に
）

  
99

回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な

い
こ
と

 

H
13

. (
Q

82
).

 К
ак

 д
ол
го

 В
ы

 п
ро
ж
ив
ае
те

 в
 В
аш

ем
 

на
се
ле
нн

ом
 п
ун
кт
е?

 
 1 
м
ен
ее

 г
од
а 

2 
1-

5 
ле
т 

3 
6-

10
 л
ет

 
4 

11
-2

0 
ле
т 

5 
21

-3
0 
ле
т 

H
13

. (
Q

82
).

 H
ow

 lo
n

g 
h

av
e 

yo
u

 li
ve

d
 in

 y
ou

r 
lo

ca
li

ty
? 

 1 
le

ss
 th

an
 a

 y
ea

r 
2 

1-
5 

ye
ar

s 
3 

6-
10

 y
ea

rs
 

4 
11

-2
0 

ye
ar

s 
5 

21
-3

0 
ye

ar
s 

H
13

. (
Q

82
).

 あ
な

た
の
地
元

に
住

ん
で
い

る
期

間
は

ど
の

く
ら
い
で

す
か

？
 

 1 
1
年
未
満

 
2 

1～
5
年

 
3 

6～
10

年
 

4 
11
～

20
年

 



2
5
4
 

6 
бо
ле
е 

30
 л
ет

 
99

 з
/о

, о
тк
аз

 (
Н
Е

 З
А
Ч
И
Т
Ы
В
А
Т
Ь

) 
  

6 
ov

er
 3

0 
ye

ar
s 

of
 a

ge
 

99
 n

o 
an

sw
er

, r
ef

us
e 

to
 a

ns
w

er
 (

D
O

 N
O

T
 R

E
A

D
)

 

5 
21
～

30
歳

 
6 

30
歳
以
上

 
99

回
答
拒
否
ま
た
は
答
え
ら
れ
な
い
（
読
み
上
げ
な

い
こ
と
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